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本 抄 録 集 の 使 用 法

オ ン ライ ン ・シス テム担 当部 門の管理 者

分類E(事 例)、 お よび分類A(一 般)に 属す る文献 を寸見 されたい。

わが国および諸外国の オンライン ・システムの動向 を察知 す ることがで きる。

オ ンライン ・シ・ス テム担 当部 門の幹部,職 員

分類B(ネ ットワーク),分 類D(網 構成機器)お よび分類C(計 算機 シAテ ム)

を通読 され たい。 オンライン ・システム関係先端技術 ・実用化動 向 を把握 す るこ

とが できる。

次に分類E(事 例),分 類A(一 般)に よって,世 界の オンライ ン化動 向 を通観

され たい。

画像 通信,オ ンライ ン情報検 索,研 究室 ・工場 に おけ るデー タ実 時 間処理,

に 関 心 を持 た れ る 向 き

それぞれ分類F,分 類G,分 類Hの 文献 を参照 されたい。

なお,巻 末 に付 した,オ ン ライ ン仮 シ ソー ラ ス(キ ー ワー ド)に よる索 引 も

適宜 利用 され た い。

(原報 ご必要 の ときは,日 本情報開発協会 オンライン委員会事務局 まで。

一実費頒布。)



凡 例

〔本抄録集の 目的〕

オンライン ・システムの進歩は速 く,新 しい技術,機 器がB々 現われ,新 しい適用実例が

月々工夫 されている。その うちの重要な事象を追跡 し把握す ることの必要は誰 もが感 じてい

るが,実 務家にとって和洋 の大勢 を日常 自らの知識 と経験に加 えることは,労 力と費用から

して容易ではない。

本抄録集は,オ ンライン ・システムを運営管理す る実務担当者および幹部のため,オ ンラ

インに関連す る世 界の諸実務文献 を抽出,整 理,抄 録 して,ネ ッ トワー ク時代におけるわ

が国および諸外国の技術 と実用化の大観 を提供する目的の下に編集 されている。

従って,本 抄録集は,オ ンライン関連 システムおよび機器等の,狭 義の研究者,製 作者の

ための純科学技術文献資料 ではない。

本資料は,あ くまで も,オ ンライン ・ユーザーのための ものである。

〔収 録 原 文 献 〕

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム に 関 連 す る,日 本 お よび 全 諸 外 国 の,雑 誌,報 告,会 議 録 等,約5,000

種 の 文 献 か ら重 要 な もの を精 選,検 索,抽 出 して い る。 書 籍 は 含 ま な い。

〔収 録 期 間〕

1974年 中に入手可能であった文献 を対象 としている。

〔分 類〕

下記分類による。

A

B

C

D

－ 般(総 記 的 項 目に 関 す る もの)

ネ ッ ト ワ ー ク(ネ ッ トワー ク(網)お よび デー タ伝 送 に 関 す る もの)

計 算 機 シ ス テ ム(オ ン ラ イ ン ・シス テム に使 用 さ れ る コ ン ピュ ー タ の ハ ー ドウ ェ ア

お よ び ソ フ トウ ェア に 関 す る もの)

網 構 成 機 器(制 御 機 器,中 継 機 器,伝 送 機 器,端 末 機 器 に 関 す る もの)



E

F

G

H

事

画

情

そ

例(オ ンライン ・システム適用実例に関するもの)

像 通 信(画 像,映 像の伝送に関す るもの)

報 検 索(オ ンライン情報検索に関す るもの)

の 他(研 究所,工 場における科学技術的データ測定 ・伝送 ・処理に関す

るもの。この分類のみはやや専門的)

〔キ ー ワ ー ド〕

日本 情 報 開 発 協 会 ・オ ン ラ イ ン委 員 会 事 務 局 の 手 に よ る,

くキー ワ ー ドを付 して あ る。

オ ン ラ イ.ン仮 シ ソー ラ ス に 基 づ

〔協 力 〕

本 ‡少釜ま集 は, 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン ター(JICST)の 協 力 を得 た。

〔原文献利用〕

必要 あるとき日本情報開発協会 ・オンライン委員会事務局へ,文 献番号を一報願えれば,

実費で原文献 コピーを入手できる。

〔記載例説明〕

②
①OL74E-67 1

③ 会話型 システム・受 注管理・西独 ⑤

④ エ ンジ ニア リン グ会社 の受 注業務 デ ィス プレイ によ る対 話方 式の 利用(film)

⑦ ⑧
⑥ 〔c① 〕(G)G

⑨Bildschi・m-Di・1・gve・k・h・ineinemI・geni…unternehmerd、 ・gest,llt。mB,i、pi,1

derBestellvergabe.

⑩FEUERBAUMEレWITTEK

E4921BMNachr23〔218]865-875('73)

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

⑰ ヘ キス トの子 会 社 フ リー ドリッ ヒ ・ウー デ 社 は,プ ラ ン トの 設計 か ら建 設 まで の一 切 を行

な うエ ン ジニ ア リン グ会 社 であ る。1つ の仕 事 の契 約 高 は2千 万 マ ル クか ら2億 マ ル ク,

期 間 も数年 と長期間にわた り,仕 様変更 も多い。こ うした複雑 な契約業務 を遂行す るため

に,同 社 では デ ィス プ レ イ シス テ ム を採 用 し,す べ ての処 理 を対話 方 式 で行 な って い る 。

インプ ットエ ラーを防 ぐために万全の処 置が施 されてお り,必 要に応 じて契約書類の形式

で,ハ ー ドコ ピー をア ウ トプ ッ トす る こ と も可 能 であ る;写 図19表3参12

⑱一
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① 分 類

OLオ ンライン文献抄録集であるこ と。

74本 抄録集の発行年。

(次の英字)下 記の分類を示す。

A

B

C

D

E

F

G

H

－ 般

ネットワー ク(網)

計算機 システム

網構成機器

事 例

画 像 通 信

情 報 検 索

そ の 他

② 記 事 番 号

前項の8分 類ごとにそれぞれ1年 間の通 し番号 を付す。'

③ キーワー ド

日本情報開発協会・オンライン委員会で作成 したオンライン・暫定シソーラスによる。

④ 和文主標題

原報が 日本語の ものはその まま,外 国文のものは適切な 日本語に翻訳。

*⑤ 保管の形態

原報がマイクロフィッシュ,マ イクロフィルムの形で保管 されている事 を示す。特に

ことわ りがなければ冊子形式。

⑥ 記 事 区 分

記事の種別 を示すために付す。区分は次の通 り。

a論 文

(1)原 著論文で科学 ・技術に関し,独 創性のあるもの,原 著論文の全訳 または原著論

文に準ずる程度の紹介記事 を含む。

(2)科 学 ・技術的観点から人文 ・社会科学的なものを取 り扱った論評。

(3)学 会の講演要 旨,討 論

講演要旨集,文 献 目録,抄 録集などをまとめて一つの記事 とみなす もの。

b編 集者あての通信,討 論。記事の訂正。

c解 説的記事

(1)新 しい技術,製 品,構 造物の紹介 または解説。'



(2)科 学 ・技 術 の 総 説,展 望 。 入 門 記 事 で と くに 学 術 的 に 参 考 に な る と思 わ れ る もの 。

(3)生 産,需 要,貿 易 の 統 計 。

(4)科 学 ・技 術 に関 す る生 産 の 会 議,展 示 会 の 報 告 。

dデ ー タ シ ー ト,ノ モ グ ラ フ,フ ロ ー シー ト,規 格,土 木 建 築 な どの 設 計 図,作 業 安

全 基 準 な ど。

⑦ 原 報 の 発 行 国 の 略 号
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⑧ 原報の使用言語

B ベ ル ギー 語(フ ラ マ ン 語) J 日本語

Bu ブ ル.ガ リア 語 K 朝鮮 語,韓 国語

C 中国語 N ノル ウ ェ ー 語

Cz チ ェ コお よ び ス ロバ キ ア 語 0 その他 の言語

D オ ラ ンダ語 P ポル トガル語

De デ ン マ ー ク語 Po1 ポ ー ラ ン ド語

E 英 語,米 語,オ ー ス トラ リア 語 R ロ シ ア 語,ウ ク ラ イ ナ 語,白 ロ シ ア 語

F フ ラ ン ス 語 Ru
一L一

ル ー マ ニ ア 語

Fin フ ィ ン ラ ン ド語 S スペ イ ン 語

G ドイ ツ 語,オ ー ス ト ラ リア 語 Sw ス エ ー デ ン語

H ハ ン ガ リー 語 Y セ ル ボ ー ク ロ ア チ ァ 語

1 イ タ リア 語



*⑨ 原 文 標 題

ローマ字以外の言語の うち,ロ シア語は翻字せずそのまま表記。

⑩ 著 者 名

複数著者の場合,配 列順は原報通 りで,カ ンマで区切って表示する。表記法 も原報 ど

うりが原則で細則は次の とお り。

外国人の場合 姓 を先にし,名 前は頭文字のみを記す。

von,van等 は省略する。

日本人の場合 漢字カナ混 り文で書かれた場合はそのまま,ロ ーマ字で書かれてい

る場合は外国人と同じ扱いとなる。

⑪ 資 料 番 号

資料の整理番号で,雑 誌類については英文字1字 と数字3桁 から成 り,会 議資料につ

いては,Kの 後に開催年の下2桁 と受入れ番号をハイフンでつないで記す。

⑫ 資 料 略 名

外国誌の場合の省略基本原則

i)雑 誌名の各語の順序は原文 どおり。

ii)冠 詞,前 置詞,接 続詞は省略。

iii)原 文のわかる程度に各語の末尾 を省略。

和文誌の場合の省略基本原則

i)原 文の各単語の初字 を残 してそれに続 く語 を省略。

ii)類 似詩名でまぎらわしい場合は,発 行機関を()で 囲んで付記。

*⑬ 巻 数

数字の下にアンダーラインを引いて表わす。資料によってはない場合 もある。会議資

料の年数 もこの形で表わす。

⑭ 号 数

数字 を[〕 で囲んで表わす。技術レポー ト類のレポー ト番号 もこの形で表わす。

⑮ ペ ー ジ 数

ページ付がまぎらわしく,1冊 子1報 の場合は,全 体のページ数 を135pの ように表

示。

⑯ 発 行 年

国内外文献のすべてについて,西 暦末尾2桁 を記す。なおndは 発行年記載のないも

の。

⑰ 抄 録 文



⑱ 写真 ・図,表 および参照文献の数

原報に記載 され,番 号づけしてある写真 と図,表 および引用してある文献の数 を示 し,

記事の性質,規 模 を知る参考に供する。

(注)*印 は必ずしもすべての記事にあらわれない項 目を示す。
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OL74A-1

プ ラ イ バ シ ー 伝 送,デ ー タ バ ン ク

デー タバ ン ク系 に対 す るプライバ シー伝 送 〔c① 〕(A)E

Privacytransformationsfordatabanksystems.

TURNR

H361AFIPSConfProc42〔Pt1]586-601('73)

プライバ シー伝送 とい うの は略号 を使 った伝達 の ことである。最 近の ように各地に大規模

のデー タバ ン クシステムが設け られ るようにな るとそのデー タ記録の保 全が問題 にな る。

ここではまず,種 々のプライバ シー伝送 の特性 につ いて述べ,こ れ とデー タバ ンクシステ

ムに適 用す る ときの問題点について論 ず る;表1参32

OL74A-2

社会主義 国,計 算機 システム

社会主義国の電子計算機 システムの統一 〔c② 〕(R)R

E朋Ha只cvacTeMagJleKTpoHHb[xBblqHc八HTe』bHblxMa山HHcollHa』HcTMgecKHxcTpaH.

H.IMblKOBLOA,FOFyHOBPM

RO81「IpM60pblHCHcTy叩[9〕4-7('73)

IBM社 の計算機 の形式 につ いての主要特性 の数値表示,お よびIBM社 の計算機 の構成

形式の型名 図示 を加 えて,現 在の社会主義 国 それぞれにお いて使用 されている計算機 シス

テムの統一 を主題 として一般 的 な吟味 を行 ない,計 算機 システム としての多角的活用の あ

り方 を主体 とした多角 的な論議 結果 を明 らか にす る;写 図1表1





OL74A-3

宇宙通信,衛 星通信

デー タ通信 技術 〔a① 〕(A)E

Datacommunicationstechnology.

GLASERPF・

HO93AASSciTechnolSer31103-123('73)

今後15年 間 の宇宙通信にお けるデー タ通信技術の発展動向 を予 測す る。初め に衛星利用の

各種計画につ いて述べ る。 これ らは一般の衛星通信か ら,航 空機 ・船舶 通信,放 送衛星,

航行衛星,気 象衛星,深 宇 宙通信 など各種の ものが考 えられるが,こ れ ら計画 を支 える技

術 としては,マ ルチ ビーム アンテナや大 口径 ア ンテナの使用,固 体電子部 品に よる発振器

の作成,雑 音指 数の少な い トランジスタ使用に よる受信機 の開発,太 陽電 池や高効率蓄電

池の使用,LSI使 用の超小形電子技術の進歩などがあ るが今後 はこれ ら技術 を応用 した

危険度の少 ない高信頼性衛 星開発に主力が向け られ ることとなるだろ う;写 図14表3

参6

OL74A-4

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

1計算機網設計 における非技術 問題 経済的,法 律 的,社 会的その他の考察

〔c② 〕(A)E

Nontechnicalissuesinnetworkdesign・Economic,1egal,social,andotherconsiderations.

ENSLOWPHJr

B794Computer6〔8〕21-24,29-30('73)

計算機網 の導入 が多 くの組織 で検討 されているが技術 的問題のみが 中心 であ り,非 技術的

問題 がおろそか にされ ている。法律,経 済,社 会,経 営 などの技術 以外の問題が なぜ生ず

るか を詳述 して,そ の重要 性 を論 じた。設計 における重点が技術 のみの状態か ら経済経営

その他の問題へ1970年 前後 か ら推移 しつつ ある様子 を述べ,特 有 のデー タ通信 トラピック

特性が通信 システムの他 のユーザへ及ぼす影響 な どの社会的問題,プ ライバ シィなどの法

的問題,通 信 コス トや料金 な どの経済問題,お よび教育,政 治,産 業 界の経営 問題な どに

つ き論 じた;写 図8表2参2





t

OL74A-5

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク,リ ソ ー ス ・シ ェ ア リ ン グ

リソー スシ ェア リン グ網にお け る卸 売 り/小 売 り専業化 〔c① 〕(A)E

Wholesale/retailspecification輌nresourcesharingnetworks.

GROBSTEINDL,UHLIGRP

B794Computer6[8〕31-37('73)

計算機 網に よ り可能 となったソー スシェア リン グにつ いてその利点 と問題点 を述べ,問 題

点の解決法 としてユーザ の責任 と課金の機能 を保持 しつつ生産の集中化 を行 な うこ とが で

きる計算処理能 力の卸売 りと小売 りの専業化 を提案 し,実 現方法について論 じた。 リソー

ス シェア リングの一形態 である卸売 りと小売 りの専 業化に伴 う問題点 も挙 げ,こ れがすべ

ての問題 を解 決す ることにはな らない点に注意 を促 しなが ら も有 用 で あ る こ とを強調 し

た;参14

OL74A-6

オンライン化(郵 便局 の)

郵便 局 にお け るデ ー タ通 信利 用者の研 究II〔a① 〕(B)E

DatacommunicationuserresearchinPostOffice:II.

JORRER,BOYFIELDG,DARKINJ

DOO2ComputerJ16[4]292-302('73)

デー タ伝送サー ビスにつ いて研究 してい る郵便 局の最近 の開発状況 を論 じた。本論 は一部

と二部 に分か れてお りその うちの二部 の方 であ る。情報 についての注意深 く定義 した一連

の カテ ゴリー を示 し,そ れ によって構 成 され るEDP(電 子デー タ処理)使 用 のモデル と

デー タ伝 送の逐次的開発につ いて提案 した;写 図1表1参12





OL74A-7

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン(医 学 教 育 に お け る )

医 学教育 にお け るコン ピュー タシ ミュレー シ ョン 〔a① 〕(A)E

Computersimulationsinmedicaleducation・

PRATHERPA,HOFFEREP,FARQUHARBB,BARNETTGO

E773ProcSummerComputerSimulationConf2793-796('73)

今 日の医学教育 におけ る問題 の一つ に,急 増す る医学生 に対 して種 々の臨床上の体験 をど

っして開示す るか とい っこ とがある。その解 決法 としてMassachusettsGeneralHospital

で開発 され た計算機 を用いた患者 シ ごユレー タにつ いて,概 要 と問題点 を紹介。患者 シ ミ

ュレー タには種 々の病 気に対 応す る症状が記憶 され てお り,学 生 はシ ミュレー タ とオンラ

イン的に会話す ることが可能 となっている。学生の与 えた処 置は蓄積 プログラム に従 って

患者 シ ミュレー タに状 態変化 を起 こさせ る。'最後に,こ の シ ミュレー タを用 いるこ とによ

る利点 と欠点につ いて論述 す る;写 図3参2

OL74A-8

イ ン ク ワ イ ア リ ・シ ス テ ム,デ ィス プ レ イ

出力の表示端末装置を含 む電話システム 〔c① 〕(A)E

Telephonesystemincludingoutputdisplayterminals.

BLANCA,MARCELLINA

E2921BMTechDisclosureBull16[5〕1394-1395('73)

押 しボタン電話機 とデ ィス プレイ装 置およびそれ らを回線 に切 換接続す るための スイ ッチ

か らな る端 末側 と,交 換回路網,ダ イヤ ル トー ン ・セン タ,多 周波受信器お よび システム

制御部 等か らな る交換機網 とで構 成 され るインクワイア リ ・デ ィスプレイ ・システムにつ

いて述べ た。電話機 か らイ ンクワイア リを意味す る特定 コー ドを発信す る と交換機側 で そ

れ を認識 し,そ れに続 く要 求番号 を識別 して要 求 され たディスプレイ情報 を端 末側 に送 る。

端末側 では"お 話 し"と"デ ィスプレイ"の 切 替 えは手動で行 な う;写 図1表1





OL74A-9

ネ ッ トワ ー ク,予 測

デ ー タ通 信 〔c② 〕(A)E

Datacommunications.

FALKH

A9821EEESpectrum11[1]36-39('74)

今後数年間 に各分野数万 の計算機 が相互 にデー タ回線で結合 され,1980年 に現在 回線の数

十倍 が必要 となる。電話線 は計算機 回線 として不十分 で,米 国で全土の約40台 の計算機 を

結合 したARPA回 線実験 が行 われ た。パ ケ ッ トスイッチング方式でIMPと 呼ぶ ミニ コ

ンで数分 の一秒 で誤 りな く伝 送 され る;写 図4

OL74A-10

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

JlPDECに お け る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム 〔a① 〕(J)J

山本 よし子,小 川義 久,伊 藤哲史(日 本情報処 理開発セ ンター)

G897プ ロ グ ラ ミ ン グー シ ン ポ ジ ウ ム 報[15〕227-239('74)

異 な る 機 種 の 計 算 機 を連 結 し ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェ ア,デ ー タ ・ベ ー ス を 共 有 す る リ

ソ ー ス ・シ ェ ア リ ン グ 型 の ネ ッ トワ ー ク は 米 国 のARPAネ ッ トが 完 成 さ れ,以 来 各 国 に

お い て ネ ッ トワ ー ク 花 ざか りの 状 況 に あ る 。 本 文 はJIPDECに お け る ネ ッ トワ ー ク ・シ

ス テ ム の 開 発 目 的,ハ ー ド ウ ェ ア 構 成,プ ロ トコ ル,ソ フ ト ウ ェ ア な ど の 概 要 を 紹 介 す

る;写 図4





OL74A-11

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

コンピュー タ・ネ ッ トワー クの利用 者 に対 す るサ ー ビス改 善 に 関 す る技 術 的考

察 〔a① 〕(A)E

Sometechnicalconsiderationsforimprovedservicetocomputernetworkusers.

PYKETNJr

B678DigPapersAnnIEEEComputerSocInternConf7th53-55('73)

コンピュー タ・ネットワー クの利用者に対 して必要,あ るいは望 ましい各種 の通信上 のサ ポ

ー トについてのべ る。 ここでネ ッ トワー クの大 わ くとしては,多 数 のホス ト計算機 システ

ムが適 当な通信機能 を経 由 してユーザにサー ビスを提供す る大規模 な リソース共 用ネ ッ ト

ワー クを考 えてい る。対 話形,お よび非対話形両方のユーザ を考 慮す るが,ユ ーザ にサー

ビス を提供 す るうえでの いろいろな手段 の選択 につ いて考え方 をのべ た;参9

OL74A-12

西独,標 準化

ドイツ規格委員会の情報処 理規格専門委員会の1973年 報告 〔a① 〕(G)G

Jahresbericht1973desFachnormenausschussesInformationsverarbeitungimDeutschen

Normenausschuss.

MOHRC

B542ElektronRechenanlagenl6[2]67-70('74)

標記委員会の任務,委 員構成,事 業概要にっづ き,コ ーデ ィング,プ ロ グラ ミング,図 形

認識,デ ー タ伝 送,デ ー タ媒体,イ ンター フェース,国 際規格 な どの各項につ いての年次

報告 を述べ る;写 図1





OL74A-13

医療 システム

計 算機 によ るデ ー タ処 理 オ ンライ ンか オ フライ ンか 〔a① 〕(A)E

Dataprocessingbycomputer:On・lineoroff-line?

SEATONB

B827ComputersBiomedRes7〔2]142-156('74)

医療情報処理 を目的 として医療施 設に計算機 を導入す る際問題 となるのは,計 算機 による

情報処理 をオンラインで行 な うのか,オ フ ライン(バ ッチ処理)で 行 な うのか とい う選択

である。 ここでは,従 来小 型オ ンライン計算機 で用 いられているプログラ ミング上の手法

を大型バ ッチ処理 用計算機 のプ ログラ ミングに導入 し,大 型バ ッチ処理 計算機の もつ大容

量,高 速計算機能に加 えて,オ ンラインシステムの柔軟1生、 デー タ収集順 序 ・処 理順 序 の

任意性,マ ルチ タス ク処理 な どの機 能 を実現 で きる擬似 オンラインシステム を簡単 なプロ

グラム例 を示 しなが ら紹介 した;参6

OL74A-14

テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン,コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

海 外の テ レコ ミュニケ ー シ ョンの現状 〔c② 〕(J)J

矢は ぎ晴一郎

G110ComputerRep14[6]34-38('74)

日本で も3年 後 には7個 の実 用実験衛星 を計画 しているが,全 世界的に大規模 な計算機 ネ

ッ トワー クが 多 くな り,と くにパ ケ ッ ト ・スイ ッチ ・タイプのネ ッ トワー クへの関心が強

い。ARPAネ ッ トを始め とす る米 国の各種 ネ ッ トワー ク,英,仏,加 な どの それ につ い

て現状 を紹 介す る。 また,同 時に国際的情報網形成 拡 充,深 化 へ の動 き も見 えは じめ

た;写 図7表1
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ベル研究所 ,BISCOM

BlSCOM社 内通信 の ためのR、 〔c① 〕(A)E

BISCOM:RIforinternalcommunications.

BARISHBT,SLATTERYPJ

BO61BellLabRec52[6〕175-180('74)

Bel1研 では社 内の各種デ ー タの伝送,処 理のため のデー タ通信網 であるBISCOMを 作

った。 これは各オ フィス で発生す るデー タをテレタイプ等 で入力 し,交 換 させ,所 定 のオ

フィスへ伝送 す る と共に その情報 を適切 に蓄積 し,旧 情報 との入れか えなどをす る;

写図3表1

OL74A-16

(展 望)

計算機の進歩 と工業界への応用 〔c② 〕(B)E

Therea1・timerevolution.

LEECEN

D383ElectronPower20〔11〕445-449('74)

,写 図5



「

」



OL74A-17

情 報 ネ ッ トワ ー ク,エ ス トニ ア

エ ス トニア ・ソ ビエ ト社 会主義 共和 国 におけ る科学技術 情報 シス テム 〔c② 〕

(R)R

OpecMy6JHKaHcKoMcMcTeMeHaygHo-TexH刑ecKo目HHabopMauHH∂cToHcKoMCCP・

COKK,J'IX

Rl87HaygH-TexuHHφopMCepl[7〕3-8('73)

エス トニア ・ソビエ ト社会 主義 共和国におけ る情報サー ビス機関 を調査 した。専 門情報機

関お よび共和国 レベ ルの情 報機 関,エ ス トニ ア国立図書館,エ ス トニア標 準局,共 和国通

商産業館,エ ス トニア科学 技術情報研究所 につ いて簡単に紹介 し,エ ス トニア科 学技術 情

報研究 所の活動 を紹介 した;写 図4表2

OL74A-18

ITT,多 国籍企業

多国 籍会社 の コ ミュニケ ーシ ョン 〔c① 〕(A)E

Policiesandprocedures:Gettingouttheworld.

STEVENSI

A965ManageAdviser10〔1〕49-54('73)

ビジネスにあ ってコ ミュニ ケー シ ョンは永遠 の問題 である。それが 多国籍 企業 であれ ば一

層複雑 にな る。80ヵ 国以上 に広が るITTで この問題 を どう処理 してい るか。ITTは 本

部 に ポ リシー ガイ ドを作 り世 界 中の管理者層 にこれ を配布す る部 門 をもつ。 ポ リシー ガイ

ドは厳 し く定 義 され た英語 で書かれ,財 務,人 事,研 究開始 な ど32の 機能 別に分類 され て

いる。 おのおのは その業務 に必要 な事務 手続,手 法,ア プロrチ の仕方 を規 定 し,30ペ ー

ジの ものか ら12セ ンチ を超 える厚 さの もの まであ り,配 布数 は80部 か ら1,500部 である。

これ らは必要 に応 じ更新 され,す べての管理 は計算機 で行なわれている;写 図4





L
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計算機 システム,予 測

西暦2000年 代 における計算機の任務 と利益の予測 〔c② 〕(B)E

Proetsprproetspruter'sroieinAD2000.

BARTYE

BO75DataSyst14[6]16-18('73)

NCC(ナ シ ョナ ル ・コンピュー タセ ンタ)は,残 る今世紀におけ る計算機の任務 とそれ

が もた らす利益 に関す る予 測調査 を行 な った。本文 はその予 測調査 結果 を述べ る;写 図3

OL74A-20

国際職業安全 ・衛生 情報 セ ンター

国際職業安全 ・衛生情報セ ンター 計算機 を利用 した世界的規模の情報サー ビ

ス 〔c① 〕(A)E

CIS-Aworld・wide,computerizedinformationserviceforoccupationsafetyandhealth.

E422NatlSafetyNews108〔4〕109-112('73)

危険の防止方法は いろいろあ るが,そ の中で比較的良 い方法は,職 業上 の危険 をは握 ・評

価す るために,他 の 人の経験 を利用 し,そ れによって,危 険 を制御 す る有効 な方途 を工 夫

す ることであ る。国際職業安全 ・御生情報 センタが設置 された 目的 は,こ こにあ ったので

あると記述 。 このセ ンタの設 置の経緯,事 業 内容,活 動方法,今 後 の問題 点な どにつ いて

説明す る;写 図6表1





OL74A-21

(展 望)

デ ー タ通 信 の傾 向 〔c② 〕(A)E

Trendsindatacommunications.

HOPEWELLL

H131Datamation19[8]49-52('73)

現在 設置 されつ つあ る多数 の計算機 は通信能力 を有 し,強 大 な計算機産業 と他 の巨大産 業

や遠 距離通信 の相互作 用は,両 者 ともに劇 的 な変化 を生 じている。特にデー タ通信 の世 界

は混乱 を極め てお り,こ こ数年 間,急 速 な技術変化 と複 合 して将来予測 を困難に し,規 制

政策 に も大 きな変化がみ られた。 ここでは システム開発の基礎 を提供す る分析のための概

念的わ く組 を紹 介す る。 システムのユーザ もしくはマネー ジャがで きる最 良 の策 は,「 環

境 」 を理解 す るこ とであ る。 この ことを理解す るため,1)計 算機 システムの成長,2)技 術

の変化,3)通 信 規制政策の変化 を検討;表3

OL74A-22

特 定 通 信 業(SpecializedCommonCarrier,SCC)

1973～1974年 にお け る特 定通信 会社 〔c① 〕(A)E

Specializedcommunicationscommoncarriers1973-1974.

GRABHORNEA

H131Datamation19〔8]44-48('73)

約10年 にわた る既 存の通信会社(AT&T,ウ エ スタンユニオ ン)の 猛反対に もかかわ ら

ず,ア メ リカの数 社は着実 にこの商売 を始め る準備 を進 めて きている。 これ らの会社 は特

定通信業者(SCC)と 称す るが,主 要 なアメ リカの都 市 を結 ぶマ イ クロ波無線通信網 を

構 成 して きた。す でにマ イ クロ波通信会社(MCI)お よび西部 テレ コ ミュニケー シ ョン

会社(WTCI)が 顧客サー ビスを開始 している。 さらに6つ の会社が ネ ッ トワー クを構

成中であ り,本 年 お よび来年にはサー ビスを開始 す る。以下,こ の種 の主要 な会社 のデー

タ通信 に関連す るサー ビスの概要 を述べ る;写 図2表3





OL74A-23

情報処理産業政策,カ ナダ

情報処理産業の地方分散政策 〔c② 〕(C)E

GivetopprioritytodevelopmentofregionalDp-industry.

E834CanDatasyst5[11]38-39('73)

カナ ダのマ ニ トバ州政府 の依頼に よ り作成 され た,情 報処理産業の地方分散 政策 に関 す る

討議 書の解説。 同国の情報処理お よびデー タ通信産業 は大半が大都市に集 中化 され てお り,

同産 業の効 率的 な発展 のため地方分散 策 を とるべ きこ とを,米 国 での例 等 を引用 して述べ

てい る;表1

OL74A-24

オ フ ラ イ ン ・シ ス テ ム

デー タ通 信 の合理 的ア プ ローチIIオ フラ イン ・デー タ収集 〔c② 〕(F)F

Approcherationnelledelatransmissiondedonn6es.II.Collectedesdonn6esoff-line.

DAVIESGWP

B2141nformatique[43〕27-29('73)

イギ リスの編集協 力者の1人 が,デ ー タ通信 におけ る長期 にわた る経験 に もとづ き,リ モ

ー ト処理 のアプ リケー シ ョンに関す る
,合 理 的なステ ップバ イスチ ップのアプ ロー チにつ

いて述べ る。その要 点は ,な るべ く早 く仕事 に着手 し,で きるだけ簡単 なシステムにす る

ことである。





OL74A-25

コ ン ピ ュ ー タ ・ コ ン プ レ ッ ク ス,ミ ニ コ ン

ミニ コン複合 システ ム 〔c① 〕(J)J

相磯秀夫

S645情 報 化 設 計4[1〕23-26('74)

複数 台の ミニ コンを結合 して トー タル化 した複合 システムは,価 格 ・性 能比の向上,処 理

効率 向上,負 荷分割,高 信頼性,ネ ッ トワー クとしての共同利用,多 目的な システム作 り,

ハー ドの生産1生が高 いな どの特徴 が考 えられ る。 これ らを実現す る上 でのアー キテ クチ ャ

上 の問題点,プ ロセ ッサ の接続方式等 を検討 す る;写 図6

OL74A-26

オ ン ラ イ ンDPサ ー ビ ス

オ ンライ ン ・サ ー ビス 今 後の発 展 と現状 での問題点 〔c② 〕(J)J

稲場長滋

S338ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1〕34-37('74)

デー タセンタ側か らみ たオン ライ ンの発展方向 とその実現 に対す る,現 状 でのネ ガテ ィブ

な要素 につ いての問題点につ いてふれる;写 図1





OL74A-27

シ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク

JlPシ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク 〔c② 〕(J)J

本多信広

S338ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1〕44-46('74)

日本電子 計算 におけ るシステムネ ッ トワー クの進展 を述べ,シ ステムネ ットワー クの必要

性 と構成 に関す る提 言にふれ る;写 図6

OL74A-28

ネ ッ トワ ー ク,MARKII

セ ン タの集 中化 とネ ッ トワー ク網の整備 〔c② 〕(J)J

柳井朗人

S338ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔1]47-50('74)

電通がわが国に導入 しているMARKIIの 歴史にふれ,ネ ッ トワー クの形成経過 を述 べ,

計算セ ンタの集中化 とネ ッ トワー ク網 の整備の早期 完成 を強調す る



●
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OL74A-29

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク開 発 ・実 現 の ため に 〔c② 〕(J)J

大泉充郎

S338ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1]52-54('74)

計算機 ネ ッ トワー クの利点,将 来性にふれ,伝 送 回線な ど克服すべ き諸問題 を10項 目あげ

て,官 学 民一体の努 力が必要であ る と強調す る

OL74A-30

情報処理政策

シス テム ・ネ ッ トワー クの新 しい分野 〔c② 〕(J)J

大山 勉

S338ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1]69-72('74)

通商産業省が とって いる振 興施策の概略 を紹介 し,シ ステムネ ットワー クの新 しい分 野 を

説 明す る;表4





OL74A-31

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク,コ ン ピ ュ ー タ ・ コ ン プ レ ッ ク ス

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク と コ ン ピ ュー タ ・コン プ レ ッ ク ス 〔c② 〕(J)J

新井 正

S338ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔1]74-76('74)

計算機 ネ ッ トワー クの模 型的構成 を述べ,問 題点 とその解決 を述べ ている。 また同 じよ う

に計算機 コンプ レ ックスにつ いて も述べ ている;写 図2

OL74A-32

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク 〔c② 〕(J)J

井上健二

S338ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1〕79-83('74)

計算機 ネ ッ トワー クの定義,TSSの 問題 をあげ,ネ ッ トワー クのニー ズをのべ,計 算機

の結合形 態,ソ フ トウェアの特性,ネ ッ トワー クへ の期待にふれ る;写 図6



「



OL74A-33

シ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク

シス テム ・ネ ッ トワー クの将 来 〔c② 〕(J)J

杉浦宣紀,山 本正 隆

S338ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔1〕101-103('74)

計算機 ネごントワー ク時代 は必ず くる し,そ の開発の問題点,将 来の システムネ ッ トワー ク

について述 べ る

OL74A-34

NIS,シ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク

NlSを 中心 と したシス テム ・ネ ッ トワー ク 〔c② 〕(」)」

清水三重二

S338ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1〕97-100('74)

NISを 中心に システムネ ッ トワー クの基 本的なパ ター ン と,そ れ を実現 してい くため の

計算機 結合 のパ ター ンをのべ,事 例 にふれ,展 望 をのべ る;写 図3参5



.



L

OL74A-35

シ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク

デー タ伝送施設 と利用者システムの関連 〔c② 〕(J)J

小笠原謙蔵

S338ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1〕84-86('74)

システムネ ッ トワー ク出現 の背景,実 例 と目的別分類,回 線利用者 の要求項 目,ネ ッ トワ

ー クの機能 に もふれ
,回 線利用者の関心事 をまとめて いる

OL74A-36

シ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク

シス テム ・ネ ッ トワー クの諸 問題 〔c② 〕(J)J

中原啓－

S338ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1]104-107('74)

システムネ ッ トワー クの概念,全 銀 システムな どシステム事例,通 信 回線結合の問題 点な

ど,シ ステムネ ッ トワー クを構成す る うえでの技術点問題点につ いて述べ る;写 図2





OL74A-37

会話型 システム

デ ー タ通 信 に対 す る合 理 的ア プ ローチIV会 話 形 シス テム 〔c② 〕(F)F

Approcherationnelledelatransmissiondedonn6es.N.Systemesd'interrogation-

「esponse.

DAVIESGWP

B2141nformatique[45〕34-37('73)

本誌の共同編集人 が ヨー ロ ッパ におけ るデー タ通信 の問題 につ いて述べ る。今 回は 「会話

型 システム」の テーマの もとに,定 常 会話 型 システム,変 動会話型 システム,能 動 的会話

型 システム,受 動的会話型 システムについて解説 し,特 に注意すべ き事項 として,応 答 時

間,タ ー ミナル,回 線,秘 密保全について触 れる;写 図2

OL74A-38

シ ス テ ム ・パ タ ー ン

デー タ通 信 に対 す る合 理 的 アプ ローチ1単 純 な シス テム よ り始 め よ

〔c② 〕(F)F

Approcherationnelledelatransmissiondedonn6es.1.D6mar.reravecunsysteme

simple.

DAVIESGWP

B2141nformatique[42〕33-35('73)

この教育 シ リー ズ 「デご タ通 信に対 す る合理 的アプ ロー チ」 では,デ ー タ通信 に長 い経験

をもつ共 同編集 人が,遠 距離処理のアプ リケー シ ョンの合理的 な段階的アプ ロー チについ

て記述す る。 第1回 は 「単 純な システムか ら始め よ」 とい うテーマの もとに,1)オ フ ライ

ンのデー タ収集,2)オ ンラインのデー タ収集,3)会 話型 システム,4)リ アルタイム システ

ムの概要 を述べ る





OL74A-39

デー タ収集

デ 一一タ通 信 に対 す る合 理 的 ア プ ローチIIIオ ンライン ・デ ー タ収集

〔c② 〕(F)F

Approacherationnelledelatransmissiondedonn6es.IILCollectedesdonn6eson・1ine

SanSmiSeajOUr.

DAVIESGWP

B2141nformatique〔44]28-30('73)

本誌 の共同編集人が ヨー ロ ッパに おけるデー タ通信 の問題について述べ る。今 回は 「オ ン

ライン ・デー タ収 集」のテーマの もとに,連 続的なデー タの収集,不 連 続なデー タの収集,

バ ッチ処 理について解 説す る;写 図2

OL74A-40

銀行 システム,CD

多元化する金融 システムへの対応 〔c①〕(J)J

浅野 きょう右

G128事 務 と経 営26[3/2〕81-84('74)

中央 の計算機 と結ばれ たオ ンライ ン化 デ ィスペ ンサーは,数 多 くの利点 をもっている。デ

ィスペ ンサー の店外設置 も認可 され,ま たCDカ ー ドの統一規格 に合意 した都市銀行14行

の間では,共 同利用計画 も準備 されてい る。残 された問題 として,ユ ーザー フ ィール ドの

統一 が早晩の課題 とな る;写 図5表2



'



OL74A-41

NIS

NlSの 展 望 〔c② 〕(」)」

清正 清

F871デ ー タ 通 信6[3]33-36('74)

NISは 大型 オンライン情報 システムで あるが,そ の うち社会関連 システム として,(1)医

療情報 システム,(2)貿 易関連情報 システム,(3)生 活映像 情報 システム,を 取 りあげて論 じ

ている。(1)は厚生省が医療情報セ ンタの設置,通 産省が医療機 器 システムの開発構 想 を持

つ。(2)は大蔵,通 産,運 輸 の各省が 中心 で,(3)は 生活映像 情報 シス テム開発協 会が行 って

いる

OL74A-42

会計 システム,TSS

公認会計士事務所における時分割方式の利用 〔c② 〕(A)E

Theuseoftime・sharingintheCPAfirm.

SCHIFFFS

B411JAccountancy137〔1〕62-66('74)

会計事務所 で時分割 システム を採 用 して成功す るには,事 務所 の経営管理 を,こ の システ

ムに積極的 に取 り入れなければな らない。 この時分割 システムの賛否両論 を説 明 し,公 認

会計士事務所 において計算機化 すべ き手順 を述べ,経 営者 において業務 の選択 および再評

価 を行 な うべ きこ とを指摘 し,時 分割 システムの選択 に 当た り考 慮 すべ き要 素 に つ き記

述;表1参19



.



OL74A-43

流通 ネッ トワー ク,POS

小 売店 の全 国情 報ネ ッ トワー ク構 想 〔c② 〕(J)J

海野 忠

F871デ ー タ通 信6〔3]61-66('74)

日本専 門店会連盟では全 国150万 店 の加盟 店の間に,日 專連情報処理 システムのネ ッ トワ

ー ク構 想があ る
。これは公衆通信 回線 の開放 とPOS端 末機の開発が動 機 となっている。

本構 想は中央に情報 センタを設置 し各地 に地 区センタを置き,そ の間 をオンラインで結合

す るとい う5ヵ 年計画 である。 キャ ッシュ レス時代に備 えCATVも 利用す るこ とになろ

う;写 図8

OL74A-44

流通 システム

コン ピュー タ化 に よ る物 流 コス トの低 減 〔c① 〕(J)J

湯浅和夫

G155Engineers[307]16-19('74)

物流活動の効率 性は情報 システムの整備状 況に よ り制約 され るので物流 コス トの低減 には

計算機 の利用が不可欠であ る。その構造 は受 注処理,倉 庫管理,在 庫管理,配 送管理 の各

サブ システム を有機 的に結合 するオ ンライ ン ・リアルタイム方式が望 ま しい。物 流情報 シ

ステムの確 立には地 域別,販 売会社別,商 品別 な どの販売動 向の容易なは握,市 場動 向に

即応 した生産調 整がで きる利点が ある;写 図2参3
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OL74A-45

MIS,マ ネ ジ メ ン ト ・デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム(MDS)

MlSか らMDSへ 〔c② 〕(J)J

石崎純夫

F871デ ー タ 通 信6〔4]40-44('74)

MIS批 判 が 起 き た 原 因 を,(1)意 思 決 定 情 報 の 混 乱,(2)過 去 の 計 数 情 報 の み に 捉 わ れ た や

り方,(3)ユ ー ザ の た め の モ デ ル 作 りの 遅 れ,の3点 に 求 め,代 っ て 計 算 機 にTSS端 末

を 接 続 し た新 し い 会 話 モ ー ドの シ ス テ ム を 作 る こ と を提 唱 し,こ れ をMDS(Management

DecisionSupportSystem)と 呼 ん で い る;写 図2

OL74A-46

MIS

経営情報 システム指向 とデータ通信 〔c② 〕(J)J

片方善治

F871デ ー タ 通 信6[4]35-39('74)

MISは 技術的に はデー タ通信 によ り時間,空 間の制約 を克服 しては じめて成立 す るもの

であると説 く。本稿 ではこの観点か らMISの タイプお よび例 として計算機 利用 の システ

ム として電電公社 のデ ー タ通信サー ビスで あるDEMOS科 学技術計 算サー ビス,DRESS

販売在庫管理サ ー ビスの例 をあげている;写 図3参6





OL74A-47

西独,行 政情報 システム

行政官庁 でのデータ処理1つ の構想への思考 〔c① 〕(G)G

DatenfernverarbeitungimBereichder6ffentlichenVerwaltung.Gedankenzueiner

Konzeption.

WORTMANNH

E525ZDatenverarb12〔1/2〕43-49('74)

ドイツの最大 のEDP利 用者 である行 政官庁 は,ま た最近 デー タ遠隔処理 の最大 の利用者

となった。 これは,国,州,市 町村の大規模 なネ ッ トワー クシステムのため のプ ランをさ

す。行政 官庁に よる重要 性の認識は,経 済 と産業 におけるデー タ処理 の持続 的に適 応 した

開発 と,組 織の合理化 と標準化 の政策 と,個 々のEDPメ ー カの規格統一 と,マ ー ケテ ィ

ングの戦略に影響 を及ぼす。 ここでは これ までの熟考,調 査,構 想 を報告す る

OL74A-48

例外処理,リ アル タイム問合せ一応答 システム

例外報告に対 するリアル タイムシステム 〔c② 〕(A)E

Realtimevs.exceptionreports.

KENNEDYMH

C805JSystManage25〔4〕22-26('74)

例 外事 項報告にお いて計算機の リアル タイム問合せ一応答 システムは大幅 な進歩 をとげて

い る。上 記 システムが例 外報告に適 してい るか どうかはMISの 判断基準 を明確 にす る必

要 があ る。1)MISは 組織 の発展 を援助 し促進 す る。2)MISは 管理 か ら外れる事項 に対

し迅速 かつ信頼 度の高 い応 答 を行 な う必要 があ る。計画 と評価 の活動 は例 外事項報告 に よ

り十分 に達 成 され る。オ ンライ ンと例 外報告 の相対的効果は応答時間 とそれ に要す る費用

によ り決 ま る。例 外報告 システムは費用は安 いが応答が遅 く,オ ンラインシステム は逆 で

ある。 よって2つ の組合せ のハ イブ リッ ドシステムが発展す る;写 図2参2





OL74A-49

(展 望)

日本の オ ンライ ンシ ス テムの現状 〔c② 〕(B)E

JapantoolsupformassiveonlineD.P.systems.

GRIFFINS

BO75DataSyst14〔10]17-19('74)

日本の計算機処理 システム,と くに オンラインシステムの現状紹介。 国鉄 の座席予約,電

電公社のDRESSな どのサー ビス,富 士銀行 のオンライン預 金,三 菱電機 のMIDAS

な ど具体的 な例 を示 しなが ら,大 規模 オンラインシステムが各方面 で利用 されているこ と

を解説;写 図1

OL74A-50

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー 久 デ ー タベ ー ス 網

デ ー タベ ース網 の展望 〔c② 〕(SA)E

Databasenetworksanoverview.

ASCHIMF

C850ConstructSAfrica3[1]13-28('74)

地理的に離れたい くつ かの計 算機 を結合 した計算機網 が最近注 目をあびて いる(CYBE

RNET,OCTPUS,ARPA等)。 計 算機網研究の主 目標は,計 算磯間 にお いてデー

タの共有可能性 を明 らかにす るこ とであ る。 ここでは一般的デー タベー ス網 に付随す る諸

問題,デ ー タ通信 問題,デ ー タお よび言語 の翻訳問題,さ らに ファイルお よびデ ィレク ト

リの分散 集中性 の検討 を行 った。 また,デ ッ ドロ ック問題 につ いての新 アル ゴリズム を提

案す る。結論 として,分 散 型デー タベ ース網 は現段階では困難 な課題 であ り,よ り特殊 な

場合につ いて,SINET,SIBAS等 が発表 されているに過 ぎない;写 図12参25





OL74A-51

会計監査

EDP環 境 における監査手続の現状 と将来1実 態調査 にもとついて

〔c②〕(J)J

森 実,大 矢知 ひろ司

G356会 計105[5]736-757('74)

監査 人 と被監査会社の両方か ら質 問紙 によ り回答 を求め,監 査 法人41%,個 人組織18%の

回収 結果 に よる。EDPシ ステムの高度化,複 雑化が進行 し,オ ンライン ・リアル タイム

処理,リ モー ト ・バ ッチ処 理が採用 されつつ あ り,適 用業務 の拡 大,監 査証 跡が次第に計

算機 に よって しか読め ない形 の ものに変化 してきている。監査 人は ど うして もEDP監 査

に取 り組 まなければ ならない;表13

OL74A-52

情報化

新時代 にお け るデ ー タ通 信 〔c② 〕(J)J

白根礼者

G110ComputerRep14〔4]26-32('74)

デー タ通信 システムには民 間システム,私 設線 システム,公 社 システムの3種 の形態があ

る。その利用の現況 を概観 し,今 後 の社会変化に対応す るデー タ通信 への期待につ いて考

察す る。 その背景 には社会 目標 の転換(福 祉社会),資 源有限の認識,計 算機の 自由化 など

がある。社会的便 益 を拡 大す る個 人型 デー タ通信 への展開や計算機 ネ ッ トワー クへの動 向

を述べ る;表9





OL74A-53

(展 望)

明 日の コン ピュー タ 〔c② 〕(J)J

石田晴久

G110ComputerRep14〔4〕22-25('74)

一般 の計算機利用 では生 のス ピー ドよ りスルー プ ッ トが問題 にな り,OSや コンパ イラな

どを通 してみ たス ピー ドが大切 である。今後の展望 として,メ モ リの大容量化,仮 想 メモ

リや インテ リジェ ン トター ミナル,マ イクロコン ピュー タ,無 人運転 シス テム,デ ー タ通

信 と計算機 ネ ッ トワー クな どにつ いて,そ の動 向を述べ る;表3

OL74A-54

ミニ コ ン,(展 望)

ミニ コン ピュー タの 発展 と活用 〔c② 〕(J)J

細野やす雄

S811情 報 処 理 研[3]13-29('74)

ミニ コンの定義 を二三紹介 し,そ れ らを総合 して ミニ コンの特長が まとめ られて いる。米

国お よび 日本 において,ミ ニ コンの誕生以来 の発展 を展望 し,現 在 は台数 では米国 は全計

算機の過半数 を占め,日 本 で もか な りの割合 を 占め ている。 このよ うに急速に発展 したの

は,ICな ど最新 の技術 をい ち早 く取 り入れ,価 格が著 しく低下 したなどの理由に よる。

わが国 では事務処 理 に最 も多 く使用 され単独 に用 い られてい るが,米 国ではデー タ通信用

に非常 に多 く用 い られている。今後 は ミニ コンをシステムの一環 に加 えて,集 中 と分散 の

有機的結合が 図 られるであろ う。実例3件 を紹介;写 図9表4参16





分 類B

ネ ッ トワー ク(網)

(ネ ッ トワー クお よびデ ー タ伝 送 に関す る

もの)



1



OL74B-!

搬送装置,FDM,TDM,PCM

搬送装置 〔a①〕(F)F

Lesequipements.

B220CablesTransmissionZZ[2/3〕235-321('73)

CNETの 指導下に過去25年 間に開発 された電話お よびデー タ伝送用各種装置の うち,F

DM方 式搬送電話 の電話路,群,超 群,中 継器 の多重かつノj・形化 の傾 向,TDMで は50M

b/秒(720ch)ま でのPCMの 端局,中 継局の仕様 と性能,デ ー タ通信 では4800b/秒 までの

MODEMと カデュセお よびヘ ル メス系統,国 際通信網への接 続における規格 の問題 をあ

げ,こ れ らの生活設備,技 術,検 収方法の進 歩発達の過程 を述べ る;写 図63表8参62

OL74B-2

衛星通信,ALOHAシ ステム,パ ケ ッ ト交換

通信衛 星 に よ るパ ケ ッ ト交換 〔a① 〕(A)E

Packetswitchingwithsatellites.

ABRAMSONN

H301AFIPSConfProc42[ptl〕695-702('73)

計算機網 の歴 史,電 話 回線網 を利用す るデー タ伝 送の限界,ARPA網 の果 した役割,米

国 をは じめ としカナ ダ,日 本,西 欧 などの計算機網 の動向 などを述べ た後,ALOHAシ

ステム の中核 ともいえるALOHA回 線の容量 と トラ ピック特性 を解析 し詳論。次 に衛星

の特徴 である放送機能 とランダムア クセス機 能 を利用 したスロ ッ ト化ALOHAシ ステム

は37%以 上の 回線効率 が期待 出来 るとの解析 結果 を示 し,イ ンテルサ ッ ト衛星 の50Kb回

線に よるARPAとALOHAの リンク,国 内衛星(DOMSAT)な どの例 を挙げ なが ら,

計算機能は衛星に よる星 形網 を形成すべ きと提 言;写 図3参20





OL74B-3

誤 り率(伝 送の一),誤 り制御(伝 送の )

計算機網 によ るデ ー タ通 信 〔a① 〕(A)E

Datatransmissionnetworkcomputer-to-computerstudy.

TRAFTONPJ,BLANKHA,McALLISTERNF

K-71-0190ProcACM/IEEESympProblOptimizationDataCommunSyst2nd

Palo、AltoCalif133-191('71)

コンピュー タ伝送に よる大量のデー タ伝送における10-8以 下の誤 り率 の設計の問題につ い

て論 じた。本文はチ ャネルの特性,符 号化技術 の解析,評 価お よび勧告 を含む。前向 き誤

り訂正 技術につ いて論 じ,さ らにARQ制 御 につ いて も言及 した,コ ン ピュー タ相互間通

信の誤 り制御について若干 の提案 を行 って いる;写 図10表3参16

OL74B-4

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー 久 星 形 ネ ッ トワ ー ク,イ ン タ ー フ ェ ー ス(網 と セ ン タ ー の一)

CERN計 算セ ンター にお け るデー タ伝送 〔c① 〕(B)E

DatacommunicationattheCERNcomputercentre.

BRUINST,OLOFSSONKS,PIETERSR,SLETTENHAARHJ,KERKP

K-72-0060ProclnternConfOnlineInteractiveComputingUxbridgeVol23-22(nd)

CERN(ヨ ー ロッパ核研究組織)の 計算機分布 と中央計算機の構成 を概説す る とともに,

中央計算機 を中心 とし星形 に構成 され る高・速および中低速のデー タ伝送 回線 とセンター と

のインターフ ェースにつ き詳述。CERN計 算センターの計算機 はCDC3100を フロン ト

エ ン ドとしCDC6600お よび6500で 構 成 され,接 続 される通信機器 はTSSテ レタイプ端

末用200ボ ーMODEMか ら'構内の 自営750kビ ッ ト回線にまで及び,計 算 セ ンターの計算

機のチ ャネル節約 のための集信化 などに苦心 が払われた。回線系統のハー ドウェア言式験に

はチ ャネル シ ミュ レー タを用 いオンラインテス トの時間 を減少 した;写 図8参16





OL74B-5

ネ ッ トワー ク(大 学間の)

マル チ キ ャンパ ス大学 の電気通信 網 〔c① 〕(B)E

Atelecommunicationsnetworkforamulti-campusuniversity.

BRUNELL

K-72-0060ProcInternConfOnlineInteractiveComputingUxbridgeVol245-60(nd)

カナダのQuebec大 学 は1968年 末に設立 され,7か 所,800mileに 分散 して いる。本文 は

Quebec大 学 の設立 目的 と現状 を紹介 した後,学 生,教 師,研 究者のみな らず大学の行政

管理 者 まで巻 き込 んでいる通信網 およびその中心 となる計算機 と端末な らびにすでに現用

のプ ログラムにつ いて詳述。地理 的差別な しに各種サー ビスを受け られる利点のほか,多

くの経済的お よび人的障害 につ いて も例 を挙げて論ず る とともに,今 後の計画に も触れ る。

お もな システム構 成は,計 算セ ンタの計算機CDC6400と4800b/sで 結ばれた3か 所のCD

C3150お よびCDC200端 末 などである;写 図1

OL74B-6

ARPAネ ッ トワ ー ク,ネ ッ トワ ー ク ・モ デ ル

ARPA計 算機 網の性能 モデル と評価 〔c① 〕(B)E

PerformancemodelsandmeasurementsoftheARPAcomputernetwork.

KLEINROCKL

K72-0060ProcInternConfOnlineInteractiveComputingUxbridgeVol261-85(nd)

ARPA網 の3年 間の実績 に基づ き,性 能評価手法の うち網設計 に有効 な論文な どを網 ら

して要約 した。本文 はまずARPA計 算機網の性能 を予 測す る解析 モデル作成手 法につ き

述べ た後,そ のモデルを用 いたシ ミュ レー シ ョンお よび評価結果 との対比につ き詳論。最 ・

後に階層構造 の網 の必要性 を示唆す るとともに,未 解決 の設計に関す る諸問題 を列挙;写

図10表1参29





OL74B-7

イ ギ リス,電 話 網,専 用 線

リモ ー トオ ンラ イン計算 の ための デー タ通信技術 〔c① 〕(B)E

Datacommunicationtechniquesforremoteonlinecomputing.

STUTTARDB

K-72-0060ProcInternConfOnlinelnteractiveComputingUxbridgeV223-43(nd)

オンラインシステムのセ ンター と端 末間のデー タ伝送 を既存の技術 を用いて経済的 に行 な

う方法について電話交換網 と専用 線 との比較 も しなが ら詳述。英 国郵 政 省(BPO)の

NationalDataNetwork計 画に もかか わ らず,今 後10年 間のデー タ伝送 は既存の電 話網 を

使 うこ とになろ うと推定 され,シ ステム設計者の参考に供す るため,モ デル,マ ルチプ レ

クサ,集 線装 置などを各種 通信速度 に合 わせ 使用す る場合 のコス ト比較 を電話網 と専 用線

の場合につ き英国の料金 をもとに詳論。 回線構成例 も豊富に付 す とともに,各 国主 官庁 の

料金政策につ いても触れる;写 図9表3参6

OL74B-8

西独,電 子交換機,総 合 ネ ッ トワー ク

EDSデ ・一タ交換 機 に よって構 成 され るデー タ綱 〔c① 〕(G)G

DerAufbauvonDatennetzenmitdemelektronischenDatenvermittlungssystemEDS.

BOCKERP,GAISERR

D204NTZNachrichtentechZ堕 〔7]297-304('73)

西 ドイツでは テレックス,ダ テ ックス,専 用線,な どの各種デー タ伝送回線 あるいはネ ッ

トワー クを統合 し,新 しい電子交換に よるデー タ交換機EDSに よ り新 しいデー タネ ッ ト

ワー クの完成に一歩 をふみ出 した。EDSは50bpsか ら9600bps,ま た将来は さらに高速 回

線 も収 容す るが,広 範囲のデー タ伝 送速度 の回線の交換が行 なえる。本文 はEDSの 一般

的解説,加 入者系の構成,伝 送方式,局 間伝 送方式,同 期回線の収容 方法,集 線装置の構

成な どについて特に最近 の動 向 を中心 に述べ たもの;写 図8参22





OL74B-9

高速伝送,最 適ブ ロック長,伝 送損失時間,伝 送効率

高速度 デ ー タ伝 送 に おけ る伝送 方法 と最適 ブロック長 〔a① 〕(B)E

Transmissionstrategyandoptimalblocksizeinhigh-speeddatacomm皿ication.

ZACHAROVB

D330ProcInstElecEngrs]坦[8]848-851('73)

107bit/s程 度のデー タ転送速度 でアナ ログ通信路 を使用 してデー タ伝送す る場合 をとりあ

げ,誤 り検出,再 送 によ り誤 り訂正方式 を用 いたとき,正 方向お よび逆方向伝送路 の条件

を加味 し,白 色雑音 によって誤 りが発生する として,伝 送損失 時間,最 適ブ ロック長 と各

パラメー タの関連 お よび伝送効率 を求め グラフに よって示 した;写 図7参16

■

OL74B-10

フランス,伝 送方式

伝送方式の発展 〔a① 〕(F)F

EvolutiondessystEmesdetransmission.

B220CablesTransmission27[2/3〕147-165('73)

電話 ・デー タ伝送網 を構 成す る機器の進歩に伴な う搬送端局用基礎群装置あた り,お よび

1通 話路 あた りの経費の低 下傾 向 を図示 して回線が高密度に集束化 されてい る状況 を説明

し,部 品の規格化 については国際市場 での競争 力を考慮 した決定が なされている。つ ぎに

フランス国内での同軸 ケー ブル網,マ イ クロ波回線網の増加傾 向 を示 し,前 者では標準ケ

ーブルの伸 びが停 滞 し
,細 心同軸12/4.4mm回 線が急増 し,'72年i現在 で4線 式回線 は回線

数 で92%,延kmで99%,電 話 の 自動化率は92%と なった。デー タ通信では200ボ ー 回線が

過去2年 間に4倍 に,加 入者数 は過去3年 半の間に2倍 に増加 した;写 図12表4参5





OL74B-!1

ミリ波,無 線通信

高速 デー タ通信 に対 す る ミリ波伝搬 〔c① 〕(B)E

EHFradiowavesforhighspeeddatacommunications.

TSAOCKH,BOCHEJF,deBETTENCOURTJT,WORTHINGTON

DT

B6651EEConfPubl[98]18-22('73)

本文 は ミリ波無線 回線 を用いた高速デー タ通信 を実現す る際の諸 問題 につ いて述べ る。特

に,降 雨減衰(シ ステムマー ジンをパ ラメー タに した周波数 と回線長 の関係),多 重波伝搬

ひずみ,大 気に よる振幅 シンチレー ション,C/Nと 瞬 断確率の関係,回 線網構成 な どにつ

いて議論;写 図6参9,

OL74B-12

ネ ッ トワ ー ク(展 望)

デ ー タ通 信 の企業 家 は どこにい るか 〔c② 〕(A)E

Wherearethedatacommunicationentrepreneurs?

BOYLEAJ

B501EESystEngToday32[7〕18-22('73)

そ の 挑 戦 の 意 義 を 理 解 す る 技 術 的 な 企 業 家 に と っ て は 広 く開 か れ た 分 野 で あ る デ ー タ 通 信

に つ い て,そ の エ キス パ ー トで あ る 米 国ATT社 のT.Simis氏 の 見 解 を紹 介 。BellSystem

のDDD(DirectDistanceDialing)回 路 網,米 国 防 省 のARPA回 路 網 な どの 構 想 を 紹 介

し た;写 図3





OL74B-13

デ ィジタル伝送,伝 送効率

通信線路によるデ ィジ タル情報の相対的伝送速度の最適化について 〔c① 〕

(R)R,

OBonTHMM3auMHoTHocMTeＬbHoMcKopocTHnepenayMuMcpPoBothHHφopMauμHnoＬMHMflMcBA3Mc

HepecnpocOM・

AyBAK1/IHAn:

RO81「lpH60pblMCHcTynp[9]21-22('73)

誤 りのない送信 ブ ロック,ひ ずみの ある通話に よる送信 ブロック,ひ ずみのある受信 によ

る送信ブ ロック,と いったそれぞれの場合 を例 示 しなが ら,送 信 と受信の反復方式 につ い

て具体的な説明 を加 え,伝 送速度の最適化 を中心 として理論的に最適化に関する定式化 の

過程 を明 らかにす ると共 に,実 際的 な数値 を考慮 しての解 を吟味す る;写 図1参2

OL74B-14

ラ ン ・レ ン グ ス 法,誤 り制 御,伝 送 効 率

Run-Lengthデ ー タ伝 送 に お け る2次 エ ラ ー検 出 シ ス テ ム 〔c① 〕(A)E

Secondlevelerror-detectionsystemforrun・lengthencodednoncodesinformation

data.

GARCIAJE

E2921BMTechDisclosureBull16[4〕1249-1250('73)

Run-Length法 は情報 の冗長度 を落 して伝送す る効率 の高 い伝送方 式であるが,エ ラーに

対 して弱い。run-length法 で は走査 の終 りを示す特別 なワー ドが使 われる。 このワー ドを

受信す ることに よ り,復 号 され たrun-lengthコ ー ドを計数 して ビッ ト数 を調べ るこ とに よ

って伝送 エラーが存在 す るか否か を判定 している。 これ では不十分 であるため,こ こで2

次のエラー検 出 を付加 して,伝 送 をエラー なしにす る技術 を述べ る。この方法は特定のデ

ー タブロ ックに対す る復号制 御 ロジックに よって,逆 方 向のチ ャネル を設定 し,正 または

負の値 を符号 ロジ ックに与 えるものである;写 図2





OL74B-15

同期伝送,ノ イズ

デ ー タ伝 送 と遠 隔 デー タ処 理 シ ステムの経時 的記述の原理 と方 法 〔a① 〕

(G)G

PrinzipienundVeriahrenderzeitlichenOrganisationvonDatenUbertragungsund

Datenfernverarbeitungssystemen.

SCHIFFELR

D188Nachrichtentechnik23[9〕333-335('73)

デー タ伝 送において同期化 の問題について検討 した。1つ のモデル をとりあげ,こ の クロ

ック時間にかんす る数 式 を導 き,そ のフォ ロー ア ップの系をブ ロックダイヤ グラムに よっ

て図示 した。統計的な雑音が 混在す るときの数式 を導 き,そ れか らフ ィル タ リングの方法

をフローチ ャー トの形で示 した;写 図1参3

OL74B-16

ソ連,品 質(受 信の一),テ レタイプ

テレタイプによる情報の受信品質の向上の可能性 について 〔c① 〕(R)R

OBo3Mo>KHocTHrloBbl山eHH只KagecTBanpMeMaHHΦopMaL田HcTeJleTaHna.

ArAHCOH3只.BA刀AKレ1HAC

RO81[pM60pb[HCHcTynp[9〕22-23('73)

テレ タイプによる受信情報 の制御構成に関す るブ ロック線図を提示説明 しなが ら,信 号 入

力の ブロ ック構成,レ ジス タ入力 とレジス タ制御 プ ロッ久 集計器 と集計器制御 ブ ロック,

といった項 目に重点 をおいて具体的 な論議 を展 開 し,ソ 連の情報処理セ ンタにおけ る受 信

の場合 を事 例 として多角的な吟味 を行 ない,計 算機 としてIBM製 品や ソ連 のMUHCKを 使用

す る際の一般的 な吟味結果 を明 らか にす る;写 図1





OL74B-17

トラピック,ル ープ通信方式,待 ち時間(デ ー タ伝送における一)

2方 向 トラ ヒックを もつル ー プにお け る列の長 さ と待時 間の分 布 〔a① 〕

(A)E

Distributionsofqueuelengthsandwaitingtimesinaloopwithtwo・waytraffic .

KONHEIMAG,MEISTERB

B861jComputerSystSci7[5]506-521('73)

ループ または リン グ切換伝送 系が計算機通信において次 第に注 目されている。 ここでは,

典型的なルー プサー ビス系、す なわ ち無限バ ッファを もつN個 の端局が共通チャネルに よ

って中央局(CPU)に 接続 されてい る系について考察す る。データは端局か ら中央局へ,お

よび中央局か ら端 局へ 流れ,前 者が後者 よ り優先順位 を もつ もの とす る。 この とき,す べ

ての端局におけ る列の長 さ,お よびデー タユニ ッ トの仮想的待 時間の分布 を求め ,数 値計

算例 を与 えた;写 図5表1参9

OL74B-18

西 独,ア メ リ カ,ネ ッ トワ ー ク

ドイツ とアメ リカの デー タ網 とその計画の 比較 〔c① 〕(G)G

VergleichdeutscherundamerikanischerDatennetzeundentsprechenderPlanungen .

STAUDINGERW

B528FernmeldePraxis50[18〕801-803,806-810('73)

本報は ドイツお よびア メ リカで計画 され,実 施 され よ うとしているデー タ交換網 につ いて

比較 して紹 介 してい る。 ドイツではテ レックスを中心 に200bit/sか ら高速 にわたる加 入者

を収容 する回線交換 に よる交換機で構成 している。ア メ リカは地理 的に広が って加入者が

多 く2,3の 各社 がサー ビス してい る。 ここではATTとWU2社 の交換網の概要 と,今

後の計画,予 想 を示 す;写 図6
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誤 り率,自 動問返 し

自動問返 し機能 を有す る通信 システムの効率 〔b〕(R)R

3Φ φeKTHBHocTboAHo箇cMcTeMbtcBA3McaBTo3anpocoM.

6EJIOI－.J'IA30BMH:

RO283刀eKTpocBA3b27〔5]16-17('73)

返送 照合機能 を有す るデー タ通信 システムの誤 り率 を計算 し,返 送照合に よる効果 を検討

した。計算の条件 として,SN比 を変化 させ,返 送照合の効果が現 われ る状況 を記述;写

図2参2
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コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

計算機網の理論 と技術 〔a① 〕(G)G

UberTheorieundTechnikvonRechnerverbundsystemen.

JOTZOFFR,LANGERW,MULLERB,WINKLERH

B309AngewInform15〔9]373-384('73)

近来 ます ます関心 を呼 びつつ ある計算機 連結系統構成 の意義 を論 じ,計 算機網について理

論的考察の基礎 となるよ うなモデル を導出 した。 このよ うなネ ッ トワー クマ シンの制 御お

よびほん訳機能に よる論理 的性能 お よび伝送機能に よる通信性能 につ いて も論 じた。つ ぎ

に計算 機 ネッ トワー クの基本的 な諸形式 を提示 し,そ の特性 と適 用の可 能性 を述べた。お

わ りに現存する システムの い くつか につ いて概説 し,今 後の発展 の動 向について述べ た;

写 図15参45
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ループ通信方 式,初 期化(端 末機の一)

ループ伝送端末機の初期化 〔c①〕(A)E

Initializinglooptransmissionterminals.

HARTWICHR,IRROF,KUEHNH

E2921BMTechDisclosureBull16[4〕1142-1143('73)

1つ の中央制御部 と多数 の端 末部か らで きてい るルー プ伝送 システムでの情報交換 の1方

法 を提案 した。 この端末部 は全て,固 有の番地,指 定 情報 を持 たない。特別 なブ リッジ,

プ ラグ,パ ンチ情報 を含 まぬ様 に,ハ ー ドウェア システムの部分 を標準化 してい る。端末

は,こ の標準 化 され た部分 と して 「小 さな知能 」 を持 っている。ループ伝 送 システム を利

用 して,中 央制御 部は各端 末に対 して番地等 を指 定す ることが 出来 る。 これ ら初期 化は,

中央制御部 に近 い端末か ら順に,最 終端末 まで"CLOSE","OPEN","ADVANCE"

等の符号 の伝 送に よ り実行 され る;写 図1
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障害対策(ネ ッ トワー クの一)

多重 デー タ経 路 にお け る良質 な変 更 〔c① 〕(A)E

GracefUIdegradationinamultipledatapathenvironment.

FRUSHDI

E2921BMTechDisclosureBull16[3〕912-914('73)

オンライン ・システムであ るデー タ経路が故 障 した場 合,従 来の方式では上位 の計算機 を

チャネル結合 してお き信号 を送って他の計算機 に接続 された制御装置か らデー タを転送す

る。この ときにデー タ ・ア ドレスの変換テーブルが必要 である。 この新 しい方式では,故

障の生 じたデー タ経路 を自動 的に隔離 して再構 成す る。 チャネル結合す る代 りにチ ャネル ・

ス イッチが使 われ,制 御装 置の論理 ア ドレスは導入時に物理的にプ ログラム化 され ている;

写図2
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広帯域通信,多 点分配サー ビス

多点分配 サ ー ビス ・都市 向新広 帯域通信 媒体 〔a① 〕(A)E

Multipointdistributionservice-Thenewurbanbroadbandcommunicationsmedium.

VEGARL

H236AIAAPaper[73-982〕8p('73)

本文 は都 市文化 に必要 な新 しい広帯域通信につ いてのべ る。技術の進 歩に よって迅速,高

信頼 で経済的な情報伝達 システムが生 まれた。 多点分配サー ビスは視覚 通信 をてっ取早 く

扱 うために行な われ た。利用先 としては工業用,研 究,行 政,教 育な どで一般 のマ イ クロ

波方式 と著 しく異 なる点は送信アンテナが360.の 水平パ ターンで多方向 多点で受信す る。

従 ってサー ビス と してはCATVと よ く似ている。 この柔軟性 をもつ方式につ いて送受用

ハー ドウェア と共 にテー プ資料の詳細について試験が行 なわれ類似の伝達 媒体(VTR,

・

スライ ドなど)と の経済比較 も行 なった。
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光通信

大気中光通信システム とその応用 〔c① 〕(G)G

Atmosph5rischeoptischeNachrichtenUbertragungssystemeundihreAnwendung.

SANDERA

B528FernmeldePraxis50[18〕825-839('73)

近年,ア メ リカ,日 本の大都市で大気中の地上 レーザ通信 システムについて商用研究 が行

なわれてい る。NECのTRL-40K-(1)の よ うな簡一単な光学的会話装 置はパ トカーや 救

急車に応用 され るであ ろ う。 またこの装 置は約5kmの 距離において40Kbit/sま でのデー タ

伝送 を,米 国のOCL310は1.2Mbit/sの データ伝送 を行 な っことが できる。このほか フ ァ

クシ ミリ,テ レビ電話,CCTV,ITV,お よび光 フ ァイバー通信 など広 く研究 されて

い る;写 図8参59
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品質(デ ー タ伝送の )

CMOSを 用 いたデ ー タ伝 送 〔c① 〕(B)E

Datatransmissionusingc.m.o.s.

EGLESED

D210Electron〔24]17,19-21('73)

低電力で低雑音動作 のCMOSを 用 いて,低 価格で高品質のデー タ伝送 をす る方法 を述べ

た。主な用途 としては 自動車電話が あ り,英 国では北ア イルラン ドで実用 される見込 みで

あ る;写 図5

OL74B-26

偉i星 通 イ言,ヨ ー ロ ツ ノV

UER作 業 グル 一一プNの 第6回 会議(ユ ー ロビジ ョン衛 星通信 シス テム)

〔a③ 〕(G)G

Die6.TagungderUER-Arbeitsgruppen(Eurovisione-Satellitensystem).

B483RundfUnktechMitt17〔5〕241-242('73)

73年9月4日 ～6日 にORTFが ラニ ョンにあ るCNETに6ヶ 国の放送関係者 とCEP

T,ESRO,UERの 関係 者 を招待 して開催 した会議 では74年 末 または75年 始め に米 国

の ソーデル タロケ ッ トで打上 げ る中継用衛星 「シジフォ二一」計 画につ いて論議 された。

インテルサ ッ ト衛星の利用 は技術的 ・経済的な難点があ り,専 用衛星 に よる12GHz帯 利用

での伝搬状 況な どの研究,SN比=58dBを 目標 とす るこ と,60Mb/sの デ ィジタル通信 で

の 回線品質,フ ランスおよび西独 における移動 局 を含 む地上局の進行状 況の概略 を紹介 し

た;参17
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ネ ッ トワ ー ク,ソ フ トウ ェ ア

電話技術 とデー タ通 信 〔a① 〕(G)G

FernsprechtechnikundDatenverkehr.

BININDAN,JURKR

E514TelefonRept9〔1]33-36('73)

常用の通信網;例 えば電話網 とデー タ処理装置 との共同運転 は規模 が増大 した場合 に必要

である。この文 は装 置の規模 とソフ トウェア と処理方法に言及 した。ユー ザの要求か ら製

造業者の仕様が決 定 され るが,こ の分野におけ るジー メンス社の解法の概 略 をのべ た;写

図4参3
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西 独,ネ ッ トワ ー ク,予 測

回線網の発達 に関する研究 〔a① 〕(G)G

StudieUberdasWachstumdesFernliniennetzes.

PETERSGNH,ZAPPEH

B528FernmeldePraxis50[18〕773-787('73)

西独 での'61～'72の11年 間の電話機数,市 外通話数,テ レックス数 の増加傾 向 と所得階層別

の電話機所有率 とを示 して今後 は低所得層 にも電話機 の需要が増加 し,経 済発展 など4要

因か ら市外通話 も増加す る との予測 を示 し,将 来のサー ビスとして音声通話のほか模 写 ・

新 聞電送,デ ー タ通信,テ レビ電話 など広帯域回線の需要 も増加 するこ と,広 帯域用 とし

て現在の 同軸線路の ほか数十GHz帯 を伝送す る導 波管線路,レ ーザ通信用のガ ラス繊 維線

路の開発状況 とチ ャネル容量 に対す る経済性 を述べ,終 りに電算機に よる'85年 までのチャ

ネル数需要の予測 を示 して.テ レビ電話 のわずかな伸 びがチ ャネル需要 を急増 させ る;写

図2表2参6
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衛 星 通 信,放 送 通 信,TDM,

ノぐケ ッ トー交 換

ALOHAシ ステム,ARPAネ ッ トワー 久 回線利用率,

放 送通信 システム 予 約ALOHA〔a① 〕(A)E

Asystemforbroadcastcommunication:Reservation-ALOHA.

CROWTHERW.RETTBERGR.WALDEND,ORNSTEINS,

HEARTF

D758ProcHawaiilntConfSystSci6th371-374('73)

通信衛星の 回線 を分割使用す る方式 として,時 分割マルチア クセ ス(TDMA)シ ステム,

ALOHAシ ステムな どを略 述 し,ARPAネ ッ トに衛星回線 を組 み込む 目的 を5項 目に

分類 して示 した後,ALOHAシ ステムの2倍 の回線利用率 を達成 で きるスロッ ト化AL

OHAシ ステムの特1生を論 じた。 次に利用率 と遅延 時間の関係 を大幅 に改善 できる予約(re-

servation)ALOHA(R-ALOHAと 略称)シ ステムにつ き,シ ステム概要 とパ ケ ッ ト

予約アルゴ リズム を述べ特性 を詳論 。R-ALOHAの パケ ッ ト交換機能,音 声,移 動通

信 などの計算機網以外への応用 も示 唆;写 図3参7
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ALOHAシ ス テ ム,タ イ ム ス ロ ッ ト,衛 星 通 信,ブ ロ ッ キ ン グ,回 線 利 用 率

ブ ロッキ ングの あ るス ロッ トおよび制御ALOHAシ ステムの定 常状 態解析

〔a① 〕(A)E

Steady-stateanalysisofaslottedandcontrolledALOHAsystemwithblocking.

METCALFERM

D758ProcHawaiiIntConfSyStSci6th375-378('73)

スロッ ト化ALOHAシ ステムの モデル化 を行 ない各種 トラピックパラメー タの システム

特性への影響 を解析。通信衛星 回線 と計算機網 を想定 し,マ ルチア クセス回線 を共用す る

場合の,タ イム スロ ッ トと送信 タイ ミング,再 送制御のアル ゴ リズム,空 きパケ ッ トが無

い時のブロ ッキングなどにつ いて略述 した。ユーザブ ロッキングと回線利用率 を最大化す

る再 送制御 の概念 を導入 し,ユ ーザ数,ス ロッ ト長その他の計七 つのパラメー タを考慮 し

たスルー プッ ト(回線利用率)最 大化の問題 を定常 状態につ いて解析 した。今後の方向 とし

てさらに精 しい数式に よる解析の必要性 も述べ る;写 図1表1参2
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パ ケ ッ ト交換 ,伝 送効率

パ ケ ッ ト交換網 にお けるパ ケ ッ ト作 成方 法 と伝送 能率 〔a① 〕(」)E

Packetingmethodsandtransmissionefficiencyinpacketswitchingcomputernetwork.

OKADAH,MIYAHARAH,TEZUKAY

G635TechnolReptOsakaUniv壁[1121/1154〕527-539('73)

パ ケッ トデー タ交 換にお けるパ ケッ トの作 り方 として,単 一パ ケ ッ ト,順 序パケ ッ ト,指

数パケ ッ ト,複 合 パケ ッ トの四つの方法 の数学的モデル を作って比較検討 した。パケ ッ ト

の伝送能率 を表 わす尺度 として,メ ッセー ジビッ トと伝 送されるすべ ての ビッ トの比 を と

った。順序 法 と複合法 はほ とん ど同 じ特性 を示 し,高 い能率 を持 っている。 ビッ ト誤 り率

が10-5以 下な らば伝送能率に与 える再送 の影響は無視 で きる。 各方法 におけ る伝 送能率 の

数値 計算例 も図示 した;写 図7参5
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ト ラ ピ ッ ク

通信 の トラ ヒッ ク理論 の発展傾 向 〔c① 〕(G)G

EntwicklungstendenzeninderNachrichtenverkehrstheorie.

KUHNP

D204NTZNachrichtentechZ26〔8]341-345('73)

多 くの著者 と論文 を引用 して トラピック理論の方法論 とこの理論 を適用す る個 々の問題に

つ いて説明 した。前者ではアー ランの理論か ら始 ま り数 学的なモデルの作成,計 算機 に よ

るシ ミュレー シ ョン,シ ステムの合成 と技術的および経済的な最適化に よる解法 な ど,後

者 では電話 とデー タ通信 とにおける加入者の性 向の研究,通 信網におけ る待 ち時 間 と呼損

率,計 算機 を含む システムのオンライン利用におけ る待 ち合列の形成 と優 先取扱 ・割込 方

式,階 層構造の通信網 での トラ ピックなどを述べ,終 りにCCITTの 専 門部会 としての

国際通信 トラピック会議ITCが'55年 以 来3年 毎に開催 されてい ることを述べ た;参83
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デ ィ ス プ レ イ,バ ッ フ ァ(デ ー タ 伝 送 に お け る 一),バ ッ フ ァ 制 御

通信 網中の デ ィス プ レイ システム におけ る主バ ッ ファメ モ リの使 用法 〔c① 〕

(A)E

Masterbufferforimagesystemworkstationofcommunicationnetwork.

AUDRETSCHLM,BIDWELLAW,BLISSBE,CARTMANFP,

MORANWT

E2921BMTechDisclosureBull16[1]222-224('73)

通信制御機能 を もつ デ ィスプ レイシステム におけ る256kbの バ ッファメモ リの使用法 を紹

介す る。 このバ ッフ ァはCPUの ため のプログラムが格 納 される し,通 信線 を介 してデー

タの送受信 を行 な うためのバ ッフ ァメモ リともなる一 方,デ ィスプレイ情報 を格納す るた

め に も使用 され る。上 記の3つ の要求す るユニ ットは互に独 立であ り,し たが ってそれ ら

の要求 はバ ッフ ァメモ リ制 御部へ非同期 に発行せ られ る。 これ らを制御す る方法 につ いて

述べ た;写 図3
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CCITT勧 告(48kbps伝 送 の)

搬送システムの基礎群 を使 ったデータ伝送 〔c① 〕(G)G

EineSenderkonzeptionfUrdiedatenUbertragungUberTF-Prim'drgruppen.

CHARALAMBOUSJ

HO31Fernmeldetechnik13〔3〕138-141('73)

CCITTで は勧告35に お いて60～108kHzの 基礎群 を使 ったVSBに よる48kbデ ー タ伝

送が勧告 されて いる。 この方 式ではデー タ信号 とパイロ ッ ト周波数の 同時伝送が必要 とな

る。このための トランスバーサ ルフィル タを使 ったデー タモデル につ いて述べ た;写 図10

参4
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CCITT勧 告

電話 および電信 回線 網 に おけ るデー タ伝 送 に対 す る新 しいCClTT勧 告

〔d〕(G)G

NeueCCITT-EmpfehlungenfU'rDatenUbertragugtiberFernsprechundTelegrafienetze.

HILBIGH

HO31Fernmeldetechnik13〔3〕127-128('73)

標記の勧告について簡単に解説 した;参1

OL74B-36

PCM,CCITT勧 告,デ ィ ジ タ ル 伝 送

デ ィジ タル伝 送 シス テム に対 す るCClTTの 勧 告 〔d〕(G)G

CCITT-EmpfehlungenfOrdigitaleUbertragungssysteme.

ROTHEO

HO31Fernmeldetechnik13〔3]124-126('73)

PCMシ ステムに対 す るCCITT勧 告 と新 しい研究 問題お よび,1973～1976年 間 におけ

る調 査項 目について解説;参3
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デ ィジタル伝 送,PCM,デ ルタ変調

音声信号 〔c②〕(A)E

Voicesignals:bit・by-bit.

A9821EEESpectrum10〔10]28-34('73)

音声のデ ィジタル的取扱 いにつ いて解 説。伝送技術 としては,PCM,DPCM,△Mに

つ いて述べ,圧 伸,予 測 な どにつ いて述べ た。音声処理 として,VOCODERを 取上 げ,

これに よるスペ ク トルの抑圧 を解説 した;写 図11
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DuV

lA無 線 デ ィジ タル シ・ス テム に よ るDataunderV。ice(DuV)の 実 現 〔c① 〕

(A)E

TheIAradiodigitalsystemmakesdataundervoiceareality.

PRIMERC,SHEETSLL

BO61Bell正abRec51[11〕335-339('73)

ベル システムでは既知 の設備 を利用 してデータ伝送の ためにDUVと 呼ぶ技術 を開発 した。

これはマ イクロ波無 線方式 で電話用に使用 している帯域の下部 の帯域 をデー タ伝送 に用い

るものである。デー タ伝送速度 は1.944Mbit/sで ある。DUVの 最初の商用 システムであ

るIARDSは1973年 秋 にニュー ヨー クー シカゴ間 で開通予定 である;写 図5



、
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ネ ッ トワ ー ク建 設 コ ス ト

デー タ伝 送 回路網の構 成 とその コス トの最適 化 〔a① 〕(G)G

AuslegungundKostenoptimierungvonLeitungsnetzen伍rdieDatenfernUbertragung .

HANGELEJ

D570ComputerPrax6[5〕133-142('73)

大容量,高 性能 の,信 頼性の ある回路網 を最少の費用 で建設す るためには,デ ー タ遠 隔処

理 システムの能 力に影響す るすべ ての要素(通 信量,伝 送 と処理 の時間,デ ータ端 末の料

金率や立地点,応 答時間,信 号の長 さなど)を 互 に調和 させ なければならない。各端 末 を

直接 センターに結ぶ方式 と,端 末 を介 して接続す る方式 の設計,利 害得失 を述べ る。 後者

の場合の 回路網の コス トを最 少にす るための手法 を解説 し,実 例 で重要 なパ ラメー タの値

を表示す る。 また回路の負荷 と応答時間,コ ス トの関係 などを計算,図 示す る;写 図16

OL74B-40

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク(展 望)

計算機網技術の現状 〔c② 〕(A)E

Computernetworkingtechnology-astafeoftheartreview.

PYKERTN,BLANCRP

B794Computer6[8]13-19('73)

計算機網 を実現す る技術 を中心に現存および計画 中の網 につ き文 献 を引用 しなが ら網 ら的

に検討 した。網 自体について述べ るこ とは他の文献 に任せ,本 文 は ノー ドや回線な どの網

の構成要素 の技術の現状 を論 じ,次 に網の構 成 と制御 の手法 を述べ た。 また,計 算機網 の

計画者や設計者が当面す る諸問題 を示 した。 とくに網 の性能測定 技術 に関 して,測 定 技術

の開発 と言試験 が必要 であ ることを述べ た;写 図2参44
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符号化(デ ー タ伝送におけ る ),等 化,伝 送容量

デー タ伝 送 にお け る情 報 源符号化,通 信 路符号化 および等 化の 間の関係 〔b〕

(A)E

Relationshipbetweensourcecoding,channelcoding,andequalizationindata

transmission.

MARKJW

D373ProcIEEE61〔11〕1657-1659('73)

時間的に変動 を受け るよ うなチャネルにおいて,デ ー タ通信 を行 な う場合に,最 適の通信

路復号器 は通信路符号機に整合 した回路網 であ ることが要求 され る。情報源符号化,通 信

路符号化 および等化が,伝 送容量に与える影響 について述べ,等 化器 の前 に通信路復号器

をおいた形 の受信系 を持つ,基 底帯域通信系のモデル を示 した;写 図2参5

OL74B-42

PCM,誤 り率,歪

P'CMに よ るデー タ伝 送 〔a① 〕(J)E

DatatransmissionbyPCM-PCM・24Bhybridterminalequipment.

KAWAKAMID,KOMIYAR

S421JapanTelecommunRev15[4〕242-249('73)

PCM回 線 は本質的にデー タ伝送に適 している。電電 公社は,1973年 の2月 か ら3月 にか

けて大阪 と豊 中の間 で,PCM-24シ ステムによるデー タ伝送の商用試験を行 った。端局

装置はPCM-24B複 合端局装置 である。この装置には音声チャネル とデー タチャネルが

混載 されてお り,四 つのチ ャネルがデー タチャネルに割 当て られてい る。デー タ伝送速度

は200bit/s～9.Okbit/sで ある。 この装置の動作 原理,誤 り率や ひずみ などの伝 送特性 など

について述べ た;写 図10表5参3
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衛 星 通 信,パ ケ ッ ト交 換,タ イ ム ス ロ ッ ト,ALOHAシ ス テ ム

ズ ロッ ト化 した衛星 回線 によ るパ ケ ッ ト交換 〔a① 〕(A)E

Packet-switchinginaslottedsatellitechannel.

KLEINROCKL,LAMSS

H301AFIPSConfProc42[ptl〕703-710('73)

衛星 回線に よるパ ケ ッ ト交換 を,1)同 時呼は呼損 となるALOHAシ ステムで採 用 した

いわゆる純(pure)ALOHAシ ステム,2)衛 星回線 をパケッ ト長 の何倍 かの タイムス ロ

ッ ト化 し呼 の衝突 をス ロッ トの開始時点に限定す るスロ ット化(slotted)ALOHAシ ステ

ム,3)タ イムスロ ッ トを予約に よ りスケジュールす る予約(reservation)シ ステムの3種

に分類 した後,2)に ついてモデル,性 能評価 式の誘導、 トラピック特性 と効率 の関係 な

どを詳論。複雑 な実装上の問題や極端 な遅延 を避 けるこ とが可能 な2)ま たは3)の シス

テムが有望 と結論;写 図9参13

OL74B-44

ARPAネ ッ トワ ー ク,デ マ ン ド ・ア ク セ ス,ト ラ ヒ ッ 久 衛 星 通 信,FDM,TDM,

通 信 効 率

パ ケ ッ ト予約 に よ る衛 星容 量の動 的割 当て 〔a① 〕(A)E

Dynamicallocationofsatellitecapacitythroughpacketreservation.

ROBERTSLG

H301AFIPSConfProc42〔ptl]711-716('73)

マルチアクセスの特徴 を有す衛星 はARPANETに 代表 され るよ うな計算磯 間通信 に最

適 であるが,デ ー タ トラピックを衛星 のマルチステー シ ョン ・デマ ン ドア クセス として扱

った研究 はほ とん ど無 く,パ ケ ッ ト通信の トラピックモデル と衛星通信 技術の うちFDM,

TDMA,ALOHAな どの 多重化 技術の特性 を述べ た後,パ ケ ッ ト予約 システムにつ き

予約手法,通 信効率,遅 延時 間,TDMAな どの性能比較を詳論 。パ ケ ッ ト予約 システム

は一定数 の タイムスロ ッ トを多数の局が通信効率 を落 さずにタイムスロ ッ トの予約(re-

serve)に よ り利用可能 とす る;写 図5参10
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ネ ッ トワー 久 交換装 置,予 測

将来 の デー タ網 とデー タ交換 装 置の展望 〔c② 〕(S)G

Aspekte面berzukfinftigeDatennetzeundDatenvermittlungssysteme .

GEHRIGF,KURZR

D223BullSchweizElektrotechVer64〔23〕1495-1499('73)

経済的に大量のデー タを高速に伝 送す るためのデー タ伝送網 とデー タ交換,処 理装置 を概

説 し,そ の将来 を展望 した。従来のデー タ伝送網 であ るテレックスや電話 回線 とその 同期,

非同期,メ モ リ伝送方式 を比較 し,最 近 の伝送網 とそれに対す るユーザ,送 信側の要求 を

述べ,実 際のシステム構成,デ ー タの処理方式,プ ログラム とその流れ 図,構 成 を述べ た;

写図5参5

OL74B-46

デ ー テ ル ・サ ー ビ ス

国際 デー テル サ ー ビスの 最近の 発展 〔a① 〕(B)E

SomerecentdevelopmentsininternationalDatelservices.

PARRARJR

HO66Point-to-pointCommun17〔2]73-81('73)

デ ー テ ル サ ー ビ ス は1964年 英 国 郵 政 庁 で 採 用 さ れ て 以 来,広 く使 わ れ て い る。現 用 のDatel

100(テ レ ッ ク ス 回 線 を使 っ て50bps),Datel200(電 話 回 線 で200bps),Datel600(1200bps)

の ほ か にDate12400,Datel48Kが あ る 。CCITTと そ の 研 究 グ ル ー プ は,電 話 回 線 お よ び

専 用 線 に よ る モ デ ム を 使 っ た デ ー タ伝 送 の 国 際 標 準 に つ い て の 研 究 を 進 め て い る;写 図3

参3
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衛 星 通 信,テ レ メ ー タ リン グ

低速 デー タ信号の時分割多重化 と衛星中継 による伝送およびデータ処理 に対 す

る簡単な方法 〔a①〕(G)G

EineinfachesVerfahrenzurEDV-gerechtenVerarbeitungvonzeitmultiplexenSatellit-

ensignalengeringerMesswertfolgefrequenz.

BETTACH-D,HIERSCHEK,GUNTHERA,KUGLANDHG,FELSKED

D188Nachrichtentechnik23[11]417-420('73)

比較 的低 周波の信号 とな る物理 的現 象 を衛星中継 を通 してテレメー タ リングす る方法お よ

'び そのデー タを計算機処理 させ るための入力デー タとす る方法について述べ た
。 デー タは

4秒 を1フ レーム として2つ の電信級チ ャネルに よってFM-PM変 調 されて伝 送 され る。

フ レー ム内にはOV,5Vの 基準信号が入 り動作 のチェ ックを行 な ってい る。出力 として

は紙 テー プにBCDコ ー ドをさん孔す る方式が とられている。本文 ではテ レメー タ装 置の

ブロ ック図,伝 送波形,出 力の処理方式 などにつ いて述べる;写 図4参10
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ネ ッ トワ ー ク(展 望)

ネ ッ トワー クの構 成 とその 変化 〔a① 〕(F)F

Architecturesetvari石t百sder百seaux.

POUZINL

A505Automatisme18[12]431-442('73)

計算機 を中心 に持 つ情報 ネ ッ トワー クの諸形態 とその機能 を概説す る。特 に2台 以上 の中

央処理装 置 を含 む大規模 システムにおけ るフロン トエ ン ド処理方式,タ ンデム接続 交 換

接続に よるメッセー ジ交換 の諸方式 を現存の システム を引用 して解説。 さ らにソフ トウェ

ア を含め た情報伝送 のシステム的 な問題点 を指 摘 し,新 しい手法の可能性 を示唆 した;写

図8表1参14



.



OL74B-49

デ ィ ジ タ ル ・ネ ッ トワ ー ク,課 金

網の発展 と計算磯間通信 との類比 〔c① 〕(A)E

Theanalogyoftheevolutionofutilitynetworkstocomputercommunications.

FISHERCR

B197WesconTechPapersIZ29・4.1-29・4.2('73)

電気,ガ ス,上 下水道,電 話 な どの公共施設網 の発展経過 と現状 におけ る使用者 か らの見

方 を考 えてみ る と,デ ィジタル網のあ るべ き姿が 見 られ る。標準化,接 続すべ きものの 自

由な選択,パ ケ ッ ト網 に よる時間に よらず ビッ ト数(そ れ も誤 り制御後の有効 ビッ ト数)

による課金 な ど,各 種 の機能 の網内への最適配分 と,使 用者か ら見ての透 明性(例 えば有

効 ビ ッ ト比例課金 で使用者 に伝送誤 り率が 見えな くなる)が 重 点である;参5

OL74B-50

パ ケ ッ ト交換 ,VAN

通信 は我 々に まかせ ろ 〔c① 〕(A)E

Communicationsaretoomuchwithus.

TALBERTLR

B197WesconTechPapers1729.1.1-29.1.4('73)

成熟 したデー タ通信網 は透明 でな くてはな らない。利用者は,網 がど う働 くか,な どにつ

いては知 るこ とな く,デ ー タを計算磯 間に転送 しさえす れば よい。パ ケッ ト通信社(PCI)

は いわゆ るvalueaddednetworkを 提供す る。使 用者に とって,1)複 雑iな計算機通信 の

責 任は1社 が持 つ,2)国 内どこで も加入 できる,3)距 離に無関係 な料金,4)誤 り制

御(見 逃 し誤 り年1回 以下),5)網 の障害時の 自動 う回,6)自 動ふ くそ う制 御,7)

異機種間 の通信 を可能にす る標準手順,な どの利点が ある。網 は公共通信業者か らPCI

社が借 りた専 用線 と,PSP,TAPと 呼ばれ る ミニ コンなどよりなる;写 図3

/
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ネ ッ ト ワ ー ク,デ ー タ ・セ キ ュ リ テ ィ

コン ピュー タ通信 にお け るデー タの保 障 〔a① 〕(A)E

Datasecurityinthecomputercommunicationenvironment.

WINKLERS,DANNERL

B794Computer7[2]23-31('74)

コンピュー タシス テムにおけるデー タの保障の問題は,多 くのデー タが コンピュー タで処

理 され,ま た多 くの人が システムの操作に関わ るようになった現在,そ の重要性が増 して

いる。 まず,デ ー タ保障 の一般論 をのべ,物 理的保 障,対 人的保 障,管 理面の保障の三つ

の面 を述べ た。 また,保 障が損 なわれ る態様について分類 を行 ない8種 類の ケースに対 し

て定義 を与 えてい る。つ いで,コ ンピュータ網の単純な形態 として,多 端 末 システム,お

よびインテ リジェ ン ト端 末のあ るシステムの問題 を扱 った。 コンピュー タ網 については,

保障 をどの位置 で扱か うかケー スを分け問題点 をのべ た;写 図10表2参7
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ネ ッ トワ ー ク(展 望)

変動 す る電気 通信 と コン ピュー タ網 の発展 〔c① 〕(A)E

Telecommunicationsturbulenceandthecomputernetworkevolution.

DOLLDR

B794Computer7[2〕13-22('74)

コンピュー タ網 の現状につ いて,通 信サー ビス との関連 に重点 を置 いてのべ た。 まず,現

在利用で きる通信 サー ビス として,交 換回線,専 用回線および混合サー ビ'スの三つ に分 け,

説明を加 えた。つ いでコン ピュー タ網 を概観す るが,従 来は大学,研 究所に限 られていた

が商用網が 出現 し始め たこ とは注 目すべ きである。利用の現状 としては,リ モー トジ ョブ

エ ン トリな どをあげ るが,さ らに動的なファイルア クセス,転 送 を行 なえば新 しい応用分

野が大 き く開け るこ とをのべ た。最後に,技 術面についてのべ,経 済上の考 慮すべ き事 項

につ いて もふれ る;写 図8表1参53
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ARPAネ ッ トワー 久 信頼性(ネ ッ トワー クの一)

ARPAネ ッ トワー クの信 頼性 〔c① 〕(A)E

ReliabilityissuesintheARPAnetwork.

CROWTHERW,McQUILLANJ,WALDEND

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida159-160('73)

ARPAネ ッ トワー ク建設 の初期 には,可 能な限 り簡易な方法で最良の性能 を得 るこ とに

主眼 を置 き,信 頼性 の面 は多少なお ざりに した きらいがあった。 しか し網の成長拡大 に伴

い,信 頼性 の向上が いか に性能 の向上維持に大切かが明 らか とな った。網の信頼性 は網 を

構成 してい る各部分 の障害 に よって直か に影響 を受 けないことであ り,IMP(イ ンタフェ

イス ・メッセー ジプロセ ッサ)自 身 も部分的障害 によって悪影響 を受け ないよ う設計 す る

必要があ る。そのため にはプロ グラムに障害検 診の情報 を出来 るだけ 多 く組込む必要 があ

る。本文では最近のARPA網 高信頼化の検討事項について述べ る。 なおARPAは 研究

プ ロジェ ク ト機関名;参5
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ネ ッ トワ ー ク,パ ケ ッ ト交 換

多種使 用形態 下 に おけ るはん用 デ ー タ通 信の ためのルー プ網 〔c① 〕(A)E

Aloopnetworkforgeneraldatacommunicationsinahetrogeneousworld.

HASSINGTE,HAMPTONRM,BAILEYGW,GARDELLARS

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida88-96('73)

バ ッチ端末や 会話 形端 末な ど大規模 な各種計算機 システム をま とめ て,ひ とつ のはん用デ

ー タ通信網 とす るための システム間接続について
,最 大のスルー プ ッ トと最少 のレスポン

ス タイム を得 るシステム設計の手法や技術について,本 文では現在米 国国家安全機関 で開

発が進め られてい る。パケ ッ ト交換デー タ通信網 を とりあげて述べ る;写 図9参21
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ネ ッ トワ ー ク ・モ デ ル

通 信網 設計 と管理 の ため の デー タベ ー スシ ステム 〔c① 〕(A)E

Adatabasesystemfotthemanagementanddesignoftelecommunicationnetworks.

WHITNEYVKM,DOLLDR

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida141-147('73)

電気通信の経営者が音声や デー タ通信網 を設計 し管理す るために必要 な手助 け をして くれ

る,計 算機 システムについて述べ る。 この システムは,端 末数 通信路数,ト ラピックな

どによ り表現 され た,デ ー タベー スを基礎 に作 り上げ られ,バ ッチ形式,会 話形 式いずれ

に よって もアクセス可能なプログラム処理 のハ イアラキー となってい る。本文 ではTELP

AKの 大型網 を含めて,コ ンピュータシステムとマニュアルガイダ ンスを用 いて得 られた各

種 結果につ いて も記 した;写 図7参12
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ネ ッ トワ ー ク,信 頼 性(ネ ッ トワ ー クの)

低 信 頼性設備 で いかに して高信頼性 ネ ッ トワー クを作 成 す るか 〔c① 〕(A)E

Providingreliablenetworkswithunreliablecomponents.

FRANKH

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida161-164('73)

コンピュー タ ・ネ ッ トワー クは集線装置やマルチ プレクサ を用いたハ イア ラキー 結合 の も

のか ら集 中型 あ るいは分散型 ネ ッ トワー クへ と大規模 ・複雑化 の傾 向に ある。 これ らネ ッ

トワー ク運用上特 に重要 なこ とは,ネ ッ トワー ク としての信頼性 をいかに高め るかであ り,

これは網 を構 成す るノー ドや リンク個 々の信頼性に も深 くかかっているが,網 としての信

頼性 を別 に考慮 す るこ とも非常に重要 であ る。 ここでは集線装置 を用 いたター ミナルオ リ

エ ンテ ッ ド網 と分散型網 との信頼性向上 の方法について述べ る;写 図4
〆
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コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク,パ ケ ッ ト交 換,イ ン タ フ ェ イ ス(網 と セ ン タ ー の)

パ ケ ッ ト綱 と コ ン ピュ ー タ間 の パ ケ ッ ト ・イ ン タ リー プ ド ・イ ン タ フ ェ イ ス

〔a① 〕(A)E

Onthepacketinterleavedinterfacebetweenpacketswitchednetworkandcomputers.

NAKAJOT,NAGATAT

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida104-112('73)

公衆パ ケ ッ ト交換網 に よる,コ ンピュー タ対 コン ピュー タ,ま たはコンピュー タ対端 末装

置間通信 のため の伝送制御 方式につ いての研究結果 を示す。 まず網上のパケ ッ ト伝 送路区

間 を4つ の基本 的デー タ リンクに区分 して,そ れ ぞれに要求 され る機能 と制御 について述

べ ると共 に,そ れ ら検討 結果 か ら得 られた,コ ン ピュー タとパ ケ ッ ト交換網 との間で必要

となる最適 な必要処理数,伝 送制御方法,呼 出制御信 号 を用 いたHDLC方 式 を基本 とし

たパ ケ ッ ト・インタ リー ブ ド通信方法につ いて詳述す る;写 図8

OL74B-58

フ ラ ン ス,CYCLADES,コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

CYCLADESコ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの概要 と主 な設計仕 様 〔c① 〕

(A)E

Presentationandmajordesignaspectsofthecycladescomputernetwork.

POUZINL

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida80-87('73)

フランスでは現在政 府が スポンサ となって,主 要大学や 研究所の コンピュー タシステム を

結んだ一大 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの開発 を一進め て いる。 この システムはCYCLA

DESと 呼ば れ るもので,研 究の 目的 と実用化 をかねて,既 設標準装置 を使用 して組 立て

られたシステムであ る。本 ネ ッ トワー ク設計にあたっての基本方針 とその概要 を述べ る;

写図5参13





OL74B-59

パ ケ ッ ト交 換 ,回 線 交 換,ト ラ ヒ ッ 久 通 信 コ ス ト

パ ケッ ト交換 方 式 と回線 交換 方式 との トラ ピック処理容 量 につ いての 考察

〔a① 〕(A)E

Ananalysisoftraffichandlingcapacityofpacketswitchedandcircuitswitched

networks.

ITOHK,KATOT,HASHIDAO ,YOSHIDAY

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida29-37('73)

回線交換 とパ ケッ ト交換方式 におけ る交換機能(ノ ー ド)と 中継伝 送路での トラピ ック処

理容 量 とコス ト評価 方法につ いて その研究結果 を示す。二つの交 換方 式につ いて ,本 文で

定義づ けた,通 信 密度な ど各種 パ ラメー タ毎の比較検討 を実施 した。 比較の結果,そ れ ぞ

れの交換方式にはおのおのに最 適 な適 用領域が存在す ることが 明 らかになった;写 図5

表5参5

OL74B-60

ネ ッ ト ワ ー ク ・モ デ ル,シ ミュ レ ー シ ョ ン

集中形 コン ピュー タ通 信 システムの シ ミュ レー シ ョン 〔c① 〕(A)E

Simulationofcentralizedcomputercommunicationssystems.

CHOUW,FRANKH,VanSLYKER

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida121-130('73)

一般の集 中形コンピュー タ ・通信 システムについて
,効 率 的な しか も自由度の高 い,シ ミ

ュ レー シ ョン手法 を述べ る。 シュ ミレー ションプログラム としては,シ ステム ・ハ イア ラ

キー に従 って各 レベ ル を代 表す る3つ のモデルを用いた。低 レベ ル のモデルは,遠 隔端 末

と集線装置 を接続す る,ポ ー リン グ分岐回線,中 レベ ルモデルは,低 速の 中継回線 または

集線装置 と中央 の コン ピュー タを接続す る,高 速 中継線,高 レベ ル モデルは,中 継線 を介

して遠隔端 末 と通信 を行 な う中央 コンピュー タとの3モ デル を使 ったシ ミュ レー ションで

あ り,一 部 アナ リティカル モデル も使 用 している;写 図7表2参3



、
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回 線 交 換,パ ケ ッ ト交 換,回 線/パ ケ ッ ト交 換,ト ラ ピ ッ ク

デー タ交換 網 にお け る トラ ピッ ク 〔a① 〕(A)E

Trafficconsiderationsinswitcheddatanetworks.

CLOWESGJ,JAYASURIYACS

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida18-22('73)

カナダの主要都市間のデー タ トラピ ックをモデ ル として,各 種交換網の主 としてチ ャネル ・

マイルでの比較 を行 な った。交換網 として取扱 ったのは,回 線交換,パ ケ ッ ト交換,お よ

びそれ らの混合 された回線/パ ケ ッ ト交換方式 である。比較は ノー ド間のサー ビス品質お

よび網設計の主要 パ ラメー タを基本にお くとともに,各 種のネ ッ トワー ク ・トポロジーに

つ いて実施 した;写 図6表5参9

OL74B-62

通信網,(展 望)

電気通信 〔c② 〕(A)E

Telecommunications.

HAMMERC

C830DataManage12[4〕12-17('74)

テ レプロセ ッシングの発展 には,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア,頭 脳 ウェアの科学技術の

粋が集め られ る。テ レプ ロセ ッシング回路網 には計算機 のほか変復調装置や 多 くの端末機

が付帯す る。現在の ライ ンは音声専用に設計 されるな どの状態に あるが,将 来 は高速パル

ス列 として送信する ように なろ う。 システムの国際網化,シ ス テム管理,標 準化 などの技

術 を述べ る;写 図2 .
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交直方式(の 比較),測 定値伝送

測定値伝送の交直両方 式1〔c① 〕(EG)G

MesswertbbertragungmitGleichundWechselgrbssen.

PEINECKEH

HlO6MesenSteuernRegelnLt[1〕22-24('74)

近時オー トメー シ ョンシステムの測定場所 とデー タ処理 装置 との距離が遠 く伝 送路線は長

大 とな り,微 弱な電気信号 を外乱や減衰 な く送 る技術が国際的に注 目されてい る。最 大5

kmま での伝送 距離 を路線 中の誤差0.1%以 内で送 り,指 示,記 録,調 節,計 算 の4種 の処

理装置 を動 かす ための方式 の一般傾 向を報告す る。直流電流方式 は0～5,0～20,4～

20mAの3種 類 の 電 流範 囲で2線 式 ケーブル で伝送す るのが今 日の主 流であ り,端 末機器

の接続や伝送路線 の抵抗 値 の制 限条件が ある。直流電圧 方式 も用 い られ るが短 距離用に よ

い。交流に よる方 式は続報;写 図2

OL74B-64

交直方式(の 比較),測 定値伝 送

測定値伝送の交直両方式II〔c① 〕(EG)G

MesswertlibertragungmitGleichundWechselgr6ssen.II.

PEINECKEH

H106MesenSteuernRegeln17[4〕90-93('74)

前報(同 誌Vol.17,No.4,p22)の 一般論 で示 した条件に適す る交流式伝送方式 には電圧 と

周波数 の別 があ る。交 流電圧方 式は電圧の振幅が測定値 に相関す る方法 で,伝 送路 線が簡

単 であ り測定電流 回路 の分離 も測定信号の増幅 も容易で あるが,雑 音の影響や 測定基 準両

信号 の比較 回路の必要 な ど直 流方式 にない欠点が ある。周波数 変調方式 は正弦 波交 流 また

は他 のパ ルス列 を搬 送波 に用 い,長 距離 を正確に伝送 しデ ジタル化が容易 である等 多 くの

利点 もあるが仕 組が複雑 で装置 は高価 であ る。 これには温度計 や圧 力計 その他 に幾つ かの

実例が ある。 以上 をま とめ る と前報 の直流電流方式が現今 では最 も実用的 な方法 であ る;

写図5参17



・
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ネ ッ ト ワ ー ク ・ モ デ ル,ン ス テ ム ・ コ ス ト

テ レプ ロセ ッシン グ ・シス テム研 究 モデルの 解説 〔a① 〕(A)E

Teleprocessingsystemsstudy.Descriptionofthemodel .

RAYMONDRC,McKEEDJ

PB22066042p('73)

モデルは設計 された シス テムの コス トを測定す ることが出来,そ れ ぞれの都 市の計算 セン

タでの端末装 置,中 央局 装置 を選定す る。デー タ通信 は環状 または樹木状 に形成 され た専

用線,加 入者ダイヤル回線,WATSサ ー ビス,パ ケ ッ ト交換サー ビスな どの方法 で提供

され る。 モデルはシステム コス トと設計の特徴,セ ン タ配置,処 理 形態,通 信 業の料金,

冗長度 につ いて調べ るのに適 して いる。

OL74B-66

デー タ リンク制御

順序 プロセスの状態図 を用いたデー タリンク制御手続 きの実現 〔a① 〕(G)G

RealisierungvonDaten近bertragungsprozedurenaufderGrundlagevon

ZustandsdiagrammensequentiellerProzesse.

JILEKP,SEIDELHJ

B542ElektronRechenanlagen16[2]52-60('74)

本文 では,プ ログラム制御 され るプロセ ッサ を用 いてデー タ リン ク制御手続 きを実現 す る

一方法 を述べ る
。 この方 法では特に高度の柔軟性 と,複 雑 な応用分野に対す る配慮 を行 な

って いる。実現はSiemens9685の デー タ通信用 プログラムDNSPの 中に組み込ん で行 な

った;写 図9参6



,

.
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コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク,TSS,ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ュ ア

周辺 装置 を時 分割共 用 に す るコン ピュータ ・ネ ッ トワーク 〔a① 〕(A)E

Acomputernetworkforperipheraltimesharing.

BARKAUSKASBJ,REZACRR,TRLICACA

B678DigPapersAnnIEEEComputerSocInternConf二 乙止227-229('73)

本文はあ る一 つの シス テムのアーキテ クチ ュアについてのべ た。その システム とは,1台

の 中規模 計算機 に一連の標 準形周辺装置 を接続 した もの を,多 数 の ミニ コン用の 中央周辺

装置制御部,お よびデー タ管理部 として用 いた ものである。中央計算機(CP)と しては シ

ステムエ ンジニア リングラボラ トリの810B計 算機 を,ロ ー カルな ミニ コン(LP)と して

はPDP-8/Eを 用 いた;写 図3

OL74B-68,

デ ー タ ・バ ス,TSS

東 芝 ハ イ ス ピー ドデ ー タバ ス シ ス テム 「Hl-BUSII」 〔c① 〕(J)J

永 島き造,指 田吉雄

F360東 芝 レ ビ ュ ー19〔6〕546-550('74)

本 システムは タイム シェア リングに よるプ ロセス用の デー タ伝 送 システム で,配 線 コス ト

を減少 させ,高 速性,高 信頼性,拡 張性,試 験調 整の容易性,異 種 計算機 の接続 な どの特

長 を有す る。 い くつか のモ ジュールの組合せ で,メ イン,コ ン トロール,リ モー トの各 ス

テー ションを作 っている。伝 送速度 は20KW/sで,オ ンライン リアルタイム シス テム を制

御で きる;写 図9表2参1





OL74B-69

TYMNET

TYMNET デー タ通 信 ネ ッ トワー ク 〔c② 〕(A)E

TYMNET:Adistributednetwork.

COMBSB

H131Datamation19[7〕40-43('73)

TYMNETはTymshare社 が,国 際デー タ通信 ネ ッ トワークに名付け た ものであ る。 これ

はすべ ての トラフィックが 中央 を経由す る星型 ネ ッ トワークと異な り,分 散型 ネ ッ トワー

クであ る。現在37台 の大型計算機で54の 都市 を結 び,4000mileの 電話 回線(大 西洋横 断回

線 を含む)を 使 用 している。高信頼性の ためのエ ラー検 出,使 用の手順,改 善事項 につ い

て解説す る;写 図2

OL74B-70

カ ナ ダ,ネ ッ トワ ー ク ・モ デ ル,

テ ム

レ ス ポ ン ス ・タ イ ム,シ ス テ ム ・コ ス ト,行 政 情 報 シ ス

ネ ッ トワ ー ク シ ミュ レ ー シ ョ ン 〔c① 〕(B)E

Networksimulation.

B445DataProcess15[6〕398-400('73)

1971年 カナ ダの国税局は,地 方税 の納税 通知 業務 のため,オ タワ市 の本部 と全 国の事務 所

をオ ンラインネ ッ トワー クで結ぶ計画 を立てた。地方事務所は遠 くは4000マ イル も離れて

いる。 国税 局は応札 す る各システム を比較 検討す るために,シ ミュレー シ ョンモデル を作

成 し,業 者は このモデルによ り検討 し所 定の リスポ ンス時間の保障 を求め た。 この結果,

単 に所 定の条件の システムが可能 になったのみな らず,各 種のコス ト低減 も合 わせ検 討 され

大 きな成果 を挙げた。最終 的に決 ったHoneywel1の システムは,各 システムの長所 も とり

入れ応 答時間2.88秒 ±2.12秒 で,デ ィス クも4ス ピン ドルで収 った;写 図2





OL74B-71

ネ ッ トワ ー ク,(展 望)

ネ ッ トワー ク 技術 競争 〔c② 〕(B)E

Networks-theracewithtechnology.

MALIKR

BO75DataSyst14[9]20-22('73)

ハ ー ドウ ェ ア ,ソ フ トウ ェ ア,デ ー タベ ー ス な ど を共 有 す る,リ ソ ー ス シ ェ ア リ ン グ 型 の

ネ ッ トワ ー クの 開 発 が 盛 ん で あ る 。 本 文 はARPANET,CADUNET,PACNETな ど の

計 算 機 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の 目的,シ ス テ ム 構 成 な ど を考 察 し,ネ ッ トワ ー ク 技 術 の 動

向 を解 説

OL74B-72

ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ュ ア

ネ ッ トワー ク ・ア ーキ テ クチ ュ アの発展 〔c② 〕(J)J

中村敏行,松 永 ひろ し

S338ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1〕110-112('74)

計算機 ネ ッ トワー クへの期 待 をのべ,そ の成長過程におけるHOST-HOST間 プ ロ トコー

ル とその標準化 などの問題点 を論ず る;写 図1表1





OL74B-73

シ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク

通信網 とその利用制度の問題点 〔c②〕(J)J

石 田たけ し

S338ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11[1〕65-68('74)

システムネ ッ トワー クの形成にあたって,解 決 を迫 られている課題 を郵政省 の見方 で,通

信網指 向の立場か ら概観 し,今 後の解決 のための見通 しに もふれ る

OL74B-74

国 際 ネ ッ トワ ー ク

国際 間 コ ミュニケ ーシ ョン ・ネ ッ トワー クの 現状 と動 向 〔c② 〕(J)J

小松つね三

S338ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔1]115-118('74)

電信電話 のネ ッ トワー クにつ いて最近 の動 向 を述べ,次 いでデー タ通信 の国際ネ ッ トワ一

一 ク
,さ らに国際的な計算機 ネッ トワー クの現状 をのべ る。公衆網的 な新 しいデー タネ ッ

トワー クの動 きと国際化 に もふれ る;写 図1表1参4
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SITA,パ ケ ッ ト交 換

SlTA:パ ケ ッ トス イ ッチ ・ネ ッ トワ ー クの 評 価 〔c① 〕(A)E

SITA:Ratingapacket-switchednetwork.

HIRSCHP

H131Datamation20〔3〕60-63('74)

8年 前,ビ ジネス型 トラフ ィック用に,初 め てパケ ッ トスイッチ ・ネ ッ トワー クを開発 し

たSITA(世 界的規模 の定期 航空会社のための通信協会)は,巨 大 なコス トを負担 し,

今や この協会に加盟 してい る175の 航 空会社 に,十 分 な利便 を提供 してい る。SITAは

9台 の計算機 を有 し,4800bpsの 全2種 同期 式の リー ス回線で リンクされ,直 接 ・間接 を

合 わせ7000の 端末が加 入 してい る。 メッセー ジ量,最 大負荷,最 大待 時間,プ ロ トコル,

問題点(特 に標準 通信 コー ド)等 について解説す る。

OL74B-76

回線利用統計

最近の審査から 〔c② 〕(J)J

近藤光洋

F871デ ー タ 通 信6[5]29-36('74)

デー タ通信のための通信 回線が 自由化 されてか らの利用状況の紹介。 これに よると電話網

では大半が東京に集 中 し,目 的は 自企業 内の事務処理 で,通 信速 度は1200ビ ッ ト/秒 以下

であ る。特定回線では銀行 が半数 を占めている。最近の システムでは,交 通制御,公 害情

報.ヒ 下 水道監視,警 備保 障,ビ ル管理 な どがあ る;写 図2表13





OL74B-77

PBX

電 話 とデ ー タ処 理 〔c② 〕(G)G

FernsprechtechnikundDatenverarbeitung.

BININDAN,JURKR

D953SiemensDataRept8[3〕4-7('73)

伝統的な コ ミュニ ケー ション ・ネ ッ トワー クと,デ ー タ処理 システム との相 互運用に関す

る需要 が増 えている。 ここでは,こ の結合 によるPABX装 置の遂行機 能についてテス ト

し,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェアおよび手続 きに関す るインタフェイスの重要性 を述べ る。

またユーザの要求 に対 してはいか に準備すべ きか を示 している;写 図4参3





分 類C

計算機 システム

(オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム に 使 用 され る コ ン

ピ ュ ー タ の ハ ー ドウ ェ ア お よ び ソフ トウ

ェ ア に 関 す る もの)





OL74C-1

TSS

タイム シ ェア リング動作 下 の プ ログラム ・ペ ージ ングの特 性 〔a① 〕(A)E

Characterizationofprogrampaginginatime・sharingenvironment

BARDY

DO611BMJResDevelop17[5]387-393('73)

本文 は,仮 想記憶マルチプ ログラム動作 をしている場合 におけ るプログラムのペー ジング

動作 を予測す る方法につ いてのべ る。プ ログラムに対 す るシステム全体 としての活動状況

は,た だ一つ のパ ラメー タ,す なわちペー ジ残存指数 に集約 されて いる。本文で示 したモ

デルは,CP-67の もとで動作 す るプ ログラムに関す る実測値 とよ く一致 している。 この

モデ ルは,ペ ー ジング負荷 の予 測,シ ミュレー タ入力の検証,プ ログラム再 配置 と共用の

評価 な どい くつかの 目的に利用可能 である;写 図6参11

OL74C-2

メモ リ管理,仮 想記憶

仮 想 記憶 シス テムに おけ るス ペ ース割 当 〔c① 〕(A)E

Addressspacesuballocationinavirtualstorageenvironment

JENNEREH,MAPLEWR,SPIKERLD

E2921BMTechDisclosureBull16〔6〕1877-1881('73)

仮想記憶 システムにおいて,デ ー タベ ース,オ ンライン等のアプ リケー シ ョンを処理す る

場合 の問題点について考察 した。本文 は,プ ログラム,テ ーブル,シ ステム制御 ブ ロック,

端 末入 出力バ ッフ ァ,メ ッセー ジ待行列領域,長 時間タスク,短 時 間 タス ク等 の各 々につ

いて,記 憶装 置管理 プロ グラムが,ど の よ うに処理 を行 うべ きか につ いて述べ た;写 図1





OL74C-3

TSS,ハ イブ リッ ド計算機

アナグロ信号の高速 自動パ ッチ ング 〔a① 〕(A)E

Digitallycontrolledhighspeedautomaticpatchingofanalogsighals.

ADAMSWS

PB2205789p('73)

ハ イブ リッ ド計算機 を用 いた時分割方式 によ り,大 量のアナ ログ信号 を高速 かつ 自動 的に

あるロケー シ ョンか ら別の ロケー シ ョンへ移動 させ るシステム を紹介

OL74C-4

TSS,CAD,会 話 型 シ ス テ ム

CADSYSコ ン ピュータによ る設計への新 しい一つのアプローチ 〔a① 〕(A)E

ICADSYS
:Anewapproachtocomputer・aideddesign

WHITNEYDE,MILLEYMK

C4251EEETransSystManCybernetics4〔1〕50-58('74)

CADの 純粋 な立場か ら考 えた場合の思想 としては,コ ン ピュー タは単 に設計 を行 な うよ

りはむ しろ設計者 と設計の過程 において一つの援助 として応用 され,開 発 され た技法 は設

計問題 を設計者が最初に研 究す ることを援助 す るこ とに使われる もの であ る。 そこで上記

思想 に基づ いて作 られた,TSSに よる会話 形CADシ ステム につ いて述べ る。 この シス

テム は文字 の取 り扱 い易 さか らPL/1が プ ログラム言語に選ばれてい る。例 をあげて シス

ステムの説明 を行 な うと共 に命令 の記述 とその内容について示す;写 図8参13





OL74C-5

TSS,建 築 設計,デ ィスプ レイ,CAD

電子計算機 による建築設計の ための グラフィックス装置 〔a① 〕(B)E

Graphicsfacilitiesforcomputer・aidedarchitecturaldesign

SUSSOCKH

A767ComputerAidedDesign6[1〕10-14('74)

タイム シェア リング計算機 に接続 された安価 な蓄積管形 デ ィスプ レイ端末装 置 を利用 した

ABACUS(ArchitectureandBuildingAidsComputerUnit,Strathchyde)が 開発

した グラフィ ック装置 の報告が されてい る。本装置 は多 くの建 築の設計計画に共通にみ ら

れ る幾何学的情熱 の取扱 いは もちろんの こと端 末 を用 いて簡易図形の表示 とコマ ン ドメニ

ュー を与 えるプロ グラムを利用 できる。本報告 はこれ らの建築設計に関す るソフ トウェア

について述べ たものであ る;写 図15参9

OL74C-6

イメー ジ処理,銀 行 システム

銀行 への応用のための高速イメージ処理法 〔c①〕(A)E

High・speedimageprocessingmethodforbankingapplications

BALDWINBE,SCHOEPSFD

E2921BMTechDisclosureBull16〔7〕2278-2282('73)

イメー ジ処 理は基本的に は,入 力文書 の シー ケ ンスを予想 され る入力 シーケ ンスの表 と照

合す る技術 で,心 臓部 はサー チのアル ゴ リズムである。本方法は,17個 までの イメー ジの

サーチ を行 な い,通 常動作 中に影響 な しにイ メー ジファイルの更新 がで きる。初期 設定時

に,レ コー ド長,レ コー ド内各 フィー ル ドの数 と長 さをユーザ が定義 す る。最初64イ メー

ジレコー ドがCPUか らバ ッフ ァに入 る。各 ドキュメン トが読 まれ るとデー タは一 時入力

バ ッファに蓄積 され,読 終 った時 このバ ッフ ァの内容が イメー ジバ ッファの 内容 と比較 さ

れる。字の不一致許容数 はユーザが指定 できる。





OL-74C-7

TSS,ミ ニ コ ン

大型 機 に よ る ミニ コンの プ ログラ ミング ・サ ポー ト 〔a① 〕(J)J

浅井 清,稲 見泰 生,小 沼吉男(日 本 原子 力研)

G897プ ロ グ ラ ミ ン グ ー シ ン ポ ジ ウ ム 報[15〕252-259('74)

大 型機 と ミニ コン をオ ンラインで接 続 し,タ イム ・シェア リン グ ・サー ビスな どを行 な う

場合,ひ とつ の コ ンパ イ ラで大 型機 と ミニコン とをサー ビスで きれ ば,ソ フ トウェアの

共有 によ りシステムの総合 的な運用 を効率化で きる。本文 は上述の よ うな計算機の運用形

態 におけ るプログ ラ ミン グ ・サ ポー トにつ いてのべ る;写 図2表3参8

OL74C-8

リモ ー トス キ ャ ナ

リモ ー トス キ ャナ アキ ュム レ一 夕 〔c① 〕(A)E

Remotescanner-accumulator

ROBINSONRH,SAWYERRB

E2921BMTechDisclosureBul116〔7]2424-2426('73)

多重入力か らの デー タは,入 力状態 または その状態 におけ る変化 に基づ いて累算 され,周

期的に遠隔CPUに 転送 される。デー タの累算周期 は中央であ らか じめ決め られ,累 算 さ

れたデー タは,中 央 に転送す る際のデー タスキュー を除 くため にバ ッファに送 られる。 こ

のバ ッファは新 しいデー タが到来す るまでは不変 である。 メモ リロケー シ ョンの グルー プ

あるいはデ ィジタル入力 グルー プの 中央か らの読込みは,ロ ール カルメモ リにお けるスタ

ー トとス トップのア ドレスを指定す ることによ り行 うことが できる;写 図2





OL74C-9

TSS,会 話 型 シ ス テ ム,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

シ ミュ レー タrSANACOM」 〔a① 〕(J)J

八重が し純 樹,藤 田勝美,大 泉充郎(東 北大 ・応用情報学研究 センター)

G897プ ロ グ ラ ミ ン グ ー シ ン ポ ジ ウ ム 報 〔15]191-226('74)

連続的 な系の問題 を対象 としてデ ィジ タル ・アナ ログ ・シ ミュレー タ(SANACOM)を

開発 したが,今 回東北大大型計算機 セ ンタTSS方 式 の も とで遠 隔地 か ら即 時かつ容 易に

連続系のプ ロセス問題 を解析 で きる会話型 デ ィジタル ・アナ ログ ・シ ミュレー タを試作 し

た。本文 は試作 シ ミュレー タの特徴,構 成,シ ミュレー ション言語 などを解 説す る;写 図

10参7'

OL74C-10

シ ス テ ム ・モ デ ル,シ ス テ ム ・コ ス ト

遠隔処 理 シ ステムの検 討1最 終報告(film)〔a① 〕(A)E

TaleprocessingsystemsstudylFinalreport

McKEEDJ,RAYMONDRC,TIERNANWF

PB22065774p('73)

デー タ ・ベース遠隔処理 システムの数学 的モデル を分析手段 の一環 として開 発 した。 この

モデルは フォー トランプ ログラム と関連す るデータ ・ベ ースの形体 を用 いてお り,特 別 な

負荷要求 と一致 して設計で きるよう遠 隔処理 システムの価格 を決定 できる。 このモデルは

最 初 い くっ かの代表 的遠 隔処理 システム を使 って検討 し,経 済的尺度が存在す るこ とを確

認 した。本報告 は本 プロ ジェ ク トの最終報告 を構成す る3巻 の うちの初巻 で あ り,検 討 の

背景,モ デルの記述,検 討結果 および結論 を述べ る。第2巻 は本モデル を使用す るための

マニュアル,第3巻 は リス トと ドキュメンテー シ ョンである。



'

＼



OL74C-11

TSS

時分 割 シ ステムTNS440に お け るデ ッ ドロックの処 理 〔a① 〕(G)G

Deadlock-BehandlungimTeilnehmersystemTNS440

BURKHARDTK,COLDWEYHD,GONSCHOREKJ,HOEHNEH,

SCHONEBERGERE,STETTERF

B309Angewlnform16〔2]69-74('74)

TelefUnkenの 計算機TR440用 のマルチ プログラ ミン グを用 いた時分割 システムでは,リ

ソース をで きるだけ動 的に割 りつけ るよ うにな ってい る。このため には,デ ッ ドロックを

防止す る方策 が システムに組 み込 まれている必要があ る。本文 では リソースの割 りつ けに

対 して適 用 した各種 の方策 について述べ た;参6

OL74C-12

ダ イ ナ ミ ッ ク ・コ ン パ イ ラ

拡 張形 言語の 一形 式 とその処理 ダイナ ミックコンパイラシステム 〔a① 〕(J)

山本米雄,海 尻賢二,打 浪清一,手 塚慶一(大 阪大 ・工)

S757電 子通会論詰D57-D[3〕151-158('74)

オンライ ンで適宜,文 命令が定義 できるダ イナ ミックコンパ イラシステム(DCS)を 提

案 し,そ の処理系 を試作 ・評価 した結果 を報告 した。DCSは コンパ イラインタプ リタ

(CI)と ダイナ ミックコンパ イラ(DC),プ ログラム(P)の 三つ のレベ ルよ りなる。使

用者はCIに よってDCに 文命令 を付加 す ることが できる;写 図11表4参9

卜





OL74C-13

シ ス テ ム 設 計,シ ス テ ム ・コ ス ト

遠隔処理 システムの設計モデル 〔a① 〕(A)E

Adesignmodelforteleprocessingsystems

RAYMONDRC,McKEEDJ

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida131-140('73)

コン ピュー タのプ ログラム と関連 デー タベースの形 で表現 したモデルに よ りあ る特別 な負

荷状態の も とでの遠 隔処理 システムの コス トを判定す ることが可能 であ る。本文 では,シ

ステム規模,セ ンタ位 置,処 理 す る仕事の形式や 量,通 信料金,冗 長度の と りか た,そ の

他 の変量 を関数 と した場合 の,シ ステム コス トと設計上の特徴 について詳述 した;写 図12

OL74C-14

システム導入

自動化システム供給の組織 と管理 〔a①〕(B)E

Organizingandmanagingthesupplyofautomationsystems

FENSOMEF

B6651EEConfPubl〔104]79-85('73)

オンライン計算機 シス テム をふ くむプロジェク トでは完全な計画 立案,進 行 管理上 の適切

な情報の フィー ドバ ック手続の確立 な どが 困難 とな る。 これは計算機 の能 力の極度 な弾 力

性 による。 とくにプ ログラ ミングに対す る理解の欠如 はプ ロジェ ク ト遂行 の全分 野にわた

って多 くの トラブルの原因 となる。ここではそれ らの問題点 を契約 成立直前 の時点,契 約

の履行 時点,納 入先へ のす え付時点に分け て考 察 し,Ferranti会 社 が経験か らひき出 した

対策 を要 約提示 した。スケ ジュールの策定,シ ステム ・タイム ・プ ラン,ソ フ トウェア開

発プ ラン,予 算,な ど項 目別 に説明 した。





OL74C-15

プロジェク ト管理(ソ フ トウェアの一)

大 形 リアル ・タイム ・ソ7ト ウ ェア ・プ ロジ ェク トの管理 〔a① 〕(B)E

Themanagementoflarge,realtimesoftwareprojects

WILLDERSS

B6651EEConfPubl〔104〕108-114('73)

6人 位 までの小規模 の ソフ トウェア ・パ ッケー ジ作 成共 同作業 では問題 にな らないが,200

人に達す るシステム ・アナ リス ト,プ ログラマ をようす るたとえば軍用大形 リアル ・タイ

ム ・システムの開発 と実施 には専 門的な作業分割手順 が必要であ る。ここでは多数の個 人が

書 いたプ ログラム をその まま最終 システムに有機的に結合で きるこ と,各 プログラムのテ

ス トを厳密 に行 な うこ と,プ ロジェ ク ト ・コス トを低減 し納期 を早 め ることを目的 とす る

管理 の具体 的手順 を解説 した。プ ロジェ ク ト組織の確立,プ ロジェ ク ト計画 と進行管理 を

述べ,設 計,コ ー デ ィン グ,テ ス トな どの コス トの分布に言及;写 図1

OL74C-16

バ ッ フ ァ ・シ ス テ ム

多種 の入 出力 プ ロセ ス を もつバ ッフ ァ ・システム 〔a① 〕(B)E

Aclassofbuffersystemswithheterogeneousinputandoutputprocesses

PHILOKYPROUG,MARINTSASDG

E5221nternJSystSci5〔3〕201-212('74)

ポア ソン分布 に従 う入力 とバ ッチ 出力 をもつバ ッファシステムの解析 を行 なった。バ ッフ

ァシステムのパ ラメー タをきめ るのに必要 な,バ ッフ ァの大 きさと入力が オーバーフ ロー

す る確率 との 関係 を導 き,こ の関係 を図示 できるように した。オ ンラインシステム を対 象

に して,最 適パ ラメー タの決定法 を求め た。本研 究結果は,大 型 計算機 と,信 号 入力源 ど

の間に小型計算機 をバ ッフ ァに用 いるオ ンライ ンシステムの設計 に役 に立つ;写 図7参8
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OL74C-17

テ レ プ ロ セ ッ シ .ング,プ ロ グ ラ ム 目録

テ レプロセ ッシン グ ・システム研 究mプ ログラム リス トと ドキ ュメ ンテーシ

ョン(film)〔a① 〕(A)E

Teleprocessingsystemsstudyvolume.IIIProgramlistingsanddocumentation.

McKEEDJ,RAYMONDRc,TIERNANwF.

PB220659897p('73)

全3巻 か ら成 るこの問題 に関す る最終 レポー トの第3巻 で,フ ロー チ ャー ト,入 力デー タ

ファイルの リス ト,プ ロ グラム リス ト(G.EのMARKm用FoRTRANIv),そ の他 テ レプ

ロセ ッシングモデルの情 報 である。第1巻 は背景,モ デルの解説,結 論 第2巻 はユーザ

教育用マニ ュアルである。

OL74C-18

テ レ プ ロ セ ッ シ ン グ,マ ニ ュ ア ル

テ レプ ロセ ッシ ング ・システム研 究IIユ ーザ教育 マ ニ ュアル(fiIm)〔a① 〕

(A)E

Teleprocessingsystemsstudy.IIUserinstructionmanual.

McKEEDJ,RAYMONDRC,↑IERNANWF

PB220658250p('73)

全'3巻 か ら成 る,こ の問題 に関す る最 終 レポー トの第2巻 で,テ レプ ロセ ッシングモデル

を利用す るため のユーザ教育 マニュアル,参 考マニ ュアルである。 第1巻 は研 究の背景,

モデルの解説,結 論 第3巻 は,プ ロ グラム リス トと ドキュメンテー ションであ る。



・

写



OL74C-!9

デ ィジタル伝送,ア ビオニ クス

デ ィジ タル ア ビオニ クス シス テム(DAIS)用 の情 報伝 送 シ ステ ム設 計 〔a① 〕

(A)E

AninformationtransfersystemdesignapProachforDAIS.

BARNESBP

D694ProcNatlAerospaceElectronConf1973222-229('73)

本文 はDAISと これに接 続す る情報 システム(ITS)の つ なぎ目の構 成に関 してその思想 を

述べ た。 その思想 とは 「あ くまで単純 であれ」 というこ とであ る。航空機の基本設計にお

いて,航 空機 内部の1青報伝 送 はぼ う大 な量 となるが,多 重化 されたITSの 中に分割 された

信号 を注意深 く実行 させ る とギガ ビッ ト以下 になる。試験的なDAIS航 空機 の信号が,ベ

ー スバ ン ドTDMシ ステムの組合せ を一単純 なビデ オ分配 システムに よ りどの ように取扱 わ

れ るか を示す。 この システム概 念は,低 い技術上の リス クと費用によって特長づけ られる;

写 図2表2
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デ ィ ジ タ ル 伝 送,デ ー タ バ ス,ア ビ オ ニ ク ス

デ ィジ タル ・ア ビオニ クスの ため の デー タバス技術 〔a① 〕(A)E

Databustechniquesfordigitalavionics.

GROSSJPJr

D694ProcAerospaceElectronConf1973230-237('73)

マ イクロ ミニチ ュア化 の進 歩 は,小 形 で複雑 なア ビオニ クス機 器の新 らしい時代へ と導 い

たが,さ らに複雑 な航 空機 の 内部デー タ伝 送に も大 きな問題 を提起 して いる。 この問題は

近年 において,デ ィジタルア ビオニ クスの ための多種デー タバ ス技術の面で,大 きな関心

を寄せ られ るようになった。SCISystem社 は,こ こ2,3年 の間,航 空 機 の信号 多重化の技

術について35,000人 ・時間以上 を投入 して研 究 を進めて いる。本文 は,こ うした研 究成果

の要約;写 図10表1参2
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オランダ,衛 星通信,衛 星搭載計算機
　

オ ラ ンダ天文衛 星(ANS)の 搭 載計算機 〔c① 〕(H。1)E

TheonboardcomputeroftheNetherlandsastronomicalsatellite(ANS)

ARINKGJA

D315PhilipsTechRev34[1]1-18('74)

オラ ンダ天文衛 星に搭 載す るために開発 した電子計算機 の設計条件,ハ ー ドウェアお よび

ソフ トウェアについて述べ た。 この衛星は12時 間周期 で地上 と交信 することを前提 として,

高度制御,地 上局 とのデー タ通信制御,デ ータの内部処理 な どのプロ グラム を設計 した。

衛星用計算機 は特 に小 形,軽 量,低 電力であることが要求 され る。28K語 ×16ビ ッ トの コ

アメモ リと低電 力TTLを 主要素子 とす るこの計算機 は,重 量8kg,体 積10dm3,電 力8

W以 下 であ る;写 図17表7参5
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計測 システム,RDOS

計 測 システム とRDOS〔c① 〕(J)」

藤松一彦,吉 田 均,青 木博 幸

S893タ ケ ダ 理 研 技 レ ポ ー ト2〔2〕10-19('74)

リアルタイムデ ィス クオペ レーテ ィングシステム(RDOS)を 紹 介。この システム を,計 測

制御 システムの 中に,管 理 と運用の面 で適用す ることにつ いて述べ た。RDOSの ハー ドウ

ェア構成,ソ フ トウェアについて も解説 した;写 図13



∨
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計算機システム(展 望)

研究室等で利用 するオ ンライン大形計算機の諸問題 〔c② 〕(A)E

Alargecomputerloodsatthedistributedcomputingproblem.

MARKOWITZJ

D896BehaviorResMethodInstr6[2]237-240('74)

研究室や実験室で小 形計算機 として利用するオンライン計算機 の機能 につ いて考察 し,そ

こに生ず る計算上 の諸 問題 を検討 した。 と くにソフ トウェア,ハ ー ドウェア両面の開発に

つ いて最 近の動 向 を述べ る とともに経済性 の面か らもオ ンライ ンシステムの今後の傾 向 を

予見 した。 さらに端 末装 置 としての問題点,た とえば言語 とそのプロ グラ ミング,シ ミュ

レー タ,ア プ リケー シ ョン,デ ー タ処理 につ いて分析 した。終 りにケンブ リッジのプ ロゼ

ク トとMulticsのConsistentSystemに も触れ,研 究室 等のサ ポー トを充分行 うこ とを示

唆 してい る。

OL74C-24

ソフ トウェア(展 望)

デー タ通信 ソ フ トウ ェア 〔a① 〕(A)E

Datacommunicationsoftware

SOBOLEWSKIJS

D7961EEEInternConfCommun9〔2]41.1-41.7('73)

最近の コンピュー タ通信 システムは,非 常に多種類,多 数の端 末にサー ビスす る。 そのよ

うなシステムでは,複 雑 なハ ー ドウェア とソフ トウェアが必要であ る。本論文 は,最 初 に

ハー ドウェアに対 す る要件 を,続 いてソフ トウェアに対す る要件 を説明 し,さ らに,最 近

の問題,'将 来 の傾 向に も触れ た;写 図2参21
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マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

研究手段 としての計算機 〔c②〕(B)E

Thecomputerasaresarchtool.

RHODESGM

D383ElectronPower20〔4〕140-143('74)

研究 に対す る計算機が便宜 であ るとい う重 要性 は増 して来ている。マ イクロコンピュー タ

の到来はそれ を使用す るこ とを意義深 くす るのに役立 っている。本文は研 究所におけ る計

算機の使 用法の開発につ いて調査 した もの で,オ ンライ ン操作,処 理前 のデー タローギ ィ

ング,実 時間操 作 などに各種 の周辺装置が必要 であるこ とにつ いて詳述;写 図5参6
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テ レプロセシン グ,マ クロシステム,標 準化

遠隔処 理の マ ク ロシ ステム(Tl・MS)〔a① 〕(A)E

Ateleprocessinginterfacemacrosystem(TIMS)

REICHERTZPL,WOLTERSE,ENGELBRECHTR

D330MethodsInformMed12〔4〕193-204('73)

PL/1プ ログラ ミングのマ クロシステムにつ いて述べ る。遠隔処理(TP)シ ス テム の ため

のアプ リケー シ ョンプ ログラムの コー ド化 を容易 に し,か つ このプ ログラ ミングの標準化

を可能 にす るもの であ る。オプ ションはプ ログラムの希望 に従 いプロ グラムに包括 される。

マ クロシステムは 多数 の端末 か ら同一プ ログラムの使 用可能 に し,標 準化 され た処理法 は

同一 システムにお いて種々 のプログラムの呼応 を容易 にす る。1つ のTPシ ス テムへ のア

プ リケー ションプ ログラム の固定化 を避 け るために,他 のTPシ ステムへの適用 を可 能 に

す るよ う設計 され,プ ログラム交換 を容 易に している;写 図11表1参11
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信 頼性(ソ フ トウェアの一),リ アルタイム ・システム

大規模実時間ソフ トウェアシステムの信頼性 〔a① 〕(A)E

Reliabilityoflargereal・timecontrolsoftwaresystem.

MacWILLIAMSWH

K・73・0001RecIEEESympComputerSoftwareReliablstNYCity1-6

('73)

ハ ー ドウェアの信 頼性の理論 をソフ トウェアに も適用 してみて,両 者の類似性,相 違 点 を

検討 。比較 レベ ル を上,中,下 位 に分 け,上 位 ではユーザの視点か らは両者 を等価 に扱 え

ることを述べ る。 中位 ではハ ー ドにおいては受 容 された設計,性 能 の維持 しうる確率 と見

ることがで きるが,ソ フ トではプロ グラムの大 きさで変 るので,サ ブルー チ ン,ゴ ンパ イ

ラ,実 時 間 システムに分けて,各 々の性格の違 い を比較する。 下位 では ソフ トに つ い て

のみ入力 と試験 につ いて信頼性 を検討す る。 これ らは定式化 も行 う;写 図2
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コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク,イ ン タ ー フ ェー ス(網 とセ ン タ ー の一),ソ フ トウ ェ ア

分散型計算機 システムで フェイル ソフ トな振舞いを達成するためのソフ トウェ

ア手法 〔a① 〕(A)E

Softwaremethodsforachievingfail-softbehaviorinthedistributedcomputing

system.

ROWELA,HOPWOODMD,FARBERDJ

K・73・OOOIRecIEEESympComputerSoftwareReliabIstNYCity7-11('73)

DCS(分 散 型計算機 システム)はP(プ ロセ ッサ)と1(リ ングインタフェイス)か ら構 成 さ

れ る(例1×6,P×6)。 ソフ トウェアは核部 と各 プロセスの集合か ら構成 され,前 者 は コ

ア常駐 でP内 のスケ ジュール と各P間 の メ ッセージ通信 を制御す る。 メッセー ジは プロセ

ス名に よって方向づ け され るので,1間 を循環 して いるメッセー ジを適 当なPが 読 み込み

対応す るプロセス を起動す るこ とが できる。 この方式では特定のPの 故 障は全体 に影響 を

与 えな い。 ソフ ト障害につ いて も核部,プ ロセス部 に分 けて,障 害検知法,救 済法が示 さ

れ,複 数 のPが あるため再 開可能性が大 きい;写 図1参11
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TSS,シ ステム運営

タイム シ ェア リング ・シ ステムの計 画 と運 営 〔5〕 〔c② 〕(J)J

斉藤正治,新 野清じ

G110ComputerRep14〔1]70-79('74)

TSSに お いて 大 きな位置 を占め る運用 と管理 につ いて詳述 している。 この ことの重要性

は問題解決能 力よ り必要 とされ ること,安 定か動 の維持が不可欠,機 密保護 の重要性,サ

ー ビス機能 の増加等の角度か ら認識で きる
。TSS運 営 基本事項の確 立,リ モー トオペ レー

シ ョン上 の留意,利 用料金,モ ニ タ ・オー プ ン制,利 用評価 ・改善,デ ー タ ・プロ グラム

登録保管,マ シン室の あ り方 などを解説 。

OL74C-30

シス テム導 入

コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ 選 定 の チ ェ ッ ク ・ポ イ ン ト 〔c② 〕(J)J

西川昭三

S338ビ ジ ネ ス ■.コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11[2〕69-73('74)・

小規模 の オンラインシステム を前提 として,評 価 のチ ェックポイン トにつ いて述べている。

評価 ポイ ン トを明確 にす るな ど機種選定 のマイル ス トー ンをのべ,提 案資料 の作 成,設 計

要件,提 示要件,評 価 とユーザサ イ ドの基本態度 を詳述 している;表1
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システム設計

テキ ス ト オ ンラ イン ・シス テム 咀 シス テム設計1〔c② 〕(J)J

秋元みのる

S338ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔2〕81-88('74)

システムの用語の定義か ら始め,シ ステム設計 の手順,目 的の明確化,シ ステムアプロー

チの方法,シ ステム階層構造 にふれて いる。 システム分析,基 礎 設計,実 施 設計 にわけ て

システム設計の手順 を述べ,現 状調査,現 状分析 の2項 目にわけ システム分析 を説 明 して

いる;写 図11
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システム設計

オ ン ライ ン ・シス テム導 入の ための ドキュメ ンテー シ ョンVシ ス テ ム 設 計

と ドキ ュメ ンテー シ ョン 〔c② 〕(J)J

川原 ひろ し

S338ビ ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔2〕91-96('74)

オンラインシステム設計上 の ポイ ン トを検討 している。設計のむず か しさ,留 意事項,ド

キュメンテー シ ョンの必要性 を述べ る。SOPが 主体 となってシステム概要,シ ステム機能

の構成,入 出力 ファイル仕様 書の内容 にふれて いる。 トラピックなど計算機 システム分析,

ソフ トウェアの ドキュメンテー ションにふれて いる;写 図1参3
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TSS

タイム シ ェア リングシステム に おけ る管理 〔c② 〕(A)E

Controlintime・sharingsystems.

CAROdelC,ASTILLOF

B305ComputersAutomationPeople22〔11〕10-13('73)

近年 タイム シェア リングは非常 にポ ピュラ となった。増々機密情報 がこれ らの システムに

よって取扱われ,管 理お よび保証 の強力な監視 に関 しての緊急 な必要性 が で きている。 こ

こではこの よ うな環境におけ る管理等 につ いて,数 種 の方法お よび設備 につ いてのべ る;

参23
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マ ル チ ・シ ス テ ム

マルチ ・デ ー タ処 理 シ ステム 〔c① 〕(J)J

G128事 務 と経 営 塑 〔311〕103-106('74)

マルチ ビ リングシステム はオフライン ・シス テムのマルチ化,効 率化 ともオ ンライ ン ・マ

ルチ ・システムの効率的小型化 ともとれ る。 これは同一制御装 置や記憶装置 を共用 して用

い ることが で きるので非常 に便利 で効率 も高 いため今後 この分野への システム機器 の続 出

が予期 で きるとして今 日各社開発の各装 置,各 システム別に記述。
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試 験 シ ス テ ム,診 断 シ ス テ ム,Honeywell

TOLTSト ー タル ・オ ンライ ン試験 シ ステム 〔c① 〕(A)E

Tolts,totalon・linetest三ngsystem.

SCOLAPJ

B797ProcAnnReliabMaintainabilitySymp〔1973〕306-312('73)

Honeywell社 の6000シ リー ズ計算機が システム ・アベ イ ラビリテ ィを高揚すべ く開発適用

して いるTOLTSの 効用 につ いて,構 成 と機能 を中心 と して詳細に招介。周辺(POLTS)

通信(COLTS),中 央(MOLTS),リ モー ト(POLTS),と い った4つ の オンライン試験

用サブ ・シス テムか ら成 る。試験や診断の機能 を強力に組織化 している;写 図7参6

OL74C-36

航 空 便 数 モ デ ル,シ ミュ レー シ ョ ン

航空座席の 占有問題,間 違った最適化の研究 〔c① 〕(A)E

Airlineseatshare:Astudyinfalseoptimization.

BARCUNSD,JEMINGP

E196ManageSci20〔2〕146-153('73)

各種の競合 環境 にある航空路線 にお いて,座 席数(便 数)を 決め る意思決定 問題 を解 くモデ

ルの紹介。 この モデ ルは,任 意 の路線で利益最大 になる ような最適便数 を決定す るもので,

競争相 手 と利用者が各種 の行動 を とることので きる相互 関連モデルである。 なお,利 用者

の総数 は,市 場の総座席数 の関数であ るこ とを仮定 して定式化 されている。 ここでは具体

的な シ ミュ レー シ ョン例 として,2社 が競合状態 にあ る3つ のケー スを示 してい る。結論

として,よ り大 きな ミクロ的 スケ ジュー リング ・モデルの インプ ッ トとして,こ のモデル

が利用 で きるこ とをいって いる。;写 図3表3
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システム導入

オ ンライ ンシステム導 入の ための ドキ ュメ ンテー シ ョンvrテ ス ト計画 とテ

ス ト ・マ ネジメ ン ト 〔c② 〕(J)J

川原 裕

S338ビ ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔3]103-109('74)

オ ンラインシステム導入の ためのテス ト内容,テ ス ト計画,テ ス ト管理につ いて述べ る。

システム構成要素か ら,テ ス ト段 階,テ ス ト標準化 などのツールの必要性 を述べ,テ ス ト

チーム作 りな どテス ト計 画,進 行 管理,ト ラブル処理のマネジメン トにふれ る;写 図3

参3
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システム導 入

オ フ ラ イ ン シ ス テ ム 導 入 の ため の ドキ ュメ ンテーシ ョン 皿 システム運 用 と

ドキュメ ンテー シ ョン 〔c② 〕(J)J

川原 裕

S338ビ ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔4〕59-65('74)

システムカ ッ トオーバか ら本格運用 に至 る,オ ンラインシステム導 入プロジェ ク トの最終

段 階における,プ ロジェ ク ト活動 と,そ の ドキュ メンテー ションにつ いて記述 。新 システ

ムの運用 と運行に伴 って作成す る,ド キュメンテー シ ョンの種類 などに もふ れてい る;写

図1
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システム設計

テキ ス ト:オ ン ライ ン ・シ ステムIXシ ステ ム設計II〔c② 〕(J)J

秋元みのる

S338ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11[3]80-88('74)

システムの基礎 設計につ いて,シ ステムの基本構成 を確立す るため に必要な各種設計項 目

につ いて解 説。 コー ド設計,入 出力様式の設計,フ ァイル設計,処 理手順 の設計 な ど,一

般 にい う詳細 設計 の内容 を詳 しく解説 している;写 図11表3
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システム設計

テキ ス ト オ ンラ イ ン ・システムXシ ステム設 計III〔c② 〕(J)J

秋元みのる

S338ビ ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔4]82-90('74)

システム設計の手順 の中で も重 要な位 置を占めてい るシステム評価,特 にシステムの レス

ポンスタイム と処理能力 に焦点をあてて解説 して いる。 システム評価 の手法 として待 ち行

列理論 を使 った設計計算 と,計 算機 シ ミュレー ションについて もふれている;写 図10表4

参2





OL74C-41

TSS,MULTICS,リ ン グ機 構

はん用TSS"Multics"の 思想 と構 造VI情 報 の保 護 と共 用 〔c① 〕(J)J

宮崎正俊

S338ビ ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔3]46-54('74)

リン グ機構 の構造 とその手法 を中心 と して,情 報 の保護 と共用 につ いて述べ る。 コンピュ

ー タ ・ユー テ ィ リテ ィの実現 をめ ざす計算機 システムに とって,情 報 の保護 と共用 の重大

さを強調 し,ア クセス制御の方法,リ ング機構 の実現,リ ング機構 の基本 的な特性 として

内向 きと外向 き呼 出 しに もふれてい る;写 図10参6

OL74C-42

TSS,MULTICS,マ ル チ ・シ ス テ ム

はん用TSS"Multics"の 思想 と構造Va多 種 プ ロセスの制御 〔c① 〕(J)J

宮崎正俊

S338ビ ジ ネ ヌ、・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン11〔4〕48-56('74)

プロセスの制御方式につ いて解 説 し,シ ステム を全体的な観点 か ら述べ てい る。プロセス

の定義か ら始 まり,割 込 み とフォル ト,制 御 用デー タの考え方,プ ロセスの状 態,ト ラピ

ックコン トロール,ス ケ ジュー リング方式について詳述 している;写 図10参6



、



OL74C-43

TSS,会 話型 システム

WIDIAS会 話 形 ビジネ ス デー タベース 〔c① 〕(G)G

WirtschaftsdatenimDialogmitdemComputer

LIEBEI

D953SiemensDataRept8〔5〕28-33('73)

今 日,会 社 活動 におけ る市場 調査部門では,デ ー タの ファイルお よび評価 に計算機 を利用

している。本稿 は このために適用 され るシーメンス社 開発のデー タベー スWIDIASに つい

て記述。WIDIASは,4004/151タ イムシェア リングシステムで,700の 時系列 まで とれ る

よ うになっている;写 図5参1

OL74C-44

TSS,シ ステム保全

デ ー タ ・コ ミュ ニケ ー シ ョンの 保 全 性:Piggybacklnfiltrationの 実 現 化

〔c① 〕(C)E

Securityofdatacommunication:arealizationofpiggybackinfiltration.

CARROLLJM,REEVESP

A963CanOperResSocJ11〔3〕226-231('73)

遠 隔処理 タイム ・シェア リング計算機 システムにおけ るデー タの集約性 と保全1生につ いて

の予想 され る不安 を議論す るにあた って,あ る種の保 全性についての予防策が とられな い

限 り,中 央計算機 は どの端末 がサー ビス を要求 しているか,ま たはだれが端 末 を管理 して

い るか を知 るこ とが 出来 ない点が問題 になる。本稿 は,防 止手段 として提案 されたPiggy・

backInfiltrationと 呼ばれ る方法 につ いて,そ の可能性,制 約 を明 らかに し,ま たはそれ

に対す る可能性の ある防止法 につ いて分析;参2
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OL74C-45

試験 システム

ソフ トウ ェア概 観TOLTS総 合 オ ンラ イ ン試 験 シス テム 〔c① 〕(B)E

Softwaresurvey.TOLTS,Totalon・1inetestingsystem.

C537SoftwareWorld4[6〕18-20('73)

ハネ ウェル社の シ リー ズ6000シ ステムには,上 記 システムが新 たに組込 まれ,顧 客 の有効

利用の最 適化が図 られた。主な特徴 は,顧 客 の使用 と並行 した 多種 プロ グラムモー ドで,

全 シス テム の保守 を行 い うるこ と,顧 客 と競合 して動作 中の端 末,通 信,中 央,遠 隔 の各

部の試験 と,動 作状態の監視 を行 い,あ るい き値 を越 える と自動 的に診断が開始 され る予

防手段が取 り得 るこ と,16ス テップ まで さか のぼ って,機 械の内容状態 を記憶 して いる経

歴 レジスタが設け られ たこ とに よ り,動 的なハー ドの可視性が向上 したこ と,お よび,こ

れ らエ ラー情報 は,後 の解析の ために,フ ァイルに格納 し得 るこ とな どである。

OL74C-46

フ ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ

lBMユ ーザ の ための フ ロン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ 〔c① 〕(F)F

presentationduprocesseurfrontalauxutilisateursdematerielIBM.

PRYKEJTM

B2141nformatique〔49〕26-31('74)

中央 の主計算機 と通信 ネ ッ トワー クを結合 す るため,い ろいろな方法が考 え られ る。 この

中の1つ にフロ ン トエン ド ・プロセ ッサがあ り,特 にIBMユ ーザが混乱 した概 念の もとに

使用 している。 このためIBMユ ーザに フ ロン トエ ン ド ・プロセ ッサの概念 を明確 に して,

この選択 を容易 にす る若干 の基準 と原理 をわか り易 く解説す る;写 図7





OL74C-47

ソフ トウェア 目録,SDC

計算機 ソ フ トウ ェアの 目録 〔a③ 〕(A)E

Acomputersoftwarecatalo9.

PEARSONKMJr,DELANOYDD

H235ProcAmSocInformSci10182-183('73)

SDCで は計算 機 ソフ トウェアの 目録 を作成 してい る。 これ らの 目録は特定アプ リケー シ

ョンや機能 に関す るソフ トウェアの入手性,利 用可能性 を知 るため に使 われる と共 に,プ

ロ グラマや アナ リス トの質,技 術経験 を も知 らせ て くれ る。冊子体 目録 とオ ンライ ン目録

が あ る。ア プ リケー ション,タ イ トル,筆 者,主 題 ・機 能の4部 か らな り,言 語 とマ シン

索 引 を持 っている。分類 はアプ リケー シ ョン,技 術,シ ステム ソフ トウェアの3種 に グル

ー プ別け されてい る。シ ソー ラスは使用 してない。

OL74C-48

閉ループ制御

オ ン ・ライ ン計算機 によ る工 業 シス テムの制御 〔c② 〕(Alg)F

Controlofindustrialsystemsbyon・linecomputers.

KEBIRM

K・73・0055ProcSympSystApproachesDevelopingCountriesAlgiers401-407

('73)

工業的および経済的システムの複雑性および規模の増大につれて,多 数のサブシステムを

同時に自動的かつ永続的に制御する必要が最小 コス トによる最大生産の前提 として要求 さ

れている。ここでは計算機およびアナログ理論によってシステムおよびプロセス(準)最 適

化のための直接的閉ループ制御を解説;写 図1参9
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OL74C-49

計算機 システム,ミ ニ コン

オ ンライ ン ・シス テム と小 型 ・超小 型 ・ミニ コンの活 用 〔c② 〕(J)」

G392事 務管理13〔5]2-5('74)

オンラインシステムには リアル タイム システム,デ ー タ収集分配 システム,メ ッセー ジ ・

スイ ッチ ングシステム,リ ,モー ト・ジョブエン トリー システムな どが あるが,最 近は小型

以下の オンラインシステムがかな り多い。ここでは例 としてHITAC8150,TC500が 紹介

されて いる。 ソフ トウェア として簡易言語HELPIIが 備わっている;写 図3表1参2

OL74C-50

プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル,ミ ニ コ ン

プ ロセ ス コン トロール に対 す る ミニ コンの適 用 につ い て 〔c② 〕(J)J

松本吉弘

G427情 報 処 理15t4]246-252('74)

オンライン リアル タイムニーズ向けの工業用計算機 に,ミ ニ コンはプ ロセ ッサ として使用

され,従 来の もの よ りは よ り大 きなパ フォーマ ンス をもつ ものに変 りつつあ る。制御用 ミ

ニコンの構成 ,クラスについて述べ,OS核,OSプ ロセス,ユ ーザ プロセ ス とOS用 デー タベ ー

ス,ミ ニ コンのネ ッ トワー クにつ き,機 能分散型 の利点 としての生存能 力評価や,プ ロセ

ス間の交信 につ いて解説。 プロセスについて,工 業 プロセス とシステムプロセス,処 理 プ

ログラムにつ きその言語 ・作成法 を紹介。適用例 として電力系統 の制御 につ いて計算機網

を紹 介;写 図9表4参3
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OL74C-51

環 境 監 視 制 御 シ ス テ ム,ミ ニ コ ン,テ レ メ ー タ リ ン グ

公害監 視 シス テムに お け る ミニ コンの応 用 〔c① 〕(J)J

吉 田力三,関 川幸夫,村 上 こう司,森 口 誠,小 池 仁

G427情 報 処 理15[4〕253-259('74)

大気汚染監視 システムの ミニ コンのソフ トウェアを紹介。本 システムは1時 間 ごとに最新

の汚染状 況 を集計す るこ と,汚 染濃度が高 くなった時に工場や関係機関 に通報す るこ と,

長期 間のデー タの集計 などを,コ ー リング方式のデ ィジタルテレメー タ と ミニ コン と組合

わせ て行 な う。 シス テム概 要,ソ フ トウェア システムの構成,オ ンラインプロ グラム ,オ

フラインプログラム,フ ァイル システム,リ アル タイムモニタな どを概説。現在は監視,

通報,表 示が 中心 となってい るが,こ れか らの問題 として予測 ・制御 があげられる;写 図8

OL74C-52

FV(FunctionalVariability),信 頼 性(ソ フ トウ ェ ア の一)

ソフ トウェアの機能的可変性 〔a① 〕(B)E

Softwarefunctionalvariability.

RINGLANDG

B445DataProcess16〔3〕201,202-206('74)

活動す るシステムは修正が行 なわれ,そ の変化 はオペ レーティングシステムにも影響 す る。

信頼性 ある ソフ トウェア構造 に関す る手法 を考 える とき,機 能的可 変1生FVな る語が作 り

出 された。実時 間システム にFVを 使 うには3つ の段階があ り,航 空輸送管理 をも とに し

て,オ ンラインシス テムの応用例に よって これ を解説す る。 シ ミュレー シ ョン応用例 は レ

ー ダデー タ処理 であ る;写 図3参4
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分 類D

網 構 成 機 器

(制 御 機 器,中 継 機 器,伝 送 機 器,端 末 機

器 に 関 す る もの)
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OL74D-1

テ レメー タ リング(設 備)

自動検針の共通設備 〔a① 〕(A)E

Dataterminalandothercommonequipmentforautomaticmeterreading.

HAYDUKAJ

A4351EEEPaper[C73072-6〕6p('73)

自動検針 シス テムに必要 な共通設備 を論 述 した。詳細 な説明はMcGraw・EdisonのAR

METERシ ステム を例 に とって述べ た。 どの 自動検針 システムで も計器端末 設備 と共通

設備 の2グ ループが必要 で あるg基 本的共通設備 としては,中 央部 にあるデー タ ・ター ミ

ナル(MCDT)と 中央電話局 にあ る計器読み取 りア レンジ メン ト(MRAC)で あ る。

設備 の概要 お よび操作 を示 した;写 図3参3

OL74D-2

テ レ メ ー タ リ ン グ

自動検針の伝送 システム 〔a① 〕(A)E

Definingacommunicationssystemforautomaticdatacollectionfromutilitymeters.

STEWARTVEJr

A4351EEEPaper〔C73071-8〕7p('73)

信頼 し うる 自動検針 を達 成す るための伝 送通信 システム をMcGrawEdisonPowerシ ス

テムにつ いて述べ た。計器 レジス タ端 末か ら中央読取施 設 までは次 の三つの伝送 リン クが

ある。 リンクA:計 器 回転 部か ら積 算器/エ ン コー ダの間,リ ンクB:積 算器/エ ンコー ダ

か ら変調器(ト ランスポンダ)の 間,リ ンクC:変 調器か ら中央施 設の間。積算 器/エ ン コ

ー ダ/変 調器 は計器 内または近 くに置 くこ とが保守費 を最 小にな しうるので リンクCが 重

要 になる。Cに 採用 しうる各伝 送系お よび送受信 シス テム を述べ た;写 図8参17





OL74D-3

(デ ィジタル)マ ルチプ レ クサ

ディジ タルマルチプレクサの選択指針 〔c②〕(A)E

Guidetoselectingdigitalmultiplexers.

KRIGMANA

C1951nstrControlSyst46[11]63-68('73)

マルチプ レクサ は数 多 くの発信 源か らの信号 を分割 し,共 通の伝送線 を用 いて中央 に情報

を伝達す る装置 である。 ここでは信頼性が高 く雑音 に強 く,精 度の高 い各種のデ ィジタル

マル チプレ クサ を紹介 し,選 択 のための指針 とする。信号の分 割方法 と しては時分割式 と

周波数分割式 とが あ り,前 者 は信号 を直列に,後 者 は並 列に伝 送す る。 システムの選択の

基準 となるのは,入 力の数 と種類,中 央 と現場間の信号の伝送 方法,走 査速 度,伝 送器 と

受信器間の 同期化 およびイ ンター フェイス などである。終 りに メーカ別 にデ ィジタルマル

チプレ クサ の性能表 と各機器 の説 明を記す;写 図7表1

OL74D-4

コ ン ト ロ ー ラ,無 線 通 信,ミ ニ コ ン

無線 一 リンク計算機通信の ミニコン制御装置 〔a①〕(A)E

Aminicomputercontrollerforradio-linkcomputercommunications.

BINDERR

A786ConfRecIEEERegSixConf197390-93('73)

ハワイ大学 の研究 プロジェ ク トALOHAシ ステムの無線チ ャネル制御装 置 を紹介 した。

HP社 の2115Aミ ニ コン(MENEHUNE)を 端末 としIBM360/65に ランダム ・ア ク

セシン グによDア クセスで きる。人工衛星 を介 してMENEHUNEをARPANET国

内計算機 ネ ッ トワー クに接続 す る計画 に言及 した;写 図3参2





OL74D-5

MODEM,多 重化,同 期

多重回線化 された変復調装置 〔c① 〕(A)E

Channelizedmodem.

COSTESM

E2921BMTechDisclosureBulll6[4]1136-1137('73)

多数 の入力線か らデー タが送信側 変復調装 置に送 られてきて,そ れ らの幾つか の伝 送速度

が,送 信 回線 を経 由 して伝 送 しなければな らない情報伝送速度 よ り遅 い場合 に,そ れ らの

デー タを送信側変復調装 置か ら受信側変復調装 置に伝送す る方法 を述べ た。送信側変復調

装 置には通常 の クロ ック信号 とは別 に補助 クロックを持 ち,受 信側変復調装 置 に もこれ と

同様 の 回路が ある。送信側 よ り受信側へ 同期信号音 を伝送 し,こ れに よ り送受信両側 の補

助 クロ ックの同期 を とる。つ ま り受信側 は,こ の同期信号音 によ り受信 側の補助 クロ ック

を再 生す るこ とになる。 同期信号音 は単一 の周波数 でな くともよい;写 図1

OL74D-6

MODEM

モデムの動作原理 とその応用 〔c② 〕(A)E

ModemsTheiroperatingprinciplesandapplications.

DAVISS

AO90ComputerDesign12[9]75-81('73)

遠 く離 れた計算機間 あるいはそれ らの端末 間でのデー タ通信に通常用 い られ るのは電話回

線 であ る。デ ィジタル機器 と電話 回線 のイン ター フェイスをなすのが モデム と呼ばれ る も

のであ り,デ ィジタル信号 をアナロ グ信号 に変換 した り逆の変換 をした りす る。本文では

モデ ムの原理,伝 送線路 の特徴,伝 送線路 のひずみ とその処理,変 調 技術,雑 音,モ デム

用のMOS集 積 回路な どにつ いて述べ る。デ ィジタル システムに合致 したモデム をいかに

選択すべ きか とい う点で電話 回線使用料金,イ ンター フェイスの互換性,信 頼性,雑 音許

容範 囲に関 して検討 する;写 図7表2参35





OL74D-7

イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル

デー タ通信 網 にお け るイ ンテ リジ ェ ン ト端 末装 置 と小 型計 算機利用 〔a① 〕

(A)E

Someusesofsmallcomputersinintelligentterminals.

FRIEDLPJ

A786ConfRecIEEERegSixConf197327-31('73)

デー タ通信網にお いて,イ ンテ リジェン ト端末装 置の有望 な利用法の い くつか を紹介 した。

ローカル ・ファイル,計 算機 入出力装置 を効果的に活用 し,グ ラフィ ック入出力機能 を備

えたマン/マ シン・シス テム の可能性 を拡大す るこ とが で きる。IBMの 「システム/7プ ロ

グラマ ブル端 末装置 とデー タ ・リンク」 を中心に具体的 に記述 した;写 図4参2

OL74D-8

ソ連,予 約端 末装 置

座席予約装置の職場 にて 〔c② 〕(R)R

BuexeAPM.

AHTOH}OKレ1刀 、

ROO7ABToMaTMKaTe」1eMexCaA3b17[10〕36-38('73)

モス クワ鉄道管理局 モス コフス コー スモレンスキ通信区 では 白ロシア駅に設置 されている

座席予約装置(APM-65)の 保守 に特別の注意 を払い,保 守組織の確立 をはカ・つた。保

守要員の技能 向上 は もちろんの こ と,端 末装置(出 札窓 口用)と 待合室用案内装置の保守

作業組織 をつ くり計画 的な作業 に移行 した;写 図4





OL74D-9

MODEM

デー タ伝 送用 モ デムZAT2400〔c① 〕(Sw)E

ModemZAT2400fordatatransmission.

MATTSSON6

B489EricssonRev50[3〕101-017('73)

LMエ リクソン社 では200,1200,2400bpsの モデ ムの開発 を行 なったが本文 では2400bps

用モデムZAT2400に ついて述べ る。このモデムはCCITT勧 告V24,V26に 従 ってお

り最 新の技術 を使用 してい るため非常 に小形 であ る。変調方式は差動形4相 位相変調 で2

W,4Wの 専用線お よび交換回線に使 用するこ とが できる。本文 ではモデムの使用 法,変

調の原理,回 路動作,ブ ロ ック図,イ ンタフェイスの解説,主 要特性 デー タな どにつ いて

述べ る;写 図9参2

OL74D-10

MODEM

新 しい群変復調装置 〔c①〕(A)E

Newgroupchannelmodem.

POEWR,PAPEJJr

H198Signal28[4]11-13('73)

1974年 か ら1975年 に国防通信系のデー タ伝送能 力 を飛躍的に向上 させ るため,米 空軍名称

AN/USC-26の 群 デー タ変復調装 置(GDM)がRomeの 空軍開発 センター契約のもとでハネ

ウェル社 で開発 中。60～108KHz周 波数分割 お よびAN/GSC-24(V)時 分割 多重 装置と

連動 し,伝 送速度153.6kbit/sま で可能;写 図6表1
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端末 システム

HlTAC9132端 末 シ ステム 〔c① 〕(J)J

田坂雄一,黒 田利博,川 また正喜

FO62日 立 評 論56〔2〕127-130('74)

リアル タイム処理 お よび リモー トバ ッチ処理 システムにおいて,大 量 のデー タ とター ミナ

ル よ り入力 し,処 理す る必要性が高 まってお り,従 来の端 末システム をベー スに,カ ー ド,

シー ト,紙 テープな ど各種の媒体に記録 された ソー スデー タをセ ンターの処理 システムに

一括伝達 し
,そ の処理 結果 を受信 して印字出力や紙 テープ出力を得 るこ とが できるよ うに

した;写 図4表2参1

OL74D-12

予約端末装置

MARS-105座 席 予約端 末装 置 〔c① 〕(J)」

細野広洋,富 加 見 まさ男,沢 田義一,大 谷昭夫,南 忠,菊 田茂 男

FO62日 立 評 論56〔2]131-134('74)

国鉄 におけ る座 席予約 システムの端末装置は十数種 開発 され,約1200台 がか動 して きたが,

本 システムの質,量 の改善 のため の新 システム を開発 した。操作性,保 守性 を考 える とと

もに,将 来 の発展 に柔軟性 をもたせ るこ とを重点 に,特 に操作盤,印 刷機 などに検討 を加

え,従 来の端末装 置 を集約す る設計方針 となっている。構成,機 能,入 力方式,出 力方式

などについて解説;写 図3表2参4



.
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会話型 システム,TSS,端 末装置,利 用者習性

対 話 形 コン ピュー タシス テムの利 用 者習性 〔a① 〕(A)E

Userbehavioronaninteractivecomputersystem.

BOIESSJ

H1171BMSystJ13[1]2-18('74)

IBM社 のT.J.Watson研 究所 では,対 話形 システムにおいて人間の動作 を制 限 し,決 定

する要素 の理解 を目的 として研究 を進め ている。本文 は,研 究所 内におけ るTSS/360の

利用者 習性 に関す る観測結果につ いてのべ た。本文 は二つの部分 に分け られ るが,前 半 で

TSS/360の 概要 と測定方法 をのべ,残 りの部分 で観測結果 をのべ た。主 な内容は,端 末

の利用 時間長 と利用 ひん度,言 語処理 プ ログラムの使用状況,コ マ ン ド利用状況,応 答時

間 とそれ を決定す る諸要 因,な どである;写 図6参10

OL74D-14

ARPAネ ッ トワ ー ク,端 末 シ ス テ ム

ARPAネ ッ トワー クの ター ミナル システム 〔a① 〕(A)E

The .ARPAnetworkterminalsystemanewapproachtonetworkaccess.

BOUNKNIGHTWJ.GROSSMANGR。GROTHEDM.

K-73-0020ProcDataCommunSymp3rdStPetersburgFlorida73-79('73)

ARPAネ ッ トワー クに対す る経済的な しか も高度 なア クセ スシステム としての,ARPA

ネ ッ トワー ク ・ター ミナル システム(ANTS)に つ いて述べ る。ARPAネ ッ トワー ク

のユーザ は全 米に広が って いる40サ イ ト以上 の地域か ら50以 上の コンピュー タシス テムに

このANTSを 使 用 してア クセスが可能 である。本文 では,PDP-11ミ ニ コンシステム

をCPUと して用 いた,実 験用MARKI,MARKII,ANTSに つ いての設計方針 な

どにつ いて述べ る とともに,各 種 利用形態 につ いて も記す;写 図5参17





、
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端末装置

磁気 カー ドを利用 した簡易銀行窓 ロ装置 〔c① 〕(J)J

鈴木孝一,市 村 まさ義,米 田政義,は か ま塚邦彦,山 森章朗,木 実 満

F397Fujitsu25[3〕309-320('74)

キャ ッシュデ ィスペ ンサ と兼用 で きる磁気 カー ドをデー タの入力媒体 とす る新 しい銀行 窓

口装 置を開発。顧 客操 作の オフラ インFACOM3535伝 票発行 機 と,窓 口設置でテラー操

作 のオンラインFACOM3536磁 気 カー ド読取装 置(FACOM153/タ ー ミナル コン トロ

ーラに接続 して使 用)と か ら構 成。入出力機器は伝 票カ ッタ付小形 プ リンタと磁気 カー ド

リー ダライタ;写 図17表2

OL74D-16

プ ロ ッ タ

遠 隔端末装 置 と してのxy-一 プロ ッタの解 析 〔a① 〕(A)E

AnalysisofXY・plotterasaremoteterminaldevice.

MATSUBAYASHIJ,ISHIDAO,KOIKEH

A786ConfRecIEEERegSixConf1973207-210('73)

FACOMASC(非 同期 通信制御)TSS環 境下におけ るF6201BXY－ プ ロッタの

出力プ ロセスお よび性能 の解析 を記述 した。F230/60を ホス トCPUと した システム構成

を例 示 し,プ ロセス内容 を リピー ト ・ステ ップ,セ グメン ト ・デー タを中心 に説明 した。

バ ッファ ・サ イズ,ス ループ ッ ト ・タイム を検討 した;写 図8参3





OL74D-!7

CRTデ ィスプレイ

計算機用遠隔端末 システムII〔c② 〕(A)E

Remoteterminalsystemsforcomputers.II

WAGENHALSLW,REYNOLDSJF,FISHEREJ

B305ComputersAutomationPeople22[10]16-20('73)

CRTに は2種 類 あって,グ ラフ ィック能力のある もの とない ものがあ る。CRT端 末器

の特性 につ いて,特 にスポ ッ ト径や緯度のほか,文 字の大 きさや コー ドな どの表示特性,

またキー ボー ドで入力 ・編集す る ときの特性,情 報のハー ドコピー を作 るため の付加機構

をあげ,ジ ョブの必要条件 としてマニュアルの問題,ハ ー ドウェアのサー ビスにつ いて述

べ る;写 図1表5参19

OL74D-18

端末装置

計算機用遠隔端末 システム1〔c① 〕(A)E

Remoteterminalsystemsforcomputers.1

WAGENHALSLW,REYNOLDSJF,FISHEREJ

B305ComputersAutomationPeople22[9〕8-12,50('73)

遠 隔端 末 システムの仕様 と選 び方の方法論 を考 え,主 要部 品 とその特性につ いて説 く。 時

分割使 用の計算機 に対 しては ソフ トウェアや利用パ ッケー ジなどの項 目,通 信サー ビスで

はス ピー ドと相 応す るサー ビス,端 末器 と通信 システム を結びつけ るモデム,遠 隔端末器

としてテ レプ リンタや紙 テープ装 置,CRTデ ィスプ レイについて説明;写 図2
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データ収集機器

デー タ収集機器の選択 と操作 に関す る考察 〔c② 〕(EG)E

Considerationsonthechoiceandoperationofdatacollectionunits.

DONATHP

A164NeueTechBueroJDataProcessofficeMachinesNTBl7[5〕130-133('73)

デー タ収集機器に くらべ 計算機本体 の処理速度 はます ます高速化 してお り,こ れ をどの よ

うに解 決す るかが問題で ある。デー タ収集 の方法,収 集すべ きデー タの種類 と量,デ ー タ

送信媒体 の選 択,デ ー タの安 全保護,収 集機器の必要台数の決定,の 各項 を解説 し,今 後

の傾 向 として現行 機器の改良,端 末の操作 な どをあげ る;写 図6表1参3

OL74D-20

デー タ収集機器

データ処理のための 自動データ収集 〔c①〕(EG)E

Automaticdataloggingfordataprocessing.

NEUMANNL

A164NeueTechBueroJData'ProcessofficeMachinesNTB17[4〕104-108('73)

自動デー タ収集装 置 としてCELLATRON1600半 自動 デー タ収集装 置を紹介。最 大128

か所のデー タ収集 点か らデータ端末機 に連結 し,中 央制御板 を経由 して分散 インテ ロゲー

タにつ なぎ,デ ー タ搬送機 を経 由 して 中央計算機 に連結 す る。機械技術,デ ー タ収 集装 置

の連結,適 用業務 の各項 を解説す る;写 図5





OL74D-21

端末装置

通 信 回線 の ター ミナル 〔c② 〕(B)E

Attheendoftheline.

SMYTHEC

BO75DataSyst14[9]14-15('73)

最近通信 回線 を用いた計算機 システム用 ター ミナ ルの発展が顕著 で,こ れに伴 ないデー タ

通信 システムが経営者の身近 で強力 な武器 にな りつっ ある。本文 はデー タ通信技術の歴史,

ター ミナ ルの現 状,エ ッソ石 油会社の ネ ッ トワー クシス テム を解説;写 図1

OL74D-22

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル 、

昭和 海運 にお け るTC-500の 使用 事例 〔c② 〕(J)J

井深 こ う－

F126ソ フ トウ ェ ア 科 学6[2]59-67('74)

バ ロー ス社 のTC-500は ,伝 送制御 と業務処理の2つ の ファームウェアを常駐 させ,マ ル

チ プロセ ス を可能 とした ター ミナル計算機 であ り,質 問応答オ ンラインシス テム では,デ

ー タ収集
,質 問応 答,メ ッセージ交換等に,TC-500を 端末 として用 いてお り,一 方 オフ

ライン業務 として も,テ ー プ変換,リ ス ト,マ ス タ更新等に同端末 を用 いて いる;写 図4

表1





OL74D-23

コ ン セ ン トレ ー タ

デ一夕集中処理装置 を使用 したデータ遠隔処理 〔c①〕(G)G

DatenfernverarbeitungunterVerwendungvonDatenkonzentratoren .

TANELLOO

E4921BMNachr23[217〕811-815('73)

デー タ遠隔処理にお いて は,使 用 に応 じてプ ログラム可能 な(イ ンテ リジェ ン ト)ま たは

プロ グラム不可能 なデー タステー シ ョンを配置する。前者が システム または管理の欠陥の

場合 に,業 務 を維持す るため後者 を必要 とす る。 アンインテ リジェン ト ・デー タス テー シ

ョンは低 価格 で,プ ログラム経費 を必要 としないか ら,多 数個 を中央か ら離 れた所に配置

で きる。 これ らは,1個 のデー タステー シ ョンが短時間の指定 で,す べ ての協力者か らサ

ー ビスを受け るこ とがで きるの で
,組 織上 の利点 もある。デー タ集 中処理装置の必要理由,

デー タ集中処理装 置の選択規準,中 継処理,IBMデ ー タ集 中処理装置 につ いて解説;

写図4表3

OL74D-24

POS端 末装置

各社POSタ ー ミナル 紹介 〔c① 〕(J)J

F126ソ フ トウ ェ ア 科 学6〔1〕45-53('74)

本稿 は,現 在,国 内にて製造 または販売 されているPOS端 末機につ いて紹介。対象機種

は,国 産11社,外 国産6社 の製 品で,そ れ ぞれ どのような仕様 であるか,製 品 としての特

徴 はどこにあ るか等について,入 力,出 力,演 算制御 部 ごとに,機 能 としての特徴 を紹介





OL74D-25

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ タ ー ミ ナ ル,ミ ニ コ ン

遠隔処理用 ター ミナルの新世代 〔c②〕(F)F

Unenouvelleg6n6rationdeterminauxdet616traitement.

HIRELJ-C

B2141nformatique〔42〕18-29('73)

中央処理装 置は第4世 代 に突 入 しているが,遠 隔処理用 ター ミナルや リモー トバ ッチ用 タ

ー ミナル等 の周辺機器 は
,第2世 代に入 ったばか りである。 多数 の人々がこの種の周辺機

器 に注 目している。ここで,本 誌 の共 同編集人が設計 し作製 した,新 型のインテ リジェン

トター ミナ ルTMF300(ミ ニ コンORDOI6を 使 用)を 紹介す る;写 図5

OL74D-26

イ ン テ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ル

オンラインター ミナルとしての超小型機選定のチェック・ポイン ト 〔c② 〕(J)J

金坂忠長

F126ソ フ トウ ェ ア 科 学6〔2]23-27('74)

オンラインにおけ る端末側 のオペ レー シ ョンの単純化,複 数業務 の処理,セ ンタマ シンの

負担減 を考 えて,イ ンテ リジェン トター ミナルを考 える場合 の,そ の特徴お よび機種選 定

のチ ェ ックポイン トにつ いて,適 用業務,操 作性,拡 張性,環 境条件,機 器の性能 等につ

いて述べて ある





OL74D-27

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ター ミナ ル

NlXDORFイ ンテ リジ ェ ン ト・ター ミナルの 利用 〔c② 〕(J)J

古谷隆－

F126ソ フ トウ ェ ア 科 学6[2]29-37('74)

現場事務 の特性は通常のバ ッチ処理 とは異 り,1入 力で 多 くの作業 を した り,作 業の組合

せ が 自由にで きるこ とが必要 であ り,こ の インテ リジェン トター ミナ ルは,こ れ らの機能

をDDP処 理機能に よ り解 決 した端末機 であ り,そ の機能 および オンラインシステムの端

末機 としての使用例の紹介 を し,イ ンテ リジェン トター ミナル を用 いたデー タ通信系 シス

テムの利点 を述べ た;写 図4

OL74D-28

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル

オ ン ラ イ ン ・ター ミナ ル と して のMELCOM86,88〔c② 〕(J)J

宮崎陽太郎

F126ソ フ トウ ェ ア 科 学6[2〕39-43('74)

MELCOM80シ リー ズの特徴 は,て が るにセ ン トラルマシン として使 えるシステムが作

れる ことであるが,こ れ をオンラインター ミナル として使用 した場合の特徴 を,タ ー ミナ

ル として用 いない場合 を,用 いる場合 と対比 して述べてある。 また この とき使用す る回線,

通信制御装置,シ ステムの規模 などにつ いて述べ る;写 図3
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イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ター ミナ ル

インテ リジ ェ ン ト ・ター ミナル と してのNCR399〔c② 〕(J)J

佐 々木素久,山 田 隆

F126ソ フ トウ ェ ア 科 学6[2〕45-50('74)

NCR399の 適用分 野は,は ん用 のデー タター ミナル,衛 星計算機,簡 単 な処理 を伴 うデー

タ伝送等が可能 なオンライン ター ミナル として最適 であ り,そ の設計理 念,ハ ー ドウェア

(基本構成:プ ロセ ッサ,タ イプライタ,10キ ー,コ ン トロールキー,カ セ ッ ト,その他の

オプシ ョン),ソ フ トウェア(イ ンタプ リター,通 信制御用 プログラム)に つ いて述べ てあ

る;写 図6表1

OL74D-30

端末装置

ユ ーザ ・ニーズ を反 映 させ た製 品開発 〔c② 〕(J)J

柳井朗人

S645情 報 化 設 計4[2]43-48('74)

日本の周辺 ・端 末機器についての座談会 を頼 りみ て,今 後の課題 を検討す る。 メー カは コ

ス トを,ユ ーザ は完全 を求めす ぎるので,妥 協 点 を見出 してい く必要 がある。標準化の遅

れ も目立つが,米 国では大 メー カがテレタイプ社とIBMぐ らいで,IBM自 身が統一 し

た コー ド体系 をもち,中 小 メーカはその標準の上 で特 色ある開発 をしている。TSSの 普

及か らユーザ のニー ズが高 まろう;表1



、
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端末 テス ト

遠隔分析セ ンタ 〔c① 〕(A)E

Remoteanalysiscenter.

C830DataManage12〔4]22-23('74)

オ ンラインダ イヤル式端末分析セ ンタでは,使 用者の要求 した診 断を行 ない,機 器 とオペ

レー タのエ ラー を鑑定 し,故 障時間 を最少 にす る。た とえば故 障が見つか った とき,す ぐ

に完全 か動状 態に端 末 をか えす こ とに よ り,故 障時間 を最少にす るこ とが少 な くない。サ

ー ビス を受 け るにはスイ ッチのセ ッ トとセ ンタに電話 を入れることで接続 され る
。20以 上

の標 準 テス トが利用で きる;写 図1
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アメ リカ,端 末装 置

米国に見 る回線利用 と端末装置の動向 〔c② 〕(J)J

中嶋 とも夫

F871デ ー タ 通 信6[5〕37-40('74)

アメ リカにおけ る最 近のデー タ通信 の端末 利用形態の紹介。電話回線利 用が 多 く端 末装置

は安 い。特に タイプ ライ タは安価 である。 またインテ リジェン トター ミナルはマ イ クロコ

ンピュー タ利用の ものが多い。計算機 同志 の結合 も行 われている。端末 は素 人で も容 易に

扱 えるものが増 えてお り,ま す ます 多様化 している。



嚇



分 類E

事 例

(オ ン ラ イ ン ・システ ムの適 用 実例 に関 す

る もの)



〉
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鉄道管理 システム,ソ 連

鉄道経営 自動管理 デー タ伝送システム建設の原理 とその段階 〔c② 〕(R)R

「lpHHuMnblM3TanHocTbco3JLaHnAenHHothcHcTeMblnepenayHnaHHblxACy>KT.

AH.口PHAHOBBU,XAPJIAHOBレlqレlB

R132>K日e3Ho八 〇po>KHbltiTpeHcu〔11〕66-69('73)

鉄道経営 自動管理 シス テム は計算セ ンタの機器 とデー タ収集伝達手段 の総合 であ る。情報

発生地点(主 として現場機関)か らの情報 を計算セ ンタに伝達 し,計 算結果 を交通省,鉄

道管理局 と大駅 などの必要個所 に送 るいわゆるデー タ伝 送 システム建設の可能性 を検討 し,

個 々のシステム導入の段 階 を示 した。交通省 一鉄道管理 局(26)一 拠点(90)を 結ぶ系統

とそれぞれの個 所で総合 システムが できる までの機器 の整備 につ いて述べ た。

OL74E-2

予約 システム,ソ 連

座席案内板 〔c① 〕(R)R

HHΦopMaHoHHoeTa6JoHa.flMqMAMecT.

KA3レIMOBAA

ROO7ABToMaTMKaTeweMexCBA3bユ エ 〔8〕9-12

列車座席(空 席)案 内板 は希望列車 を指定 し,迅 速に乗車券 の入手ができるの で旅客サー

ビスの向上に大 いに役立つ。 空席 を表示す るこの案内板は20本 の列車 の座席状況 を知 らせ

る掲示板2個 か らな り,通 信 お よび給電ブ ロックか らなってい る。案 内板の大 きさは1632

×1315×140mm,壁 または任意 の場所 に設置す るこ とが できる。要部の構造 と作動,シ ス テ

ム全体の取 扱い方につ いて紹 介 している。この案 内板 は 自動座席指定 シス テムに も接続す

るこ とがで きる。情報入力時の最大 使用容量 は100W,入 力後の使用容量は30W以 下になる;

写図5
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輸 送 シ ス テ ム,ア メ リ カ

ペ ンセ ン トラル 鉄道 の デ ー タ通信 設備 〔c② 〕(A)E

PennCentralinstallsdataCommunicatiops.

D499RSCRailwaySystemControls -4〔7〕6('73)

標記鉄道は,車 両の制御に関す る情報や顧客の支技いに関する情報 を数 多く処理するため

に,フP
.ン ト ・エ ン ドシ ス テ ム を と りい れ る こ とに な っ たgこ の シ ス テ ム の キ ー ・ハ ー ド

ウ ェ ア 要 素 は2台 の コ ン ピ ュ ー タ で,1台 は24時 間 か 動 し,他 の1台 は バ ッ ク ア ッ プ 用 で

あ る 。 こ の シ ス テ ム で は,74,000の イ ン プ ッ トメ ッ セ ー ジ と121,000の ア ウ トプ ッ ト メ ッ

セ ー ジ を1日 で 処 理 す る こ とが で き る

OL74E-4

予 約 シス テ ム,プ ッ シ ュ ホ ン

電話 予約 シ ステム 〔c① 〕(J)J

高橋邦すけ

so79JREAIZ〔1〕9662-9665('74)

今回国鉄 では,49年 末 に営業 開始 を目標 として,プ ッシュフォンと音声応答装置 を用 いる

指定券の電話予約 システム を作 るこ とになった。 これが完成す ると,旅 客は どこか らで も

プ ッシュフォンを操作 して,音 声応 答 装 置 の案 内に 従 って座 席 の有無 を知 り,座 席の予

約 がで き,旅 行計画 を容易に立 て られるよ うになる。将来の指定券類 の 自動 発券,無 発券

に もつ なが る可能性 をもって いる。 ここでは,本 システムの概要 ,実 施概要,プ ッシュフ

ォンの操作,設 備,公 衆通信 回線網 との接 続問題,自 動 発券,無 発券 システムなどにつ い

て要約;写 図3表2
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貨物輸送,サ イバ ネテ ィクス,鉄 道管理 システム

貨物 輸送 拡大 の か ぎとな るサ イバ ネ テ ィ ックス 〔c② 〕(B)E

Cybernetics:thekeytofreightexpansion.

AILESS

D496RailwayGazIntern]鎚 〔4〕129-131('74)

'74年 の4月 ワ シン トンで第4回 鉄道サ イバ ネテ ィックス国際会議が開かれ
,五 大陸か ら多

くの研究者 が集 まった。社 会の発展に伴 な う貨物輸送量の増大は シェアの問題 とは別に各

方式の輸送増 強 を要 請 し,各 方式 は社会への適 合性に よってシェアが変化す る。鉄道 によ

る貨物 輸送 は長距離大量輸送,全 天候 である点に最大の利点が あるが輸送時間の短縮や手

続の簡 易化 が要求 されてい る。 この要求 に応 えるのがサ イバ ネティ ックス であって電算機

と直結 したサー ビス向上であ る。オンライン ・リアル タイム方式の鉄道電信 自動情報網 シ

ステム(TRAIN)は 米国鉄 道協会の貨車デー タ銀行 で蓄積;写 図1
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小 売 店 シ ス テ ム,パ レ ッ ト方 式,ス ウ ェ ー デ ン

ハ イパ ーマル シ ェ ・ラバ ールの販 売方 式 〔c① 〕(」)J

森たつ雄

G849荷 役 と機 械21〔4〕2-12('74)

スエーデ ン方式 のデ ィスカウン ト・ス トア をハ イパーマルシェと呼 び,メ タル ・ボ ックス ・

パ レ ッ トによる販売 を特長 としている。パ レッ トはペ ンテナ と呼 ばれ,陳 列 たなのエ ン ドの

すべてにペ ンテナの3段 階 を用 いてい る。 またオ ンライ ン処理 が徹底 し,自 動 入力 したデー

タは磁 気 テー プに 自動 的に記録 され る;写 図22表2
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生産管理,カ ナダ

メ リヤス工場の生産管理方式 〔c① 〕(C)E

Productionmonitoringinaknittingmill.

BERNARDW

B236CanTextileJ旦 〔4]77,80-82,84('74)

効果的な生産 管理 を行 な うため には強力な小形計算機 によるオ ンラインシステムが必要で

ある。 メ リヤス工場 におけ るSulzerBrothers913シ ステム を紹 介。マ シンセ ンサ ー ボッ

クスは,パ ター ンフ ィルム コン トロール,糸 停 止装置,ニ ー ドルデ ィテ クタか らの信号 を

集め,停 止時間の原因別 記録 を し,中 央制御室 に送 り,磁 気テープ記録,プ リン トを行 う。

本方式に よると,個 人の連 続チ ェ ック,適 正 な段 どり,標 準時間の作成,生 産割当の改善,

品質 と生産 の向上,コ ス トダウンが期待で きる;写 図2表2
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総 合 シ ス テ ム(音 声,デ ー タ,画 像 の 一),西 独,PBX

MODACOMに よ るデー タ収集 シ ステム 〔c① 〕(G)G

BetriebsdatenerfassunginderFertigungmitMODACOM

KNOBLOCHIY

E514TelefonRept旦 〔2/3〕58--63('73)

ジー メンス社 のESK3000E,あ るいはEMD形PBXと 結合す る トー タル コ ミュニケー

ションシステムMODACOMに よ るデー タ収集システムにつ いて述べ た。MODACOMと

は音声,デ ー タ,画 像 通信 を統合 した システム である。 この101形 は磁 気 テー プ にデー タ

を集め,オ フラインでデー タ処 理装 置 と結合す るシステムであ る。102形 は オ ン ライ ン で

1直結す る方式 であ り,両 方 の システムにおける具体例 と端末の 条件 な どを述べ た;写 図4

参5
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総合 システム(音 声,デ ー タ,画 像の一)西 独,PBX

MODACOMに よ るオ ー ダワイヤ イ ンフオメ ーシ ョンシス テム 〔c① 〕(G)G

AuskunftssystemeinDienstleistungsunternehmenmitMODACOM

PILZHJ

E514TelefonRept _2〔2/3〕64-71('73)

ジー メンス社のESK3000E,あ るいはEMD式PBXを 使用 したMODACOMに よる音

声 とデー タの統合PBXサ ー ビスにつ いて述べ た。PBXと デー タ処理装置 との結合,電

話ベ ースの デー タ端 末Comset102,101,お よび付属 プ リンタ,カ ー ドリー ダ,テ レビ電 話

な どの収 容方法 とサー ビス内容につ いてふれた。西 ドイツ国内 におけ る具体サー ビスの要

求例,お よびそれ らをテーマ と したシステム構成 を3例 あげて 内容の解説 を行 なった;写

図3表1参5
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DPサ ー ビ ス,CAD,イ ギ リス,TSS

電話 によ るCADサ ー ビス 〔a① 〕(G)E

Computer・aideddesignservicebytelephone

GIBSOND

B309AngewInformエ 旦[2]59-60('73)

市販,ま たは電話に よるサー ビスで利用 できる,ICやMOSな どを計算機 で設計す るため

の ソフ トウェアパ ッケー ジREDACALを 紹介す る。 このソフ トは英 国政府 の50%の 財

政援助 を受 けて,66年 か ら3年 かか って出来上 ったものである。英 国内のサー ビスはIC

L4130と テレックスお よび電 話サー ビスであったが,現 在は直接ア クセスで きるICL19

04AのTSSに レベ ル ア ップ して い る。このソフ トは米国のBeU研 究所 や,ジ ー メ ン



一一
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DEMOS

DlPSに よ る科学技術 計 算サ ー ビスDEMOS-E〔a① 〕(J)E

ScientificandengineeringcalculationservicebyDIPS-DEMOS-E.

ITOM,HOSHINOH

S421JapanTelecommunRev15[4]262-268('73)

電 電公社はDEMOSと 呼 ぶ科学 技術計算用の時分割電子計算サー ビスを行 って いるが,

さらに,公 社 の標 準形大形電子計算機DIPSに よるサー ビス を開始す るこ とになった。

この システムは,従 来のDEMOSの 機能 をさ らに拡 張 したもので,DEMOS-Eと 呼

ぶ。主 なサー ビス機能 は,フ ァイルの利用,フ ォー トランお よび コボルに よる利用者 プ ロ

グラムの記述 と実行,公 社が用意 したライブ ラ リーに よる計算 な どであ る。本文 では,D

EMOS-Eで 使用 している コマ ン ドや性能な どについても述べ てい る;写 図1表7
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ク レ ジ ッ ト ・ カ ー ド,オ ー ソ リゼ ー シ ョ ン,バ ッ フ ァ,カ ナ ダ

融通性のある端末機 はデータの登録時間を短縮 させる 〔c① 〕(C)E

Flexibleterminalreducesdataentrytime.

HAMILTOND

C194CanElectronEngユ エ 〔12〕34-35('73)

クレジッ トカー ドによる現 金 を使 わない買物 をす る事が さかんに なって来てお り,電 子計

算機 にデー タを入れるのに直接 オ ンラインでイ ンプ ッ トしたのでは75%程 度 のア イ'ドル時

間 を生 ず る。デー タ入力用端 末機 と電子計算機 の間に読み取 り専 用のバ ッフ ァー メモ リを

設け る事 に よ リデー タ登録 とチェ ックの時間が短縮 され る。
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郵便振替貯 金 システム,西 独

郵便振替貯金業務の電算機 による処理1〔c① 〕(G)G

DieelektronischeKontenfUhrungimPostscheckdienst.

BEAUCLAIRW

D570ComputerPrax _6〔11〕330-338('73)

ドイツ郵政 省は,70年 に郵便 振替貯金業務 を機械的,磁 気的処理 の事務器か ら電算機 に置

き替 え,現 場中心 の記録 を中央 に移 し替 え始め た。 これは将来 の文書読み とりと遠隔デー

タ処理の 自動 化のためで あるが,す でに これだけ でも事務作業が顕著 に改善 されている。

業務の状況,自 動化へ の進 ち ょく状況,最 終構想 を概 説す る。直接 入 力事 務 処 理 の 作 業

(電算機に よる処理 法,デ ー タ収集 と実 時間処理,チ ェックポイン トと安 全対策,分 別 さ

れたアクセ ス様式,デ ー タ記憶媒体の交換,出 力様式,デ ー タバ ンクの考 え方 とその利用

な ど)を 詳説 し,関 連 す る端末機器 をも紹 介す る。(続);写 図12
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電力系制御

電力系統の集中制御 〔c② 〕(J)J

河合三千夫

G720電 気 評 論 聖 〔2〕215-220('74)

次の集中監視制御 システム紹介。1)単 対 向の遠方監視制御装置N群 の制御;対 象 は変 電所

を主 として発電所 を含め 十数個 所で,計 算機は 自動記録 のみ。2)変 電所対象1:N制 御;

計算機 で記録,被 制御所 の平常操作 と事故復 旧を自動化 。3)水 力発電所対象1:N制 御;

監視制御(状 態監視,選 択 ・数値 ・並列制御),情 報伝送,情 報処理(電 算機 で 自動 記録)

の各装 置で構成;写 図9
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予約 システム

国 鉄の座席 予約 シス テム ーマルス105シ ス テム 〔c② 〕(J)J

林義郎

FO11電 会 誌74[2〕101-104('74)一

昭和48年1月 よ り使用 開始 し,取 扱 い座席数は約70万 座席/日 で ある。マル スの歴史 と基

本的 な考 え方 を紹 介 し,新 しい機能 として,予 約期 間の延伸,取 扱 い人数の拡大,代 案列

車の提示,全 面 自動 印字,販 売調整が追加 されたこ とを述べた。3台 のCPU,3台 の1

0P,3台 のMMUを 有 す。50MSG/Sと いう トラピックをこなす必要性,信 頼性,発

展性 を考 えたプ ログラム を作成 した;写 図3表1参7

・
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プ ロ セ ス 制 御,ア メ リ カ

プ ロセ ス ・プ ラ ン トに お け る ミニ ・シ ス テ ム 〔c① 〕(A)E

Mini-systemsintheprocessingPlant.

NIEMANGL・

C1951。 、t・C。nt。 。ISy,t盈 〔3]61-64(・74)

IC回 路 を用 いた小形計算機に よるプロセ ス制御 システム を紹介す る。連続生産 プラン ト

・では大量の製 品 を等品質に生産す るため
,高 度 に 自動化 した生産 システム を採用す る必要

があ る。そのため計算機制 御が使 われ るよ うになったが,従 来の大 ・中形計算機 を使 った

のでは経済的でない。ここでは小形の制御用計算機 を使 って直接実時 間計 算機制御す る方法

を説明す る。代表的 な例 として1日600ton生 産 す る反応炉5台 を有す るプ ラン トの制御 シ

ステム を紹介す る。小形計算機 に よる制 御の特長 は,生 産量の増加,製 品の品質 の上昇,

お よびハー ドウェアの価格 低下な どであ る;写 図2参4
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シ ス テ ム 検 収,ヨ ー ロ ッパ

大形 リアル ・タイム ・ソフ トウ ェア ・シス テムの納 入検 査 手順 〔a① 〕(B)E

Thecustomeracceptanceoflarge,real-timesoftwaresystems.

WOODSMA

B6651EEConfpubl〔104〕46-50('73)

欧州の航 空輸送 は最近2,3年 間で著 しい発展 を遂げ,交 通管制 システムを 自動化す るこ

とが要求 されるに去 った。 ここではベ ルギー,オ ランダ,西 ドイツな どの領空 を対象 とし

てEUROCONTROL(航 空輸送安全 欧州機構)が 提唱 して開発 さ れ たMADAP

(自動 デー タ処理 および表示 システム)の 納入検査の全容 を紹 介 した。システム構成,プ

ログラム 内容 を概 説 し検査 の基本思想 としてすべ てのシステム機能 の成否 は検査 しなけれ

ば まった く予 断で きない との立場 をと り,単 純な構成か ら複合 された構成へ4段 階 に分け

て検査 を行 なった。各段階 の検査内容,結 果 を説明 した
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イ ギ リス,テ レ メ ー タ リ ン グ,電 力 系 制 御

電 力系 統 監視 におけるデ ー タバ リデ ーシ ョン手 法 としての状 態 推定 〔a① 〕(B)E

Stateestimationasadatavalidationtechniqueinpowersystemmonitoring.

WALTERSR

B6651EEConfpub1[103〕163-167('73)

英国 中央発電庁 における高圧電 力系統の監視 と制御 において,テ レメー タ リングされる各

種のデー タの取扱 い を論 じた。 この システムへ適用 された状態推定 の手法,そ の欠点 な ど

を述べ た;写 図2参3



'



OL74E-19

予約 システム,信 頼性(計 算機 システムの 一)

国鉄座席 予 約 システ ムMARS105の 信 頼性設 計 〔c① 〕(J)」

林 義郎,細 田広洋,大 谷昭夫,か も川和正,山 本章 治

FO62日 立 評 論 堕[4〕386-392('74)

本 システムの信頼性 に対する基準 は非常に厳 し く,高 アベ ラビ リテ ィ,誤 発 売防止の2点

が設計方針 として要求 され る。 システム アベ ラビ リテ ィ向上のため,専 用OSを 開発 し,

故障率 の減少 を図った。構 成面 での信頼性向上のため,主 要機 器の構成は二重化 を原則 と

した。ダウン タイムの短 縮のための諸処置 を とった。 自動 回復 とSCPワ ンタッチオペ レ

ー ションな ども考慮 されてい る;写 図6表1参5

OL74E-20

資材管理

川崎坂出造船事業部オ ンライン資材情報 システム一-OSIISOMオ ンライン

〔c① 〕(J)」

三 こ山清,吉 田憲正 工 藤鉄雄,浦 部秀治

F397Fujitsu2旦 〔2〕141-154('74)

SOM使 用の先発ユーザ。昭46年 末か らシステムの開発に とりか か り48年4月 に本か動。

オンラインサ ポー トプ ログラムISOP45を 開発。 オンライン処理 の レス ポ ン ス タ イム

(平 均約4秒)を 保証 し同一 ファイルへの各種 の照会 を可能 とす るよ うデー タ構造 を工夫。

リカバ リ対 策考慮 。照会,集 信 とメッセージ交換が混在。オンライン処理 とバ ッチ処理 を

同時並行処理 。F230-45S使 用;写 図21表2





OL74E-21

プ ロ グ ラ ム 管 理,ア メ リ カ

ミゾ リ一州精 神衛生局 の プ ログ ラム管理 〔c① 〕(A)E

ProgrammanagementinMissouri'sDivisionofMentalHealth.

AMEISSAP,EHLENFJ,HUTCHISONCW,THOMPSONWA,WOODHE

C374ManageAccounting(NatAssocAccountants)旦 〔2]31-34('73)

11の 主要研究所 と8の 診療 所 をもつ ミゾ リ一州精神衛生局の完全 自動患者情報 システムの開

発 と実施 を紹介 した。7年 計画の下に ミゾ リー精神分析研 究所のIBM370/155を 中 心 に

テ レプロセ ッシング ・ネッ トワー クを介 してデー タ処 理 お よび 診 療 所要員が 「プ ログラ

ム予算」「プログラム管理」 などを行 なえる。財務情報 システムの機能 を中心 に解説 した;

写 図4

OL74E-22

株式情報 システム,ア メ リカ

ウ ォール街 の リアル タイム分散 型処 理 システム 〔c② 〕(A)E

DistributedprocessingonWallStreet.

MARSHALLJC

H131Datamation1皇[7〕44-46('73)

1964年,BunkerRamo社 はTelequotelIIと 称す る リアル タイム分 散形処理 システム を導 入

して,複 雑 な計算機 お よび通信ネ ッ トワー クを実働 させ,財 界に証券や商 品に関す る情報

を伝達 した。 これはTeleregister社 の考案 した電動の株式相場表示盤 システム を拡張 した

もの で,現 在20,000の 端末 が米国お よび カナダの700の 都市 で使用 されて いる;写 図1





OL74E-23

在庫管理

NCRセ ンチ ュ リー251に よ る在庫 管理 オ ンライ ンシス テム 〔c② 〕(J)J

山 田 じ ゅ ん －

S645情 報 化 設 計3〔10〕55-61('73)

自動車部 品工業 を例 として,NCR社 のセ ンチュ リー251に よる シス テム 展開について提

起 している。 システムのね らい として,「隔通性 のあるデー タベ ース をも とに,最 新正確 な

同一デー タによ りタイム リー にデ シジ ョンできるこ と」 をあげ,デ ー タベ ースの確立 とオ

ンラインによる在庫管理 システム を重点 とす る。機種 の特徴 も紹介;写 図5

OL74E-24

判例 情報 システム,イ タ リア

端 末 に よ る判決情 報の 受信,イ タ リアの上告裁 判所の遠 隔応 答 ドキ ュメ ンテー

シ ョンシス テム 〔c① 〕(G)G

Rechts-InformationszugrifftiberTerminals.DasFernabfrageundDokumentations-

systemdesitalienischenRevisionsgerichtshofes.

SCHRAMMHFW

E525ZDatenverarbユ ユ 〔4〕240,242,245-246('73)

イタ リア では ローマの上告 裁判所の遠隔応答 ドキュメンテー ションシステム.によって法律

上 の判 決実施 事務 などが行 なわれ ている。 また裁判官 と弁護士,企 業 と組合 な どが全 国の

その所 在地か ら,上 告裁判 所に問合せ るこ とがで きる。 そのため の裁判 情報 システムの開

発が裁 判の専 門家 と計算機 産業の協力に よ り行 われた こ とにつ き述べ てい る;写 図2





OL74E-25

教育情報 システム,カ ナダ

政府EDPセ ン タにお け る教育 面 での デー タ処理 サ ー ビス 〔c② 〕(C)E

GovernmentEDPcentre-servicewithadifference

WALENIUSRM

E834CanDatasyst _互 〔8〕28-30('73)

オン タリオ州の教育 省教育 情報処理課に よる,各 教育関連機 関へ の教育情 報サー ビス シス

テム を概説 した。ハー ドウェアはIBM370/155シ ステ ム をセ ン タに置 き,端 末 として同

1130等 を各地に配 しオ ンラインで結 んだ もので,学 生の履習計画等 ユニー クなサー ビス を

行 っている;写 図3

OL74E-26

警察情報 システム,カ ナダ

警察情報 システム 〔c② 〕(C)E

Computerpowerhelpsmountiesfightcrime.

HUTCHISONG

E834CanDatasyst _』[10〕32-33('73)

カナダ警察情報 セ ンタの 警察情報 システム紹 介。メイン計算機 はオタワの同センタにあ

るIBM360/65の デュプ レックス システムで,商 用電 話通信 回線に よ り全国各地の ター ミ

ナルに結 ばれ,犯 罪情報 の即 時検 索に威 力 を発揮 してい る;写 図2





OL74E-27

受注管理,カ ナダ

オ ンライ ンシ ステム によ る受注処理 〔c② 〕(C〕E

Newapproachstreamlinesorderentry.

E384CanDatasyst _5〔10〕26-30('73)

カナ ダの ドム ター製紙会社 で採用 してい る,オ ンラインによる受注生産調整処理 システム

の,シ ステム開発 の経過,シ ステムデザ イ ン上 のポイン ト,シ ステムの概要,ハ ー ドウェ

アな どの紹 介。メイン計算機 としてIBM360/50を 使 用 し,モ ン トリオー ル と トロン トの

セールスオフ ィス と,5か 所 の工場 をオ ンラインで結んだ;写 図4

OL74E-28

在庫 管理,自 動倉庫,フ ランス

輸送 業 に おけ るEDP〔c① 〕(S)G

EDVimVersandgeschtift.

FISCHLIS

C5611ndOrgani12〔10]464-470('73)

フラ ンスの教師用の購 買組合,CAMIFで は輸送活動 の複雑 な問題 としての総合 的在庫

管理 と自動的 な倉庫 管理 用のEDPシ ステム を開発 した。計算機 は,HoneywellBullの モ

デル415で 端 末装 置,プ ロセ ス計算機,入 出力装 置を有 している。機能 はデー タの遠隔伝 送

とリアル タイム処理 に よる在庫管理,自 動 倉庫 のための機器の直接制御,集 配処理(バ ッ

チプ ロセス)と 計算機 のダ ウン時のバ ックア ップシステムである。CAMIFで の集配 と

在庫用管理 の 自動化 システム を紹介;写 図3





OL74E-29

保 険 シ ス テ ム,ア メ リ カ

保 険会社 におけ るオ ンライ ン入 出力 シス テム 〔c② 〕(A)E

Integon,son-linepolicydataentry.

MARTINDR

C830DataManageユ ユ[9]87-89('73)

米 国の保険会社 インテゴン社お よび関連会社 間でか働 中の,端 末装 置 としてIBM2260デ

ィスプレイ装置 を使用 した オンライン入出力 システムの紹介;写 図3

OL74E-30

TSS,情 報管理政策,ア メリカ

TSSの 基本 ル ール 〔c① 〕(A)E

Time-sharinggroundrules.

DAVISPJ

H131Datamation12〔10〕81-83('73)

ペ プシ コー ラ社は1969年 来,大 規模 なTSSの ユーザ であった。同社 の各部門にお いて計

算機 による情報 システム に対す るニーズが大 き く,EDPの 専 門分野 の管理 コン トロー ル

以上 に大 きな問題 を提起 してい る。各ユーザが 自分 の仕事に トップのプライオ リテ ィ を与

えるこ とを要求す るが,シ ステム管理者 は 自己の業務 との調整上ユーザ を満足 させ るこ と

はで きない。 この よ うな現状 を解 決す るため,諸 活動 に対するマ ネジメン トレビューお よ

び単 一の コン トロール システム を確立 し,全 部門の プロジェ ク ト開発に対 し3つ の ポ リシ

ーお よび基 本ルー ル を制 定 した;写 図1





OL74E-31

DPサ ー ビ ス,生 産 管 理,イ ギ リス

計算 セ ンタはいか に してCOnroyを 助 け トップギ ヤに まで進 展 させ たか

〔c② 〕(B)E

HowabureauhelpedConroyintotopgear.

SMYTHE

BO75DataSyst14〔7〕30-31('73)

自動車産業 は高度 な生産管理 技術 が必要 とされ,分 単位の生産 お よび管理情報 が不可 欠 と

されてい る。現在 親企業 では高度 な システムが完成 しているが,生 産 形態が複雑 な小会社

は計算機化が遅 れている。本 文は クライス ラ,フ ォー ド社な どに,ス テア リングギヤな どを

供給す る部品 メー カConroy社 が,本 社 と地方事務所 を結んだオ ンラインシステム を開発

した結果 を報告;写 図1

OL74E-32

鉄道管理システム

鉄道輸送情報システム 〔c② 〕(A)E

Railwayfreightinformationsystem.

MATSUIR.NUKUIN

B305ComputersAutomationpeople22〔9〕 塑 一23('73)

日本の経済発展は非常な上 昇に もかかわ らず,鉄 道の輸送 トン数 は競争相手の トラック輸

送にお されて降下 してい る。国鉄 では輸 送フローの管理 と全輸送 情報 を計算機 化 したプ ロ

グラムの開発にの1)出 した。操車場の効率 改善,輸 送実行管理 システムFOCSに 対す る2

段階の進め方,さ らに乗客 と輸送総合情報 システム,将 来の計画 につ いて述べ る;写 図1



、
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OL74E-33

デ ー タ ・エ ン ト リ,イ ギ リ ス

顧 客 サ イ ドに転向 したシ ンが社 〔c② 〕(B)E

Singerheadsbacktotheuser.

BERENYIl

BO75DataSyst14〔7〕32-33('73)

カー ボン紙に記録 されたデー タを,記 録 した人間 とは別のオペ レー タが キー ボーードで入力

す る方法に,改 良の必要 を感 じた シンガ ・ビジネスマ シン社は,営 業所,生 産 ライ ンな ど

にシステム10を 中心 とす るオ ンラインシステム を構成 し,発 生地点におけ るデー タエ ン ト

リ方式 を開発 した。本文 は同社におけ るシステム化の動機 と目的,シ ス テム要素 な どを紹

介;写 図1

OL74E-34

受注管理,ア メ リカ

自動車の受注処理 システム 〔c② 〕(A)E

Terminalaccessintheworldofautos。

C830DataManage旦 〔12〕27-28('73)

米 国のGM社 でか働 して いる,自 動車受注 オンラインシステム(TRACE)の 紹介。セ

ンタ計算機 としてIBM370/155を 使 用 し,全 国27支 店,400営 業 所か らの受 注一納 車業

務 をオンライン処理 して いる;写 図1



一



OL74E-35

矯 正情報 システム,ア メ リカ

犯罪者情報システム 〔c② 〕(A)E

Correctionsystembringseffectiveinmatecontrol.

C171GovtDataSyst3〔5〕12-13('73)

DOC(ニ ュー ヨー ク市矯正 院)に おけ るIIS(InmateInformationSystem)を 紹介。

DOCに おけ る犯 罪者の現状 は握,送 還先な どに関す る文書量 は増加 の一途 をた どってお

り,IISの 必要性 が生 じた。本文は犯罪者個 々の犯罪経歴の フィイル化の 問題,情 報検

索の問題,IISの 現状 と将 来計画 を解説;写 図2

OL74E-36

銀行 システム,イ ギ リス

ヨー クシ ャ銀 行,成 功 の足 ど り 〔c② 〕(B)E

YorkshireBank-thepennydrops.

McelroyA

BO75DataSystユ=4〔9]26-28('73)

ヨー クシャ銀行 はバ ロー スTC500バ ンキ ン グター ミナル を導入 し,本 店,支 店 間のネ ッ

トワー クを構成 し営業成績 が向上 した。本 文は同銀行 の経営上の問題 点,ネ ッ トワー クの

システム構成,実 施化に よ る効果 を解説;写 図1





OL74E-37

MIS

人 とクルマの調 和 を促 す コン ピュー タ 〔c① 〕(J)J

村野東－

S645情 報 化 設 計 」 〔1〕15-20('74)

日産 自動車 にお ける計算機 利用の歴 史 と今後の方 向を紹介す る。 自動車 メー カは 日本経済

の成長 と環境変化 に特 に大 きな影響 を受け,し たがって計算機利用の歴史 も幾 多の変せ ん

を経て きた。特 に昭和45年 以降は トー タル化 されたシステム をベー スに戦略 システムへの

展 開,新 しい受注 ・生産 出荷 システム を大規模 に開発,ソ フ トテ クノロジー,市 場管理 シ

ステム,関 連会社 との結合 等に注力;写 図4参1

OL74E-38

販売管理,イ ギ リス

グラ ナダ社 の 自動販 売 シ ステム 〔c② 〕(B)E

Granada'stime-slotmachinefitstheads.

WYLDEA

BO75DataSyst14〔8〕14-15('73)

グラナ ダ社は テレビ番組の企画 を中心 とし,テ レビセ ットのレンタルや ドライブイン経営,

劇場お よびグ ラブ などを経営 し,カ ナ ダ,フ ランスほか数 か国に ショールーム をお き活発

な事業運営 を展 開 して いる。本文は 同社 がハ ネウェル杜製モデル2200計 算機 を導 入 しオン

ラインシステム を完成,年 間100,000件 にの ぼ る契約処理 を自動化 した状 況 を解 説;写 図

1
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OL74E-39

POS,イ ギ リス

小 売店の 重点 販 売 ブー ム 〔c② 〕(B)E

Pointofsaleboominstore.

SMYTHEC

BO75DataSyst14〔8]24-25('73)

小売 店のPOSが 注 目され,小 売店 ではPOSの ための装 置の設置 ラッシュに なって

い る。装置 の主 流はキャ ッシュ レジスタであるが,装 置 メーカであ るIBM,NCR,シ

ンガな どはその売込 に懸命 である。本文は小売店,デ パー トなどのPOSの 状 況,装 置,

メー カのハー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア提供の状況,装 置が小売店等の販売戦略 に及ぼす価

値 を解説;写 図1

OL74E-40

小売店 シス テム,イ ギ リス

Bentatl社 にみ る小 売店 のPOS導 入 〔c② 〕(B)E
カ

Bentallshatpointofsaleinstore.

SMYTHEC

BO75DataSyst14〔8〕26-27C73)

小売店,デ パー トなどにおけ るPOSが 急速 に普及 しつつあ るが,本 文 はBentall社 に

おけ る実施例 を述べ る。同社 のPOS用 ター ミナルは経営の効率 化 と顧客サー ビスに大

き く貢献 してい る。本文 は ター ミナルの導 入に よる同社のサー ビス体制改善 の模様 お よび

経営 管理 の新傾 向 を解説;写 図1





OL74E-41

交通制御,シ ステム設計,西 独

デー タ遠 隔処理 シス テムへの シス テム設計 法の応 用 〔c① 〕(G)G

DieAnwendungvonSystem-Design-VerfahrenineinerDatenfernverarbeitungsanwen-

dung.

HAVERMANNH,HINZD,SCHMIDTJF

E4921BMNachr23〔217〕793-798('73)

本誌212号 の論文 「システム設計 とシステム計画 に対す る特別な方法の必要 圏 にお いて,

システム解 析が行 われたの で,本 号 ではその応用 に よる推計学 的方法を記述。フ ランクフ

ル トの都市交道関係連邦 中央組合の システムを引用。デー タ遠隔処理 システムの計画 と解析

に対 して,モ デル処理法 として解析的な もの と推計学 的な もの(シ ミュ レー シ ョン)と が

ある。前者 にはTPADとCNDPが あ り,後 者 にはCSSとHOSTが ある。解析 的方

法の比較 的不正確 な個所 は シ ミュレー シ ョンで補 う。 シ ミュレー シ ョンの結 果 この システ

ムの配置が正 しい ことを証 明;写 図7表1参4

OL74E-42

銀行 システム

「東海 銀行 オ ンライ ン ・シス テム」 を開発 して 〔c② 〕(」)J

遠藤 さ とし

S338ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 旦 〔2〕97-101('74)

14年 前のPCSと の 出会 いか ら,総 合 オ ンラインシステム開発 の計画,基 本設計,具 体化

の段 階につ いて述べ ている。 この開発 経験 を生か してオンライン システム設計の ポイン ト

を考 え,非 常 に泥臭 い人間的な システムであ り,人 間 との調和 を考 えるのが オンライ ンシ

ステムであ る と結ん でいる;写 図1





OL74E-43

TSS,コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

タイム シェア リング ・システ ムの 計画 と運 営VI〔c② 〕(J)J

中島 功,斉 藤正 治

G110ComputerRep14〔2〕87-93('74)

石 川島は りま重工 業㈱ におけ るTSSの 運用 と管理の実際 を紹介す る。会社 のオンライン

ネ ッ トワー クは異種 計算機 の混合 システムで,ロ ー ド調整 と多様 なニー ズに対応 できる よ

う設計 されてい る。 また,マ ンマ シンの融合 を計 るため,距 離感 ・言語 ・時 間対語手段 に

つ いての 自由度 の広 さを運用の基本方針 としている。その概要 を解説 し,動 向 と問題点 に

もふ れ る;写 図1

OL74E-44

銀行 システム,西 独

大銀 行 にお け る リモ ー トバ ッチ処 理 〔c② 〕(G)G

StapelfernverarbeitungineinerGrossbank.

OPPERMANNG

D953SiemensDataReptS[4〕10-13('73)

西 ドイツのデー テ ン銀行 におけ る リモー トバ ッチ処理 システム の紹介。 同行 は全国的 な規

模 で 多 くのデー タセ ンタ を持 っているが,中 央にジー メンス4004型 計算機 をデ ュアル シス

テム として持 ち,遠 隔地 の計算機 との間 でオ ンライ ン接 続が なされて いる。 これに よって

ファイルの一元化が なされ,効 果的な情報 システム を構成 できるようになっているが,現 実

には第1ス テ ップ として,各 遠 隔地 ご とに ファイル を持 ち,処 理結果だけ をセ ンタへ送 る

システムに してい る。最終 的には全デー タの中央へ の直接 アクセス を考 えて いる;写 図1



,



OL74E-45

TSS,NC,CAD,IR

タイム シ ェア リング ・シス テムの計画 と運営va〔c② 」(J)J

川合平夫,斉 藤正 治

Cl10ComputerRep!L4[3]69-81('74)

三び し自工技術 セ ンタにおけ るUNIVACI106に よるTSSの 実例 を紹介す る。 トー タ

ルNCシ ス テムはス タイ リングか らプレス形製作 までの新車開発 プ ロセス を,CADシ ス

テムは業務の途 中におけ る計算機処理に,ユ ーザ 自身の経験 ・創造 力 ・カンを有機 的に介

入させ る,マ ンマ シンシス テム として設計作業 をすすめ るプロセス を,技 術 情報 管理 シス

テム では情報検 索 を目的 とす る;写 図15

OL74E-46

受 注管理,カ ナ ダ

肉食品加工販売業 における計算機システム 〔c②〕(C)E

Dualcomputersystemkeepshighvolumebusiness"onmstream."

E834CanDatasystS〔2〕38-40('74)

カナダ,オ ンタ リオ州 の肉食品加工 販売会 社J.M.シ ュニーダ社 におけ る,受 注生産物 流管

理業務 のEDP化 の紹介。計 算機 システムはIBM360/40を2台 使用 したデュアル システ

ムで,支 圧シス テムはIBM社 の端 末機器 を用い各営業所 とオンラインで結 んでいる。 ま

たカナ ダ精 肉業界初のNC化 として,IBMシ ステム7に よる食肉加工 も紹介 して いる;

写図4





OL74E-47

科学技術計算,建 築計算

建 築業 界 にお け るオ ンラ イン システ ム 〔c② 〕(」)J

菊地孝ゆき

S645情 報 化 設 計 」 〔2〕21-27('74)

建設業 は生産工場 を持たず,プ レハ ブ工場以 外は直属 の作業員 もほ とん ど保有 していない

ので,管 理 的業務が 多 く,そ のEDPシ ステムは技術計算が60%を 占め ている。 フジタ工

業 では超高層化等 でます ます高度化 している技術計算 のニーズに対応 し,シ ステムの全社

的統一 をはか るため,公 衆 回線利用の オンラインシステムによ り,第1段 階 として精算 ・

設計 ・経理 をとり上げた;写 図3表1

OL74E-48

在庫管理,物 流 システム

物流の最適化 と生産管理 について一住宅用サ ッシの全国在庫 管理維持の物流シ

ステム と生産の直結システム 〔c② 〕(J)J

平野泰三

G534生 産 と運 搬 坦 〔2〕34-36('74)

住宅建 設用アル ミ製建具 の過 当 ぎみ な販売競争の きめ手は短納期 ・即納 を要求す るように

な った。 日軽アル ミ㈱では 日通 とオンライン ・ネ ッ トワー ク利用 に よるEDP処 理 を実施

し,効 率 的な在庫 ・輸送 をはかった。 これに関 し,在 庫受払 いの問題点,シ ステムの概要

を紹 介;写 図5





OL74E-49

受注管理,出 荷管理,イ タ リア

工場 にお け る"民 主 的"な 計 算機 〔c② 〕(G)G

RechnerinderAutowerkstatt.

BRUSACOG.CAFASSOM,BENEDICTISG

D953SiemensDataRept _8〔4〕37-39('73)

イ タ リアの カルロ ・フランシアに ある,ワ イア ッ ト社の 自動車修理工場 におけ る計算機 シ
ノ

ステムにつ いて記述。同工 場はジー メンス300プ ロセ ス制御 計算機 を導 入 し,こ れに よっ

て リアル タイムに受注,出 荷案 内業務 を行 なってい るが,こ れはイ タ リアの修理工場 にお

け る,初 めての本格的 な リアル タイム システムである;写 図2

OL74E-50

POS,キ ャ ッ シ ュ レ ス ・シ ス テ ム

東 急 フ ー ドマ ー トに お け るキ ャ ッシ ュ レ ス ・シ ョッ ピ ン グ ・シ ス テ ム

〔c① 〕(J)J

柳 田 実

F126ソ フ トウ ェ ア 科 学 旦 〔1〕37-44('74)

本稿 は,三 井銀行 と東急 フー ドマー ト社 との提携に よるスーパーマーケ ッ トの キャッシュ

レス販売 システムについての紹 介。 このシステムは,14台 のPOS端 末 を用 いてのい ろい

ろな実験 を行 なっているが,消 費者の反応,レ ジスター使用のひん度,機 能上 の必要性 とい

った諸点の問題 と,最 終的 なシステム としての開発 目標 をどの ように してい くかについて

概 説





OL74E-51

警察情報 システム,西 独

指名手配中 〔c②〕(G)G

WiesbadensuchtTaterZ.

D953SiemensDataRept _8〔5〕4-11('73)

西独におけ る指名手配に関す る方法 は,ウ イスバーデ ンにある連邦犯罪調査局(BKA)

に ある記録 を探す ことに よって行 われている。 しか し,こ の方法で は犯罪に対す る対処 の

仕 方が適切 とはいえないため,ジ ー メンス4004/150;2セ ットを導 入 して全 国各地か らオ ン

ラインで ネ ッ トワー クを利用で きる ように したが,本 稿はこの内容 につ いての インタビュ

ー である;写 図8

OL74E-52

気象情報 システム

気象 デ ー タ通 信 システム 〔c② 〕(J)J

森 博

F871デ ー タ 通 信 』 〔3]53-60('74)

気象庁 では昭和44年 か ら気 象資料 自動編集 中継装置(ADESS)を 完成 し,75BPS回

線 で世 界各地 お よび国内各地 を結 んで運転 している。 これは通信制 御用 と編集処理用計算

機 にTOSBACを 使用 し,入 力デー タは1850万 字 ～2000万 字/日 に もな る。 こ の他天気
■

図作成作業,数 値予報 にHITAC8800/8700を 使用 している;写 図3



・



OL74E-53

予 約 シ ス テ ム,プ ッ シ ュ ホ ン

指定席券の電話予約システム 〔c②〕(J)J

竹井大すけ

F871デ ー タ 通 信 旦[3〕81-83('74)

国鉄 では1日70万 座席 を全 国1400台 の端末装置か ら予約受付け して いるが,計 算機 はHI

TAC87002台 をマ ルチプ ロセ ッサ方式で オンライン リアルタイム で使用 し,残 り1台 を

バ ッチ兼予備用 に使 ってい る。山陽新幹線の開通 に伴 いプ ッシュホンに よる音声応答装置

を利用 した,電 話予約 システム を開発 したが,そ の詳 細 を紹介す る;写 図2表1

OL74E-54

DPサ ー ビ ス,西 独

計算 セ ン タ とデー タ処 理DATEL社 のサ ー ビスの現状 と将来 〔c② 〕(G)G

DatenverarbeitungausserHaus.

MROCZEKH

C683RationBuero24〔9〕43-46('73)

;写 図5表1



1



OL74E-55

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クへの挑戦,旭 化成 情 報通 信 シ ステム"ACT"

〔c① 〕(」)J

名和小太郎

S338ビ ジ ネ ス,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 旦 〔3〕57-63('74)

旭化成の全国計算機網"ACT"に つ いての概要。通信ユーテ ィ リテ ィとして 多種 多数 の

計算機ユーザ と計算機 との間 の橋渡 しであ る。システムの構 成 と機能,開 発上の問題 点さ

らに適用業務 にふれ,今 後の拡張の方向に もふれる;写 図3表2

OL74E-56

科学技術計算,TSS

タ イ ム ・シ ェア リ ン グ ・シ ス テ ム 〔c① 〕(J)J

甲藤昭二,川 崎久生,宮 崎 こ う太郎,山 本登一,大 橋健－

F194マ シ ナ リ一 辺 〔537〕32-38('74)

神戸製作所 では昭和48年1月 タイム シェア リングシステム(TSS)を 導入 し,IBM社

TSOを ベースに技術計算 をバ ッチ処 理 で行 なっていたが,処 理 しきれず ソフ トウェアの

開発 によ り生産性 を向上 した。本稿 ではそのTSSの 導 入 目的,特 殊 な使用法,運 営管理

及び,導 入から半年 間の実績 につ いて詳述;写 図2表2参2



一



OL74E-57

発注管理,ア メリカ

計算機 による発注処理の 自動化 〔c① 〕(A)E

Fillingordersautomatically.

D463AdminManage鎚 〔2]38('74)

千万 ドルの年商 をもつ大規模 な化学会 社Herculesで は計算機 オン ・ライ ン処理 による発 注

を 自動化 して生産性 向上 に効果 をあげて いる。ここではそのシステムの概要 を,IBM370

-158計 算機IBM2260CRTデ ィスプ レイ,IBM1050端 末装置 の利用 を中心 に解 説

;写 図2

OL74E-58

販売管理,在 庫管理

販売在庫管理業務の電算処理 〔c② 〕(J)J

前田耕治

F871デ ー タ通 信 』 〔3〕83-87('74)

矢崎総業 ではB-2000を 導入 し販売管理 を行 っている。機器構成は カー トリッジ磁気 テー

プ,紙 テー プ リーダ とパ ンチ,プ リンタ,テ ンキー ボー ド,表 示部 であ る。これによ り伝

票 を発行 し納品書,日 報,た な卸表 を作成す る。一方紙テー プはテレ ックス で計算室 に送

り,IBM370/135で 売 上 計算 書,在 庫受払簿 を作成 し効果 をあげている;写 図6





OL74E-59

警察情報 システム,ア メ リカ

原 始 デ ー タ管理 〔c① 〕(A)E

Sourcedatamanagement.

ASIJASP

C830DataManage12〔4〕24-27('74)

計算機 化 した警察報告 システムTELEPHONESプ ロジェ ク トの ソフ トウェア を説明。

以前は外勤警察官が調査事項 をタイプ し,情 報担 当者が計算機 にインプ ッ トしてい たが,

この問題 点が新 システムで解決 した。 自分の報告書 を検 索す るための5つ の方法 を使用す

るこ とがで き,そ の利点は検索 な ど5つ あ り,司 法上の 自動化 システムの有 用性 を高め る

ものであ る;写 図8

OL74E-60

行 政情報 システム,デ ー タバ ンク

通商産業省の情報処理 システム 〔c① 〕(J)J

S2170M情 報 超[1〕16-21('74)

通産省 の事務近代化 の沿革か ら,今 日の コンピュー タ ・センターの組織 を解 説,行 政情報

処理 のシステムの概要 を紹介す る。特に情報交換ネ ッ トワー クシステムによ り広 く省外か

らデー タを収集,固 有事務処理か ら省外デー タバ ンクに提供,相 互補 完的に発展 じ)てきた

こ とを指適,そ の具体 的活動 につ いてふれデー タバ ンクシステムか ら政策情報 システムに

発展,現 状か ら開発計画,問 題点な ど述べ る;写 図1





OL74E-61

ミニ コ ン,イ ン ク ワ イ ア リー シ ス テ ム,在 庫 管 理

企業 内デ ー タ通信 システムDlOS-11〔c① 〕(J)J

山森 仁

F871デ ー タ 通 信fi〔4]77-82('74)

古河電工 で開発 した本 システムは企 業内でオ ンライン ・リアル タイム処理 を経済的 に行な

うこ とを 目的 としたシス テムであ る。機構 は ミニ コン,タ イプ ライ タ,デ ィス クまたは ド

ラム,端 末機 である。特徴は端末機 の操作 がや さしい,待 ち時間が短 い,安 価 な どであ る。

ソフ トウェアはCROSと 呼ぶOSが あ り,問 合せ業務や在庫 管理 な どに適 す る;写 図8

OL74E-62

貨 物 タ ー ミナ ル ・シ ス テ ム

成 田空 港 の 日航 貨物 ター ミナル シ ステム 〔c① 〕(J)J

村井九郎

G128事 務 と 経 営26〔310〕68-71('74)

成田空港 の航 空貨物 ター ミナル システムの特長 を,荷 役 と情報 システムが有機的に結 びつ

いた トー タルな ものであ ることか ら,シ ステム ・シ ミュレーシ ョンによる設計,コ ンテナ

完全 自動搬 送制御,オ ンライン ・リアルタイム処理,マ イクロフ ィルムなどの概要 を写真

と共 に紹介。 また,す べ て国産 技術 と東芝 の総合 システム技術 の結集 であるこ とを紹 介;

写 図10



'



OL74E-63

行政情報 システム,ス イス

「オ ンライ ン」 で動 くベル ン州の 交通 行政局 〔c① 〕(G)G

DasStrassenverkehrsamtdesKantonsBern.arbeitet"on-line.v7

UTZINGERM,STUCHELIW

E4921BMNachr23[218〕873-878('73)

ベ ル ンは面積 人 口ともにス イス第2の 州 であ る。 ここの交通行政局 では1961年 以来,パ ン

チカー ドシステム を導 入 してい くつか の事務処理 を行 なっていたが,業 務 の増大 のため と,

さらに 多 くの事務処理 を機機化 し迅 速化す るためにオ ンラインシステム を導 入,か 動 させ

てい る。磁気 デ ィス ク上 に5種 類 のデー タバ ンクを置 き,デ ー タの インプ ッ ト,更 新 検

索な どすべ ての処理 は,端 末のデ ィスプ レイ装 置か ら対話方式 で即時に なされ る。オペ レ

ーシ ョンの例 を多 くの図 を使 って説 明 してい る;写 図9

OL74E-64

発注管理

自動車製造業におけ る発注業務 〔c① 〕(J)J

岡村まさ拓

G392事 務 管 理L3[6〕39-44('74)

日産 自動車 ではHITAC8500を 使用 して,オ ンラインでTOPICSと 呼 ぶ購買管理 シ

ステム をか動 させ てい る。本 システムはマ ンマ シンシス セ ムで情 報 の即 時 処 理 が可 能 で

あ る。業務 は購 買請求,見 積 指示登録,契 約,工 場へ のフ ィー ドバ ックと トー タル システ

ムにな ってい る。 またオ ンラインの情報検 索が可能であ る;写 図7





OL74E-65

資材管理

機械製造業 における資材管理 システム 〔c①〕(」)J

黄色一樹,本 田洋一,奥 平康 成

G392事 務 管 理L3[6〕45-51('74)

リッカーではMELCOM-7700を 導入 してオ ンラインで資材管理 を行 ってい る。業務 は

生産 計画に基づ いて,製 造 日程 表,部 品表,在 庫管理,業 者マス タ作成,注 文書作成,OC

Rに よる納品,受 領書 の作 成な どであ る。将 来は物流管理,経 営情報 な どの トー タル シス

テム を目指 している;写 図13

OL74E-66

在庫管理,西 独

販 売部門 と倉庫 部門 を結 ぶ オ ンライ ンシス テムAEG社 の シス テム

〔c① 〕(G)G

MDTimVertriebsundLagerbereich

HARTRAMPFK,HASENBERGP

C683RationBuero2星[10〕40,43-44,49('73)

,写 図3





OL74E-67

会話 型 シス テム,受 注管理,西 独

エ ンジ=.ア リン グ会社 の受 注業務 デ ィス プレイによ る対 話方 式 の利用

〔c① 〕(G)G

Bildschirm-DialogverkehrineinemIngenieurunternehmen-dargestelltamBeispiel

derBestellvergabe.

FEUERBAUME,WITTEK

E4921BMNachr23〔218〕865-875('73)

ヘ キス トの子 会社 フ リー ドリッヒ ・ウーデ社 は,プ ラン トの設計か ら建設 までの一切 を行

なうエ ンジニア リング会社 であ る。1つ の仕事の契約高は2千 万マル クか ら2億 マ ル ク,

期間 も数年 と長期 間にわた り,仕 様変更 も多い。 こ うした複雑 な契約業務 を遂行す るため

に,同 社 ではデ ィスプレイ システム を採用 し,す べての処理 を対話方式 で行 なってい る。

インプ ッ トエ ラー を防 ぐために万全 の処置が施 されてお り,必 要 に応 じて契約書類 の形式

で,ハ ー ドコピー をアウ トプ ッ トするこ とも可能であ る;写 図19

OL74E-68

証 券 シ ス テ ム,ミ ニ コ ン

ミニ コンに よ る証 券 シ ステム 〔c① 〕(J)」

鳥羽敬また

G392事 務 管 理 超 〔5〕26-29('74)

三沢屋証 券ではTK-70を 使 い,営 業所,取 引所 に端末 を設置 しオンラインで株 式売買業

務 を行な ってい る。すなわ ち店頭 か ら売買注文 をキー ボー ドプ リンタで入力 し,注 文 ファ

イルに登録 し,売 買注文伝票 を出力す る。メ リッ トは処理が迅速にな り,サ ー ビスが強化

され,事 務 が大幅 に省 力化 された ことである;写 図4





OL74E-69

投 資 管 理,デ ー タ ベ ー ス,銀 行 シ ス テ ム,オ ラ ン グ

ROBOTに よ るオ ンライ ン ・バ ンキ ングシス テム 〔c① 〕(B)E

On-linebankingwithROBOT

B445DataprocessユS〔2〕104-106('74)

オランダ のピア ソン ・ヘ ル ドリング&ピ ア ソン銀行(PHP)が,75年 か働 を目標 に,R

OBOTを 用 いたオンライン ・バ ンキングシステム を開発 した。ROBOTは 高 レベ ルの

機種独立型言語SLANGを 用 いたデー タベ ースで,対 象は投 資管理 に絞 った。主 目標 は

投 資機能 に必要 な全デー タの最 適 な基本構成の確立 においている。ROBOTに つ いては

本誌73年9,10月 号参照;写 図2

OL74E-70

物 流 システム

貨 物追跡 を可能 に したNEKOオ ンライ ンシステム 〔c① 〕(J)J

遠藤英男

S645情 報 化 設 計A〔5〕17-25('74)

大和運輸 におけ るオンラインシステムを紹介。荷受か ら配達完 了までの輸 送状 況 を常 時は

撮 し,荷 物の流れ を管理 す る貨物追跡管理 システムで,1日 当 り5万 件 のデー タと60万 回

のフ ァイルア クセス を想定 」たシステムに なっている。 オンラインフ ァイルの中心 は常 時

33万 件の送 り状 とこれに伴 な う貨物 ステー タス を収容 し,リ アル タイムに参照 ・登録 ・更

新 で きる。サブ システム別機能 を詳説;写 図4
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OL74E-71

(階 層 的)ネ ッ トワ ー ク

階層 的 コ ン ピュー タ利 用 に よ る全 国ネ ッ トの オ ンライ ン化 〔c① 〕(J)」

新井利雄,広 田英雄,加 藤範房,小 峰政次

G110ComputerRep!4[6]44-49('74)

本 田技研では営業所,サ ー ビス工場,中 古車セ ンタなどにわた る広 く点在す る機能 を包括

す る階層的 なオ ンラインネ ッ トを開発 した。 このシステムは特定回線 と公衆 回線 を併用 し

てお り,セ ンターテレックス間 中継業務の完全 自動化,同 一伝文 の複数端末への出力,キ

ー ワー ドに よる資料取 出 し,デ ー タエ ン トリお よびインクワイア リ,な どの特長 をもって

いる。 その システムの内容 を詳述す る;写 図6表2

OL74E-72

銀行 システム,TSS

タイム シ ェア リング ・シス テムの計 画 と運営皿,金 融機 関 にお け る.TSSの 利

用動 向 〔c① 〕(J)J

斉藤正治,小 山 勲

G110ComputerRep14[4〕90-97('74)

金融機 関の情報 管理 システムの体系は きわめて大規模,複 雑 であ り,日 本の金融機 関の預

金,為 替業務 のオ ンライ ンシステムは世 界で も類 を見ない進ん だ ものであ る。 しか し,今

後の課題 としてMISやMS手 法の定着,貸 出審査 などの判断業務へ の適用 な どがあげ ら

れ,TSS利 用へ の要 請が強 い。 その必要 性 を述べ,具 体例 として太 陽神 戸銀行 のTAI

MSを 紹 介 し,TSSア ブu－ チの仕方 を考える;写 図8表1
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OL74E-73

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

旭化 成情 報通信 シス テムACTに つ いて 〔c① 〕(J)J

名和小太郎

G110ComputerRep14〔6〕39-43C74)

旭化成 におけ る全国的 な異機種 間ネ ッ トワー クACTの 第1期 開 発 の 内容 を紹 介 。この

システムは テレタイプの 自動化 を目的 として開発に着手 し,さ らにファイル伝 送に機 能 を

拡大 した。回線,通 信用計 算機,ミ ニ コンピュー タ,テ レタイプ用端末,ホ ス ト計算機 につ

いて概略 を示 し,開 発の経緯,代 替案選択の経緯,適 用業務 を述べ る;写 図2表1・

OL74E-74

会 話 型 シ ス テ ム,オ ー ダ ・エ ン ト リ

カ ンバ セー シ ョン方 式 に お け るオンライ ン ・モジ ュール構造 〔a① 〕(J)J

北野行二

G392事 務 管 理 旦 〔5〕53-64('74)

学 習 研 究 社 で はIBM370/145を 使 っ た オ ン ラ イ ン ・オ ー ダ エ ン ト リ ・シ ス テ ム を 開 発 し

た 。 デ ィ ス プ レ イ で 入 力 お よ び 問 合 せ を行 な い 出 荷 指 示 書 を プ リ ン トす る 。 本 稿 で は オ ン

ラ イ ン ・プ ロ グ ラ ム の 構 造 に つ い て,テ ー ブ ル,タ ス ク,マ ス タ フ ァ イ ル,コ ン トロ ー ル

モ ジ ュ ー ル 構 造,リ ン ケ ー ジ 方 法,ア ク セ ス 法 な ど 詳 細 に論 じ て い る;写 図10





OL74E-7ら

学校管理システム

大学 に おけ る統合 管理 システム

テム 〔c① 〕(J)J

金 沢 工業大学 の ケース(終)オ ン ライ ンシス

村本 こ う,北 村 あきら

G392事 務 管 理13〔7]85-89('74)

金沢工業大学 は本年5月 よ り総合オ ンライ ンシステムが 活動 を始め た。 その システムの紹

介,財 務/経 理情報,学 生情報,人 事情報,資 産 情報,教 育情報等主 に事務処理の面 を概

説 している';写 図6表1

OL74E-76

生産管理

小 型 コン ピュー タに よ る生 産管理 〔c① 〕(J)」

添田 修

G392事 務 管 理L3〔5〕 ■-11('74)

日本 タングステンでは昭和48年 か らHITAC8150を 導入 してデー タギャザ ーに よる実績

収 録お よび問 い合せ による工程管理,進 行 管理 を行 なっている。機器構成 は メモ リ32KB,

PTR2台,デ ィス ク,MT4台,プ リンタ,端 末3台 である。オ ンライ ン言語 はHEL

PII-0を 使 いパ ラメー タでプログラム を作成 し,エ ラー リカバ リーやバ ッチ とオ ンライ

ンの同時処理が可能 である;写 図6表1





OL74E-77

販売管理,在 庫管理

超小 型 コ ン ピュー タに よ る売上 在庫 管理 〔c① 〕(J)J

河野功二

G392事 務 管 理 旦[5〕13-19('74)

興和(株)で はTELEXで 営業所,工 場,計 算 センタを結ぶ オ ンライ ンによる売上在庫

管理 を行 な ってい る。端 末計算機 はTC500を 専 用 回線 で結 び計算 セン タで処理 している。

業務は売上伝 票の発行,メ ッセー ジ交換,在 庫 問合せ,在 庫 フ ァイル更新,在 庫表 プ リン

ト,売 上 表プ リン トなどで ある。 ダウン時の処理 とリカバ リー対策 もある;写 図7表3

OL74E-78

出荷 管理,ミ ニ コン,受 注管理

ミニ コンによ る受 注 出荷処理 〔c① 〕(J)J

木下 建

G392事 務 管 理13〔5〕20-25('74)

森永乳業ではOKITAC4300Cを 使 い出荷 業務 をオンラインで行なってい る。機 器構 成

はメモ リ28KW,デ ィス ク⑤LP,PTR,PTPで 端末 はマー クシー トで注文伝票 を入

力 し,出 荷伝 票がプ リン トされる。 回線速度 は200BPSで あ る。 この結果受 注作業 が簡

素化 され,デ ー タ ミスが少 な くなった;写 図6





OL74E-79

受注管理,西 独

注文の オ ンライ ン登録 〔c① 〕(G)G

Auftragserfassungon_line.

PITZG.RUMMELM

D953SiemensDataRept _旦 〔2〕18-20('74)

注文 の迅速 な登録お よび処理 は,ど ん な市場 に とって も大切 な ものであ る。特 に注文が非

常に多い場合 や,個 々の注文 の価値が低 い場合 は大切 であ る。著者は,注 文 の登録 ・処理

に関 しての計算機 の応用 について報告 し,B.BraunMelsungenAGの 例 を示す;写 図10





分 類F

画 像 通 信

(画 像,映 像 の伝 送 に関 す る もの)
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OL74F-1

画像伝送,ホ ログラフィー

伝 達 現象 と しての ホ ログ ラ フィー過 程 〔c② 〕(G)G

DerholografischeProzessals亡lbertragungsvorgang.

LENKH

B203BildTon27[4〕103-108('74)

情報伝達媒体 としてのホ ログラフィーの性格 を解 説 した。ホログラフ ィー は電気信号 と類

似 の考 え方 で情報伝達,記 録,情 報処理媒体 としての利用が考 え られて いる。 ホログラフ

ィー では光 が感光 材料に入射 す る前に参照光 と干 渉 させ て波動 を コー ド化す る点が特徴 を

な してい る。 ホログラフ ィーにお いては記録材料の伝達特性が画像の性質に対 して決定的

重要性 をもち,材 料の処理 が これに影響 を与 える;写 図11

OL74F-2

静止画像伝送

静止画放送 新 しい情報および教育放送のシステム 〔a① 〕(A)E

Still-picturebroadcasting-Anewinformationalandinstructionalbroadcastingsystem.

ANDOH,YAMANEH

H3671EEETransBroadcasting19[3]68-76('73)

情報サー ビスや教有用に要求 される広大 な伝送能力 を満 たすために,音 つ きの静止画 を用

いた新 しい放送 システムが提案 されている。 この論文 では,番 組 の タイプの分類や伝 送信

号 の特徴,特 に多 くの音声信号 を効 果的 に取 り扱 う方法 を含 む基本 的な考 え方,プ ログラ

ムの 多重伝 送 を研究す るために開発 され たパ イロ ッ トシステムについて述べ る;写 図17

参5





OL74F-3

画 像 処 理,シ ミ ュ レ ー タ

画 像情 報処 理 システム用 リアル タイム シ ミュ レー タ 〔c① 〕(A)E

Areal・timesimulatorforimagedatasystems .

WACHTERW,ROGAINISA

D943ProcSocPhoto-OptInstrEngrs3239-42('73)

米国の ボー イング社 が開発 した室 内研究用の リアルタイムシ ミュ レー タについて述べ てい

る。 これに よ り各々のサ ブ シス テムや端 末間の性能の研 究が可能 にな る。 この装 置には,

各種セ ンサ,光 学系,機 体 の連動 情報,デ ー タ符号器,300Mb/sの 通信 チ ャネル,.地 上管

制 情報,リ アルタイムデ ィスプ レイ,ハ ー ドコピー画像 出力装置 な どが含 まれてい る;写

図3

OL74F-4

画像伝送,画 像 監視 モニ タ

動的な画像監視 〔c① 〕(A)E

Dynamicgraphicmonitor.

RILEYRL,STANTONWC,WILLIAMSJE

E2921BMTechDisclosureBull16[6〕1874-1875('73)

画像 プロ グラムに対 して,遠 隔地 で動 的に画像監視す る方式が提示 されている。互 いに異

な る場所 で画像監視装置 に面 してい る二人の使用者は,同 じ画像 を見 るこ とが できる。画

像 は一方の場所 で入力 され,一 方 向伝送 で他方 に送 られ る。画像が送 られ た側の使用者か

らのブイー ドバ ックは,電 話 を通 じて音声 で行 なわれ る。遠隔監視 装置 を必要 とす る画像

応用 プログラムは作 り換 え られ各画面 に対す る画像 命令 の写 しを生 み 出す。応用 プロ グラ

ムは各画面の順 番号等 を指 定す るが,転 送 プログラムは,こ れ と一 定間隔 でデー タを監視

し各時間に次の優先 度順 番号 を持つ デー タを見出 し,転 送す る;写 図1





OL74F-5

遠 隔 診 断,閉 回 路TV,テ レ メ ー タ リ ン グ

遠隔診断一通信技術の新 しい応用 〔b〕(A)E

Telemedicine:Newapplicationofcommunicationstechnology.

HOLZERWH

C2391EEETransCommun22[5〕685-688('74)

遠隔診断 どは長 距離間 を通信,実 際 には閉 回路 テレビジ ョン とテ レ メ トリを使 って 実際

に診断す る ことで ある。2ウ エ イテ レビに よって,遠 隔地の患者に視覚的 に医者 と患者 の

関係 を結 ぶ。 また,診 断用の電子セ ンサ と身体機能変換器 によって,患 者 の生 の信号 をテ

レメ トリで送 って くる。 この システムで技術 的にむつ か しいこ とは,テ レビにおいては両

者の明 るさの調 整 で,こ れによって解像度,鮮 明度,深 度が影 響す る。 また,テ レ メ トリ

においてはアナ ロ グデー タを送 ることで,診 断に必要 とする生理的 ・身体 的信号 を送 るた

めに帯域 幅 とダイナ ミックレンジを必要 とす る;写 図2参5

OL74F-6

医療 システム,テ レビ電 話

医 用 デー タ伝 送 にお け る ピクチ ャーホ ーンの 性能 〔a① 〕(A)E

Theperformanceofpicturephonesystemsintransmittingmedicaldata.

STOCKBRIDGECD

D943ProcSocPhoto-OptInstrEngrs359-16('73)

ベ ル研 で開発 されたTV電 話の解説 とこれ を医用 に使用す る例 をあげた。 ピクチャーホー

ンは帯域幅1MHz,毎 秒係数約30枚,有 効 走査線数255本,2:1イ ンター レスで1inシ

リコンビジ コンを使 用 し,レ ンズ しぼ りと利得 を自動制御 している。応用例 としてX線 写

真,顕 微鏡像,心 電図 などの伝送についてふれたが,TV電 話 その ものの解像 力が十分 で

ないので拡大,光 学的 フ ィルタ リングに よ り,被 写体 に応 じた使 い方が必要 とされ る;写

図9参3





OL74F-7

TICCIT,CATV,CAI

会話 形CATVシ ステム(TlCCIT)〔c① 〕(A)E

Interactivecablesystem(TICCIT).

STETTENK

D200DrexelLibrQuart9〔1/2]99-105('73)

MITRE社 のTICCIT(Time-Shared,Interactive,Computer-Controlled,Information

Television)シ ス テ ム は,家 庭 のTVセ ッ トで 受 像 で き,デ マ ン ドサ ー ビ ス を行 な い,従 来

の 教 育TVに 代 わ り,各 個 人 に 対 してCAIと か,大 学 に 出 席 す る こ と な く家 庭 に お い て

受 講 す る 可 能 性 を示 唆 す る も の で あ る;参2

OL74F-8

リ モ ー ト ・セ ン シ ン グ,写 真 デ ー タ,ERTS

人工衛星による資源探査 データ処理 システム 〔c② 〕(C)E

Theviewfrom"space".

E834CanDatasyst5〔9〕38-40('73)

カナ ダ遠隔探査 セ ンタに よって開発 された,NASAに よ り打 ち上 げ られた地質資源探査

技術衛星(ERTS)か らの,写 真デー タ処理 システムの概 説。デ ィジタル処理 に はDE

C-10シ ス テム を2台 用い,ア ナ ログー デ ィジタル変換 には影像処理 システム(IPS)

をオンラインで結んだ。 ソフ トウェアにははん用TSS(GPTS)を 使 用;写 図3
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分 類G

情 報 検 』索

(オ ン ラ イ ン情 報検 索 に関 す るもの)



'



OL74G-・ 一・1

IR,毒 物情報

製品の事故 毒物管理 センターはいかにFDAの 情報源 を使用 しているか

〔c① 〕(A)E

Productaccidents.HowthepoisonControlCentersuseFDA'sourcesforinforma・

tion.

JENSENMW

B400DrugCosmetInd113〔6〕58,64,131,132('73)

FDAと 米国内の毒物管理 セン ター の間に現在設置 されているパ イ ロッ トプロ グラムは,

毒物 に よる危険な症状 を治療す る際に迅速かつ最新 の情報 を病 院や 医師に提供す るこ とが

で きる。プ ログラムは,毒 物管理 セン ター の中核 であるNationalClearinghouseか ら各

セン ターの視覚 デ ィスプ レイ端 末に連結 している。 オンラインシステムは,FDAに おけ

るIBMシ ステム/370モ デル155に ベー ス を置 く。 インデ ックスカー ドは,各 製品毎 に作成

し,成 分,濃 度,致 死量,徴 候,中 毒 の場合 の処置 を記録 してある。商標名 のつづ りの間

違 いの可能性 も考慮 してある;写 図3

OL74G-2

IR,航 空情報

航 空情 報サ ー ビス網の コ ン ピュー タに よ る文献検索 〔a① 〕(F)F

Larecherchedocumentaireparordinateurler6seaudet616informatiquespatiale.

POINCARREF

D2470ndeElec53〔5]159-162('73)

コンピュー タ化 されてい るダルムス タ ッ ドの欧州航 空文 献サー ビスセ ンタと,遠 隔サー ビ

ス電話回路網 について説明。文献数 はア メ リカ航 空宇宙学会の53万 件 を含 んで総計 約百万

件 であ る;写 図1表2
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IR,TSS

時分 割処 理 によ る対話 形 デー タベー ス検 索 シス テムlDEAS/1〔c① 〕

(J)J

斉藤 孝,鈴 木や す隆,神 日出志

F360東 芝 レ ビ ュ ー29[1〕73-78('74)

本 システム は,バ ッチ処理部 とオ ンライ ン処理部 とか ら構成 され,ハ ー ドウェア としては,

コンピュー タの標 準構成 以外に,集 団デ ィスク装置,通 信処理装置,端 末 タイプライ タな

どが必要 である。対話 のパ ター ンは指令順任意方式 を とってお り,コ マ ン ド言語 としては

多 くの特色 を もつ 。対話 の方法 を示 し,フ ァイル構 造 を紹介 した;写 図8表1参9

OL74G-4

1R,図 書 館 シ ス テ ム,1Rコ ス ト

大 きな生物医学図書館 におけるオンライン逐次刊行物管理システムIIIオ ンラ

イン処理 とバ ッチ処理の比較,お よび原価分析 〔a① 〕(A)E

On・lineserialscontrolsysteminalargebiomedicallibrary.IIIComparisonofon・

lineandbatchoperationsandcostanalysis.

FAYOLLATJ

A274JAmSocInformSci24[2〕80-86('73)

カ リフォルニア大学(ロ スア ンゼルス)の 生 物 医学 図 書館 に新 た に導 入 した逐次刊行物

のオ ンライン管理 システム を,従 来行 なわれていたバ ッチ処理 システムおよびマニ ュアル

処理 と比較 した。パー フォー マンス,利 用者の満 足度,お よび コス トの面か ら評価 し,こ

れ らの観点か ら見て オンラインシステム処 理が最 も優 れているこ とを示 した。オン ライン

相互作用 システムにお いては,1つ の ター ミナル を多 目的に用 いる得 るター ミナル指 向 シ

ステム をとるため,コ ス トが著 しく節約 され る;写 図2参8
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IR,特 許 情 報,ソ 連

集中検索基地 における需要者への情報サー ビス機構の問題 〔c① 〕(R)R

npo6刀euuopraKM3auHHuHφopMauKoHHoroo6c.nyM〈9BaH朋noTpe6qTe五e只Ha6a3eueHrpa.乃K303aHH・

oronoHCKa.

BOPKCOBBK

R277BonpN306peTaTe』bcT3a〔11]36-39('73)

特許事情の変化 と特許情報処理局面の拡大は,需 要者への情報サービスの様式 と形態の改

善 を喚起 していると前提 し,そ の需要者の基本グループを3区 分 して,ソ 連特許情報サー

ビス組織の方向を述べ,全 ソ特許情報研究所によって行なわれている,集 中検索基地にお

ける部門と地域の科学技術情報機関の情報サービス課題を中心に取扱 う。

OL74G-6

IR,石 油情報

石油産業のための協 同情報蓄積 ・検索 システム 〔a①〕(A)E

Acooperativeinformationstorageandretrievalsystemforthepetroleumindustry.

MARTINEZSJ

A294JChemDoc13[2〕59-65('73)

1961年1月 か ら石 油 産 業 の 協 力 に よ り石 油 の 探 索,開 発,産 出 に 関 す る 情 報 蓄 積 検 索 サ ・-T－

ビ ス と し てPetroleumAbstractsが 刊 行 され た 。 週 刊,1961年 に は10,488件,1971年 に は

16,924件 を収 録 。 当 初,検 索 は 分 類 に よ る 主 題 カ ー ドフ ァ イ ル に よ っ て な さ れ た が,1965

年 か ら シ ソ ー ラ ス に よ っ て 管 理 さ れ た 語 い に よ りABC順 主 題 索 引 が 作 られ,一 方 ダ イ レ

ク トア ク セ ス 計 算 機 に よ る 検 索 シ ス テ ムPASSが 開 発 の 途 上 に あ る 。 こ の シ ス テ ム は,

Xeroxシ グ マ ー6計 算 機 を 用 い て い る 。 冊 子 体 索 引,機 械 検 索 の 例 を 図 示;写 図5参5
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IR,会 話 型 シ ス テ ム,ソ 連

"エ レク トロー72"展 示 会 におけ る自動 レフ ァレンスサ ー ビス 〔c② 〕(R)R

ABToMaTHqecKaAcnpaBoqHa只cAy>K6aHaBblcTaBKe"3』eKTpo-72".

KPAレITMAHEn,PyM㎜ レICKHレlBJI,八HHMAH刀JI,qEPHEHKOAA

R187HaygH・TexHレ1HφopMCepI[11〕23-24('73)

標記展示会 の概況,と くに中央電子計算機 と端末装 置 との連結 に よる対話型情報検索サー

ビスのデ モンス トレー シ ョン,階 層分類 の順次使 用に よる情報検 索の利用 の諸 問題 につ い

て述べ る。

OL74G-8

IR,会 話 型 シ ス テ ム,

対話 式 ドキ ュメ ンテー シ ョンシス テム におけ る検 索 プ ロフ ァイルの まとめ方1

事例 〔a① 〕(G)G

DieAbrundungvonFragenineinemDialog・Dokumentations・system,eineFallgeschichte.

STEINACKERI

A297NachrDok24[4/5]192-196('73)

自動情報 検索 システムの効率,と くに〈 もれ〉お よびく ノイズ〉の問題 につ いてはす でに

多 くの研 究があ るが,こ の種 の研究 の大 多数の ものは,1,000件 程 度 の文 献 といった小規

模 の集合 に基づ き行 なわれ てお り,そ の点に問題が ある。 こ うした点か ら会話 シス テムR

ECON(REmoteCONsole)に よ り,ESRO(EuropeanSpaceDocumentation)の 航 空

宇宙関係文献サ ー ビスで行 なわれ た大型実験 を紹介。 ここではデ ィス ク リプタ16,000語 を

有す るキー ワー ド集 を用 いて システム を管理 している;写 図3参7
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IR,SOLAR,会 話 型 シ ス テ ム

SOLAR蓄 積 お よび オ ンラ イン 自動 検索 シス テム 〔a① 〕(A)E

SOLARAstorageandon-lineautomaticretrievalsystem.

MITCHELLPC,RICKMANJT,WALDENWE

A274JAmSocInformSci24[5〕347-358('73)

ワシン トン州 立大学 で実行 されて いる相互 応答可能 な蓄積 およびオ ンライ ン自動検 索 シス

テムであ るSOLARの 紹介。 これは=連続的に一般 目的の演算状態 で仕事 を一 緒に処理 す

ることがで きる。抄録 の探 索にお いては,文 献抄録が探索者の リクエス トに対 し,相 互応 .

答に よるオン ライ ンで調査 され,オ フライ ンで印刷 され る。 また,デ ー タベー ス と索引法,

お よび システムの構造 と実施 につ いて説明 され,相 互応答 による探索 に際 して,同 時に37

のデー タベー ス と多数 の利用者 を維持す ることが できるとされ てい る;写 図8参22

■
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IR,会 話 型 シ ス テ ム,ソ フ トウ ェ ア

対話型質疑応 答システムの ための指令順任意 と指令順固定方式記述言語 プロセ

ッサの開発 と評価 〔a① 〕(J)J

斉藤 孝,松 本義秀,大 木令子,鈴 木やす隆,神 日出志(東 京芝浦電気 ・電算機 システム

技術部)

S306情 報科学技研集会 発表論 集[10〕171-184('74)

対話型文献デー タベー ス検 索 システムであるIDEASの2種 類の タイプの違 った言語D

ML(DataManipulationLanguage)とQCL(QueryCommandLanguage)を 紹介 し,

それ によった質疑応答の実例 を示 した。DMLは 指令順 固定型 であ って主題プ ロファイル

や探索手順 の定義 を記述 で き,QCLは 相互作用 によった発見的探索 に向 く指令順任意型

の言語であ る;写 図4表2参6
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IR,フ ァ イ ル

100万 タイ トル を収録 す るオ ンラ イン 目録 の フ ァイル構 成 〔a① 〕(A)E

Filestructureforanon・linecatalogofonemilliontitles.

DIMSDALEJ 、J,HEAPSHS

D688JLibraryAutomn6〔1]37-55('73)

オンライ ン目録 ではファイルが大 きくなるので,な るべ くコンパ ク トな形 でデー タをス ト

アす る必要 がある。100万 タイ トル で,2～5億 字 に達す るので,7～16デ ィス クパ ックが

必要 になる。ここに示す ファイル はシー ケンシャル な書誌ファイル と,サ ーチ キー用 のイ

ンバー デ ッ ドファイルか ら構成 され た複合方式 ファイルである。すべ ての キー はハ ッシュ

テー ブル を用 いたハ ッシュア ドレス方式 によ り,目 録 ファイルの インデ ックス を高速 でサ

ーチす る
。 テキス トも圧 縮す る方式 を採用 し,書 名 中の語 を圧縮 しただけ でデ ィス クの コ

ス トを70%近 く節約 できる;写 図3表2参44

OL74G-12

IR,メ タ 言 語,図 書 館 シ ス テ ム,ポ ー ラ ン ド

科学 ・技 術 ・経 済研 究の ための 情報 シス テム 〔c① 〕(P。1)P。1

Pr6baokreSleniakrajowegosystemuinformacyinegobadafinaukowo・technicznychi

ekonomicznych.

DWORNIKH,MLODOZENIECWM

B782AktualneProblInformiDok18[5〕3-11('73)

特定分野の情報 システム間 に存在す るコ ミュニ ケー シ ョンの問題 をメタ言語 によ り,情 報

言語 の意味性 を強め るよ うなや り方で解決す る方法 を提示。一次文献 の迅速 な検索 に要す

るコス トを低 くす る方法は,情 報源 を地域お よび国立の 多 くの図書館 に分散 地方化 させ る

こ とであ る。全国的な情報 システムの課 題は この システムの必要性 を生産者 のニー ズに合

わせ るべ く強調す ることにあ る;参15
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IR,科 学 技術情報

科学技術文献の機械検索 〔c①〕(J)J

内田尚子

F930数 理 科 学12[3]5-10('74)

文献検 索の 目的,現 代 の必要性 な どを要約後,具 体的 システムにつ いて解説 した。文献 の

蓄積(デ ー タベー スの作 成),質 問式の作成, .探索,検 索結果 の出力などシス テムの仕組,

検索結果 の評価,適 合率 と再現率,利 用者の満足度 など文献検索 の効 率 を大別 して説 明 し

た。JICSTオ ンラインIRシ ステムの事 例 を示 した;写 図4

OL74G-14

IR,MEDLARS,MEDLINE

生物 医学 文 献の総合 情 報検索 システム ーMEDLARS,MEDLlNE

J－
〔c①〕(J)

野添あつたけ

F930数 理 科 学12[3]11-15('74)

米 国におけ る国立医学図書館 を中心 とす るシステム を紹介 した。MEDLARSの デー タ

ベー ス,イ ンデ クサ,出 力 フォーマ ッ トな どを解説 した。MEDLARSを オンライン化

したMEDLINEの 機能,用 法 を述べ応答例 を示 した。 トー タル ・オンライン化 の全ぼ

うを説明 した;写 図4参2



●
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IR,Ringdoc,医 学 情 報

Ringd。cそ の 後 〔c① 〕(J)J

武 田敬－

F930数 理 科 学12[3〕16-22('74)

医学文献検索 システムRingdocの 機械 検 索 を中心に紹介 した。発足以来10年 間で対象誌236

誌 か ら361誌 に増大 したが,発 行抄録数 は減 少 した。ケ ミアブ との抄 録数比較 を示 した。採

用雑誌の変化 を著 しく減少 した もの と,著 し く増大 した もの とに分 類 して示 した。検索の

問題 点,検 索速度,今 後の方 向 を述べ た;写 図4表3

OL74G-16

IR,デ ー タベ ー ス

情報検 索 とデー タベ ース ・シス テムSTAlRSの 例 を中心 と して 〔c① 〕

(J)J

為近信男

F930数 理 科 学12[3〕60-65('74)

計算機利用 の要求が高度化 され るにつれてデータベース ・システムの活用が 注 目されてい

る。 ここではIBMの 情報検 索プ ログラム,STAIRS(ス トレジ ・ア ン ド・イ ンフォ

メー ション ・リトリーバル ・システム)の 機能 を引用 してデー タベ ー スの各種要素,機 能

を解 説 した。検索,対 話機能 に言及 した;写 図2表6参5



一
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IR,コ ン テ ン ツ ・ア ナ リ シ ス

連想 と検索 〔c① 〕(J)J

長尾 真

F930数 理 科 学12[3]77-80('74)

計算機の補 助記憶装置 の増 大,通 信 回線 の応用開発に よ り大規模 な情報 検索 シス テムが普

及 しつつあ る。 ここではMEDLARS,MeSH,ERICな どを中心 に最近の検索 シ ス

テムの構造,機 能 を解説 し問題 点 を提示 した。今 後の方向 として コンテ ンツ ・アナ リシス

に言及 した。計算機能力 の限界 を述べ た;写 図1

OL74G-18

IR,TSS,会 話 型 シ ス テ ム

時分割処理による対話型文献検索システムlDEAS/1〔c① 〕(J)J

斉藤 孝

F392情 報 管 理16〔11〕874-881('74)

文献検索 システムの 多 くは専用計算機 を使用す るか,特 定時間 を貸切 った使用形態 であ る

が東京芝浦電気㈱ が開発 した,本 システムははん用計算機 を使 い時分割処理 によ り他 の ジ

ョブに影響 をか けな い設計 で,次 の条件 を目標 に計算機上 にインプ リメン トした一ワー ク

ファイル を使用 しない,他 の無関係 のジ ョブ とマルチ処理可能,複 数 のIDEAS/1が 同

時に時 分割 に走 る,コ アサ イズ8kW以 内,応 答3秒 以 内。各種 コマ ン ドを説明 したのち,

CRTデ ィスプレイ装 置 を利用 した対話例 を抜す い した。本 シス テムのハー ドウェア とソ

フ トウェアを示 したの ち,デ ー タベース ファイルの生成 と構造,探 索動作 を概 略説明 した

;写 図15表1参10
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IR,IRコ ス ト

研 究助成 に関 す る情報検 索 および 出版サ ー ビスの低 コス トでの効率 的運 営

〔a③〕(A)E

Theretrievalandpublicationofgrantsinformationimprovedsevicesatminimalcost.

KULINJS

H235ProcAmSocInformSci10118-119('73)

私 立の財 団か らの研究助成 に関す る情報検索サー ビス ・システムについて述べ た。従 来は,

隔月で1,500件 ほ どのデー タをマ ニュアル,カ ー ド方式 で処理 してお り,リ ス ト作成 と簡単

な集計 をして いたが,索 引は人手の関係 で手がつけ られなか った。 この シス テムを計 算機,

ベー スに移行 した ところ,以 前 の約半額 で,従 来 よ り速やかに検 索や リス ト作成が で きる

ようにな り,従 来不可能 だった各種の統計処理や,複 雑 な索引の利用が できるよ うにな っ

た。 このシステム は,オ ンラインお よびバ ッチ処理 のいずれ も可能であ り,検 索時間 は少

少遅 いが,使 用法 も簡単 で,経 済的な システムであ る;参1

OL74G-20

IR

専門分 野指 向 プ ログラ ミン グシステ ム(SOPS),自 動情 報 ドキ ュメ ンテ ーシ

ョンシス テム(AlDOS)を 用 い た情 報検 索 〔c① 〕(EG)G

InformationswiederfindungimSOPSAIDOS.

KERSTENI

A2861nformatik21[1〕24-29('74)

SOPS,AIDOSを 用いた文書 と事項 の検索 について論述。主 な情報検索方式 は3種

あ り,バ ッチ処理 におけ るそ及検索,選 択 的情報提供 お よび会話型検索 である。質 問の公

式化 お よび探索過程 の基本 的流れ を説 明。探索特性,比 較操作の記述,部 分的 および案 内

的な比較,な らび に シソー ラスお よび文章論 の構造 の適用 による,探 索結果に与 える影 響

の関連 について特 に記述;写 図6参3





OL74G-21

IR

SHARP船 舶部門図書館機械化の経験 〔c①〕(A)E

SHARPExperiencesinlibraryautomation.

SMITHRC

A299SpecLibr65〔2]61-65('74)

SHARP(船 舶 資料分 析検索 プ ログラム)は 米軍船舶局 技術図書館 で行 なってい る計算

機資料処理 である。1966年 海軍省の改組 に ともない図書館 は科学 ドキュメンテー ション部

に移 り,機 械処理 を始め た。現在281,000点 の報告 類があ り,う ち42,000はSHARPの デ

ー タバ ンクに入 ってい る
。IBM7090と1401が それ ぞれデー タ ・プロセ ス とプ リン トーフ

ァイル ーコピ一一に使用 され る。SHARPは さらに改善 され,SDIを 採 用。1972年 に

は抄 録,73年 には会話型検 索の システム を含 むよ うになった。現在,年 間3,500タ イ トル

を追加 して いるが,作 業 は図書館員2,情 報専 門員1,そ の他1で 行 なってい る;表1

参8

OL74G-22

IR,会 話型 システム

ADMlRE補 助的ディスプレイによる適応性 をもたせ た文献検索システム

の研 究 〔a③ 〕(A)E

ADMIRE-Astudyofanadaptabledocumentretrievalsystemwithassistivedisplays.

SEASTROMDE,THOMPSONDA

H235ProcAmSocInformSci10207-208('73)

ス タ ン フ ォ ー ド大 学 の 産 業 工 学 生 物 工 学 実 験 室 に お い て,ユ ー ザ が 適 切 な 文 献 を 検 索 す る

ま で の サ ー チ 時 間 が,シ ス テ ム の 有 効 性 を示 す と い う仮 説 に も とつ い て,ユ ー ザ と シ ス テ

ム と の イ ン タ ー フ ェ イ ス の 問 題 を 研 究 し て き た 。MEDLARSの デ ー タベ ー ス を 使 用 し,

AdageAGT30グ ラ フ ィ ッ ク デ ィ ス プ レ イ で,階 層 的 に キ ー ワ ー ドを 画 面 に 表 示 す る 。 こ

のADMIRE(AdaptiveDecision・MakerinanInformationRetrieva1Environment)予

備 実 験 で は,20%サ ー チ 時 間 を 短 縮 で き た;写 図4参3





OL74G-23

IR

広 域 即時検 索 シス テム技術(FlRST)の 現状 〔a③ 〕(A)E

Stateoftheartinfastinteractiveretrievalsystemtechnology(FIRST).

LANDAURM

H235ProcAmSocInformSci10120-121('73)

近年 発達 しつつあ る,オ ンライン情報検索 システムにつ き,そ の技術 的,社 会的背景か ら,

その現 状 と将来につ いて述べ た。意思決定の ためには,多 くの情報 の中か ら必要 な情報 を

選択 しなければ ならないが,ま す ます増加 しつつある膨大 な情報に対処す るため には,従

来の情 報選 択の方法 では限 界が あ り,オ ンライン方式 による検索に よるほか はない。最近,

情報検 索や 計算機関係の技術 は長 足の進歩 を とげてお り,オ ンラ イ ン情報検索 も,安 価 で

使いや すい ものに なって きつつ ある。

OL74G-24

IR,書 誌情 報

BALLOTSの 基礎 にな ってい るフ ァイル ソフ トウェア 〔a③ 〕(A)E

ThefilesoftwarebehindBALLOTS.

ROTHNM

H235ProcAmSocInformSci10201-202('73)

ス タンフォー ド大学のTSSに よる書誌 デー タオー トメー ションシステムは,13フ ァイル

におけ る300の デー タエ レメン トで構成 されている。大学 の情報処理 セ ンタを使用 し,ソ

フ トウ ェアはBALLOTと 姉妹 関係に あるはん用IRシ ステムSPIRESと,共 用 し

ている部分 がかな りある。BALLOTSの プログラムで行 な うの は,読 み取 り,フ ォー

マ ッ ト化 したデ ィス プレイ,デ ー タユニ ッ トの取扱いな どの部分 であ る。 フ ァイルに リン

クして,共 通 の個 人著者,書 名,団 体著者/会 議名,フ ァイル登録用の イ ンデ ックスが ある。

サー チはデ ィスプ レイで非常 に簡単 に行 なえる;参3





OL74G-25

IR,分 析手法情報

分析 手 法情 報セ ンタの運営(film)〔c① 〕(A)E

OperationoftheAnalyticalmethodologyinformationcenter.

LITTLERL,DARBYRL

PB221491162p('73)

水上 お よび海洋の環境 に関す る分析方 法についての情報 を収集,処 理,伝 達す ることを目

的 として設立 された,分 析手法情報 セ ンタの,全 面 的な操業第1年 目の詳報 。セ ンタの主

な活動は,広 範な収集計画,1か 月当 り約200項 目の抄録 ・索引の作成,水 資源科学情報 セ

ンタへの抄録提供,オ ンライ ン情報/デ ー タベ ースの維持,特 別貸 出 しと複写サ ー ビス,迅

速応答調査サー ビスであ る。毒|生に関す るデー タが加 えられて このデー タベ ースの価値 は

増加 した。セ ンタの継続 的な運営 についての勧告 も述べ る。

OL74G-26

IR,図 書館 シス テム

オハイオ大学図書館セ ンタ 〔c① 〕(A)E

TheOhioCollegeLibraryCenter.

HOPKINSJ

A894LibrResourcesTechServ17[3]308-319('73)

オハ イオ大学 図書館セ ンタ(OCLC)は 地 区図書館ネー トワー クの一環 であ り,1971年

よ りオンラインによる目録 シス テムを採用 している。 ここか ら53の メンバー館 におか れて

いるオンライン ・ター ミナル を使用 し,目 録 を送付 しているが,セ ンタでは1972年 前半 に

50万 件の 目録が とられ,340万 枚 の 目録 カー ドが作成 された。 これ らの カー ドはそれぞれ

の メンバー館 の要求に合 うよ うに,個 々に選択 され送 られてい る;参2





O{_74G-27

IR

工場,企 業 お よび地域 に対 す る自動情 報処 理 ・検 索シス テムCSAR-SOLlD

〔a① 〕(Hol)E

Anautomaticinformationprocessing/retrievalsystemforfactories,corporations,and

regions.

MAINEPAD,O'KANEKC,ROTWITTTJr

D850ManageInform2〔6]251-264('73)

計算機 による情報検索 お よび処 理 システムにつ いて述べ る。 これは現在部分的 に導入 され

かつ運営 されている もので,こ の システムの特徴は,高 速かつ低 コス トであるこ と,機 密

性,情 報 の独立性,質 問系の独立 などであ る。ここでは,こ のシステムの機能,ユ ーザ の

要求,さ らに システムの企画,中 央装 置の構 成システムの応用につ いて述べ る;写 図8

参28

OL74G-28

IR,科 学 技術情報

JlCSTの 次期電算機 システムにおける文献速報等の改善 〔c①〕(J)J

稲葉安養子

F392情 報 管 理17[1〕11-19('74)

JICSTは 新 たな情報 サー ビスに対応 させ るべ く従来 の計算機 を新 型の計算機 に置 き換

えた。 ここではその経緯 と新 システムの 目的 をまず述べたの ち,新 システムに よる情報サ
ぐ一 ビス計画 を紹介 した

。国 際的な二次情報の標準化 に対応す るための 「理工 学文献 フ ァイ

ル」のデー タ要素 の変更 と新 しい提供用磁気テー プデー タフォーマ ッ トを示 した。検 索用

文献フ ァイルの主題検 索能 力 を向上 させ る方策 として,理 工学全分野 をカバーす るはん用

分類 とはん用 シソー ラスの 利用計画 を説明。最後 に新 システムに よる文 献検索サー ビス と

してSDIは バ ッチ方 式 で,そ 及検索はバ ッチ方式 とオンライン方式で行 な うことを述べ

た;写 図4表4参3



ノ
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IR,科 学技術情報

技術情報検索システムの考察 〔c② 〕(J)J

湯本 守

G392事 務 管 理13[7〕19-22('74)

各種 の情報 検索 システム とファイル を調査 し使 用す る際に注意すべ きことを解 説。最後に

計算機IRの 展望 と して,電 話 回線に よるター ミナル を個 人が利用 し,大 型機 につ なが り,

適 当な コス トで カラーデ ィスプ レイとCAIな ど可能 な グラフィックができれば,理 想で

あるとして いる;写 図4参7

OL74G-30

IR,書 誌 情 報,IRコ ス ト

オンライン情報検索の新時代 その費用便益の評価 〔a③〕(A)E

Theneweraofon・lineinformationretrieval:Evaluationofitscostsandbenefits.

Aprofessionalimperative.

RADWINMS

H235ProcAmSocInformSci10191-192('73)

オ ンライ ン書誌情 報検 索サー ビスの利用が高 ま り,多 くのデー タベ ー スのオ ンライ ンそ及

検索 が可能 にな った。技術 的改善 によ りオンラインシステムの関連 コス トも急速に減少 し

つつ あ り,デ ー タ通信 における高度の ネ ッ トワー クは地理的入手性 を広めてい る。米国の

生産1生増大率 が下 降 し,技 術 の優勢が狭 ま りつつ ある時に,情 報検 索の重要 さ,利 用 は過

去 における よ りも増大す るであろ う。 これ らの新 しいツールは,情 報 によって仕事 をして

いる人達 の生産1生,成 功,職 務満足度などを高揚す ることがで きる;参3





OL74G-31

IR,MEDLARS,MEDLINE

MEDLARSII,MEDLlNEの 概 要 〔c① 〕(J)J

川野 これ二,す 訪秀策

F392情 報 管 理16[12]939-951('74)

MEDLARSIIは 従来 のMEDLARSを レベルア ップ したシステムで,近 い将来実用

化 され る見込 みである。MEDLINEはMEDLARSの オンライ ンシステムである。

本文は両者 の概要 を述べ た。 まずMEDLARSIIの 開発現況 に触 れたのち,計 算機 シス

テムの内容,メ ジャーデ ィス ク リプ タとマイナーデ ィス クリプタに大別 される用語の解説,

Mappi㎎ と称す る入力用語 の 自動変換機能 を述べ,旧 システムよ り変更 となった索引記述

方法 を解 説。次にMEDLINEの 特徴 と歴 史的発展過程 に触れ たのち,デ ー タベー スの

名称 と概要,検 索方法 とフ ァイル構 成な どを述べ た;写 図6表8

OL74G-32

IR

オ ンライ ン情 報検 索 シ ス テムSuRVlVAL〔c① 〕(J)J

奥田好郎,平 山栄－

G392事 務 管 理13[7〕31-46('74)

四国電 力で開発 したオンライ ン情報検 索システムの紹介,こ のSURVIVALシ ステム

は,1)処 理速度の短縮,2)効 果 的な対話方式 をすすめ る,3)検 索用 ファイルの作成

および更新が簡単に できるこ と,4)ど んなアプ リケー シ ョンに も応用 できるこ と,の4

つ の特徴 をもって いる;写 図20表2



つ
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IR,MIS,デ ー タ ベ ー ス

デー タベ ー ス によ るオ ンライ ン情報検 索 システム"DlARl"〔c①1(J)J

G392事 務 管 理13〔7]47-53('74)

三 び し銀行 の情報検 索システムDIARIの 紹介 。最近 の銀行 の管理,企 画部 門の 多面的,

総合 的 な判 断のツール として開発 された システムで,MISを 支 える総合的 デー タベー ス

シス テム であ る;写 図17表1

、

OL74G-34

IR,マ イ ク ロ フ ィ ル ム ・シ ス テ ム

計算機 一マイクロフィルム総合情報 システムのマルチター ミナル 自動ランダム

ア クセスの利益 〔a③ 〕(A)E

Benefitsofmulti-terminalfastautomaticrandomaccesstointegratedcomputer&mi・

crofilminformation.

MERWINRL

H235ProcAmSocInformSci10149-150('73)

CRT計 算機 ター ミナル と自動マ イクロフ ィルムセ レクタを結合 させ た,オ ンライ ン情報

システム を開発 した。マ イ クロフ ィルムデー タ蓄積のための機器 と,CRT計 算機 ター ミ

ナ ルに よるア クセ スは,デ ィス クファイル による同量の文字数値情報 の蓄積 と検 索に比 し,

約%も 安価 に なる。 このマ イ クロフィルム システムは,利 用者 に グラフ ィカルなデ ィスプ

レイ を行 な うこ とが できる。 また,こ の システムは,大 親親 な1個 のマイ クロフ ィッシュ

デー タベー ス と,マ イクロフィ ッシュセ レクタシステムによ り,64の オペ レー タステー シ

ョンにオ ンライン接続 している;写 図4





OL74G-35

IR,MEDdoc,医 薬 品 情 報

MEDd。cLilly社 製医薬品 に関す る刊行物の医学情報検索 〔a③ 〕(A)E

MEDdoc:AmedicaldocumentationserviceforpublishedinformationonLilly

pharmaceuticals.

MARKOWITZT,BROWNWF,LESLIEC

H235ProcAmSocInformSci10135-136('73)

Lilly社 製 の医薬 品に関す る文献情報 サー ビス システムであ るMEDdocを 紹介 した。

文献 は,主 としてExcerptaMedicaに 掲 載 された記事 とその中の引用文献 か ら収 集

され,マ イ クロフ ィルムに蓄積 されてい る。い くつかのディス ク リプ タグルー プか

ら構 成 されている統制 されたシ ソーラス を用いて,各 文献が コー ドづ け され る。文

献 あた りの コー ド数 に制 限はな く,15～150に わたっている。 この システム は,こ の

コー ドを主要 な検 索 タグとして,オ ンライン機械 検索 を行 な うことを主眼 としてい

る。

OL74G-36

IR,図 書館 システム

大学図書館用の計算機 による収集拡張の報告 〔a③〕(A)E

Computer・basedcollectiondevelopmentstatementsforauniversitylibrary.

YAVARKOVSKYJ,MOUNTE,KORDISHH

H235ProcAmSocInformSci10240-241('73)

米 コロンビア大学図書館 の,大 規模 な図書 の管理の ための計算機 シス テム を紹介。 フ ァイ

ル作成 と更新,収 集方針 の ための種々のデー タ作成 を蔵書450万 冊につ いて,IBM360/91
`

計算機,IBM2741端 末に よるオンラインシステム で行 な う。LCで 用 いている分類体系

を採用 し,そ の うち1300項 目を使用。 さ らに独 自の検索用デ ィス ク リプタを開発 。 また コ

ロンビア大学に とって この図書の必要度 を5段 階 に分けて標示 。使 用言語 について も,英

語,外 国語1,外 国語II,東 洋 ・中近東語 と大分 けし,一 般使用 の便 をはか って いる;写

図2参1
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IR,記 述 目録,件 名 目録

記述 目録のオンライン入力 〔a③〕(A)E

On・lineinputofdescriptivecataloging.

PFLUEGERML,LEBOWI

H235ProcAmSocInformSci10188('73)

USAECTechnicalInformationCenterで は,オ ンライン ・リアル タイム ・システム

によ り記述 目録 と件名 目録 を入力 してい る。文献 を11タ イプに分 け,60あ ま りのデー タ要

素 とのマ トリックス を用 いてCRT端 末で 目録すべ き文献 タイプ を確 認 し,各 デー タ要素

を直接 キー インす る。現 在CRT10台 が記述 目録に,4台 が件 名 目録2台 がプロ グラム

作成 と入力オペ レー タ訓練用に用 いられている。 これ までの紙 テー プによる作業 と比較 し

て,目 録作 成者 と計算機 の相互作用が容易 になったこと,入 力の正確 さ,エ ラー修正 の簡

易 さなどが利点で ある。

OL74G-38

IR,科 学 技術情 報

オンライン 「分析化学」誌データ検索システムの作成 〔c② 〕(J)J

藤原鎮 男,山 本 たけ雄,岡 部建次

FOO8分 析 化 学23[1〕110-122('74)

化学文献情報 の計 算機 に よるオンライ ンデー タ検索 シス テムの確立 を 目的 として検討 して

いる科学情報検索 システムTSIR-1に つ いて解説。 ここでは 「分析化学」誌のデー タ

検索 につ いて英文抄録 を主体 とした システム化が行 なわれている;写 図8表12
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OL74H～1

物 理 実験 システム

オ ン ライ ンの物理 実験 に対 す る第三世 代 のエ レク トロニ クス 〔c②〕(A)E
'lhi

rd-generationelectronicsforon・1inephysicsexperiments(reviewofpublishedma・

terialS)

KOLPAKOVIF

DO51SovietJParticleNucl4〔1〕120-127('73)

シンチレー シ ョンカウンターや ワイヤーチ ェンバー を用 いる物理実験の第三世 代のエ レク

トロニ クスを考 える。計算機 と情報獲得 との結合 をもたらすモジュールに特 別注意す る。

CAMACシ ステムが第三世 代のエ レ ク トロニ クスの基礎 となって いることを示 し,こ の

システムでの物理実験 のエ レ ク トロニ ックな装置の例 をあげる;写 図11参89

OL74H-2

ウラ ン濃縮 モニ タ

液体UF6の ため のオ ン ライ ン濃縮 モ ニ タ 〔c① 〕(A)E

On-hneenrichmentmonitorforliquidUF6

REILLYTD,MARTINER,PARKERJL,SPEIRLG,WALTONRB

E387TransAmNuclSoc1781('73)

1973年11月 サ ンフランシス コで行 なわれたア メリカ原子 力学会の講演要 旨;写 図1参1
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OL74H-3

マ ス ・スペ ク トル 分 析,会 話 型 シ ス テ ム

会話方式の質量スペク トル探索 一取出 しシステムII組 合 わせ探索の選択法

〔a① 〕(B)E

AconversationalmassspectralsearchandretrievalsystemII:Combinedsearch

options.

HELLERSR,FALESHM,MILNEGWA

D6040rgMassSpectrometry －エ 〔1〕107-115('73)

NIHの 計算機部門に備 え られた計算機 に記憶 させ た8782の 電子衝撃 スペ ク トルを基礎 に

し,通 常の電話回線で利用 で きる会話 方式の質量 スペ ク トル探索 システムにつ いて述べ た。

質量 スペ ク トルが記録 され てい る化合物 はただちに同定 され,記 録 され ていない関連化合

物 につ いて はその構造解明 に有用 なデー タが容易 に得 られ る。 この探索は ピー クとその強

度,分 子量,分 子 式,ま たはこれ らの適 当な組合せ を手がか りに して行 な うこ とがで きる。

また記録 されている化合物の完全 なスペ ク トル をタイプで打ち出す こ とも可能であ る;

表1参5

OL74H-4

赤外線分析,ガ ス クロマ トグラフ ィ分析

オ ンラ イ ン分析 のための 赤外 線分 光法 とガス ク ロマ トグ ラ フィーの連結

〔c① 〕(A)E

(bmbininginfraredandgaschromatographyforon_lineanalysis.

PENZIASGJ,BOYLEMJ

D847AmLab〔Oct〕53-59('73)

ガス クロマ トグラフィー(GC)は,複 雑 な有機混合物 を迅速 に分離 し,混 合物 中のいろ

いろの成分濃度 を正確 に測定 す るのにす ぐれた方法 として発展 してきたが,定 性 の機器 と

しての弱 さ も良 く知 られてい る。 したが ってGCとIRを 組合せ る試み も自然に起 るべ き

もの と言 える。GCが 分離 と定量 を行 な う一方,赤 外線分光光度計は,混 合物 中の各成分

を積極 的に同定す る。本報 ではGC溶 出物の オンライン同定のために,特 別 に考案 され た

新 しい市 販の機器 を紹 介 し,微 量成分の場合 のサ ンプ リングの問題点 の解決 につ いて述べ

た 写 図7表1参9
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OL74H-5

プ ロ セ ス ・ コ ン トロ ー ル,リ ア ル タ イ ム シ ス テ ム

布仕 上工程 におけ る小 形 計算機 に"リ アル タイム"シ ス テム を応 用 す る方 法

1(c① 〕(Hun)H
ノ ノノ や ぐ

Kisszamitogepesreal-timerendszerekalkalmaz5satextilkikhszitotechnol6gihkban.r

Rbsz.

MOLNARI

A647MagyTextiltech26[10]561-563('73)

"実時 間"シ ステム を取 りあげ
,プ ロセス と計算機 との間の直接関係 の可能性 を分析 し,

かつ並列計算法 をとりつつ,変 化 す る条件の解決 のために特殊のハー ドウェア とソフ トウ

ェアの使用 を推選す る。 この システムは計算機の完全な作動方法につ いて織物 技術者 に完

全な知 識 を要 請す るもの ではな く,むしろ特 定の問題 に適合するプロ グラ ミングのための用

語 をあたえるこ とが機械 メー カの課題 とな ってお り,こ れによってプロ グラ ミングにつ い

ての特別 の知識がな くて も技術 的工程 に容 易に適用す ることが できる;写 図3

OL74H-6

マ ス ・ス ペ ク トル 分 析

スパークソース質量スペク トルの写真記録の計算機処理 および解析 〔a① 〕

(Ho1)E

コ}1ecomputerevaluationandinterpretationofphotographica皿yrecordedsparksource

massspectra.

MILLETTEJ,MORICEJA,CLEGGJB

D625JMassSpectrometryIonphys13〔1〕1-24('74)

自動 マ イ クロ濃度計 をオ ンラインで小型計算機 に接続す るこ とに よ り,質 量 スペ ク トルの

写真 記録 を読 んで解析 する完全 なシステムにつ いて述べ た。 この方法 ではスペ ク トル線 の

吸光 度 を測定 してイオ ン強 度に換算 し,濃 度 を厳密に計算す る方法 をとる。 スペ ク トル線

の位 置g)測 定 は位相 反射格子 を用 いて精密 に行 い,同 位 体の質量 を4ミ リm .u.な い しよ

り精密 に測定 で きた。本法 の内部精 度は3～5%,実 際上の分析精 度は4～6%で ある。

解析 のアル ゴ リズム は肉眼 に よる解析で用 いる推定法 を一般化 した形の もの で,上 記の精

度 の向上 した強度,質 量 を用 い る;写 図13表3参36
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OL74H-7

化学緩和測定

サンプリング技術 とオンラインプロセスを用いた化学緩和測定の検討〔a①〕

(A)E

Ontheevaluationofchemimicalrelaxationmeasurementswithsamplingtechniqueandon-

lineprocessing.

KRIZANM,STREHLOWH

B931ChemInstr5[2]99-108('74)

化学緩和の実験に用 いるための比較 的簡単 なデ ィジタル化の方式 につ いて検討,製 作 した。

実験 を繰返 して行 ない,そ のデー タを小規模 なオンライン計算機 に入力す る方法で,緩 和

時間 を迅 速かつ精度 よ く求め るこ とがで きた。対数減衰の重合せ として計算機 に よ り解析

した。デ ィジタル化以前にアナ ログシグナル を積 分す ることに より,ほ ぼ適切 な電子 回路

を設計 できた。この方法 を圧力 ジャンプ法 に適用 したが,そ の他 の関連 した方法に適用 で

きる。時間 と共に対数的 に変化 しないシグナルへの応用 を示 した;写 図3参4

OL74H-8

衝撃波測定

衝撃波管の実験デー タのオンライン計算機処理〔a①〕(A)E

On.linecomputeracquisitionofdatafromashocktubeexperiment.

MEGARGLER,DEANAM

B931ChemInstr5〔2〕109-126('74)

計算機 デー タ処理系 を衝 撃波の実験に応用 した。衝撃波 の速度は,衝 撃 波が衝 撃波管 中に

固定 した2個 の感受体 の間 を通過す る周波数 を10MHzの クリスタルオシ レー タに よ1)計 数

測定 した。実験中,衝 撃波頭か らIR発 光 シグナル を検 出,増 幅,デ ィジタル化,デ ー タ

チ ャンネルポー トか ら計算機 に入 出す る。IR測 定時間は処理系 で制御 した。 この系 に よ

り,従 来のオシロスコープ法 よ り高感度,高 精度 で解析 で きた;写 図8表1参7





OL74H-g

呼吸監視,TSS

オンライン呼吸監視装置 〔a① 〕(A)E

On-lineresp亡atorygasmonitoring.

BLUMENFELDW,WOLFS,McCLUGGAGEC,DENM州R,TURNEYS

B827ComputersBiomedRes6〔2〕139-149('73)

生命 の徴侯 と呼吸気 の監視装置 のための 自動化 システムについて述べ た。アナ ログおよび

デ ィジ タルハー ドウェアの注意深 い選択に よって,実 用的な臨床ベー スの複合監視機能 を

遂行す るための比較的小形 の廉価 なシステムが可能であ る。小形 コンピュー タの制御 の下

に,タ イム シェア リン グで質量分析計お よび他 の装置 を使 って12ベ ッ ドの生命の徴侯 と呼

吸気 を自動 的に監視 し,記 録す るための システムであ る。脈拍,体 温,動 脈血圧,平 均大

静脈血圧,呼 吸酸素波形,炭 酸 ガス波形お よび呼吸数 を自動的に計測す る ものである;写

図6参7・

OL74H-10

Tachistoscope,TSS

Tachistoscopeソ フ トウ ェ ア シ ス テ ム へ の 遠 隔 タイ ム シ ェア リン グの 応 用

〔a① 〕(A)E

Atachistoscopicsoftwaresystemforuseinremotetimesharingapplications.

FREDERIKSENJR

D896]艶haviorR〕sMethodlnstr5〔6〕481-486('73)

ソフ トウェアで制御 され た瞬間視 の試験鏡(Tachistoscope)に,ホ ス トタイム シェア リング

システム と接続 され ているImlacPDS-1デ ィスプレイ計算機 を使用 した。電話 回線 でホ

ス ト計算機か らの英数字の メ ッセー ジを受 け とってか ら,特 定の期間内 にそれ らを順次表

示す る。デ ィスプレイ側は,被 検者の応答 と反応時間 を記録 し,そ の情報 をホス ト側 に送

り返す。本 システムは,特 別 な実験の計 画 を実現す るため のソフ トウェアの負担 を大容量

のホス ト側に移 し;ホ ス ト側 では標準のFORTRANを 全て使用す るこ とが できる,写

図1表2参10





OL74H-11

核物理計測

ビデオ テー プを使 っ た原 子核 物理 学 の デ ィジ タルデー タ記録 〔a① 〕

(lnt)E

Video・tapenuclearphysicsd逗italdatarecording.

NIERHAUSR,TAYLORBG

E739ProcIEREConf〔26〕165-172('73)

小型制御計算機 とインタフェイス した ビデオテー プレコー ダか ら成 る,デ ィジタルデー タ

用の大容 量記憶装置が開発 され,素 粒子物理学実験のオンラインデー タ収集 に使 われ る。

各 ビデ オテープ カー トリ。ジの記1露 量は7×1腸_タ ビ。 トあ り冷 までの9ト ラ 。ク,

800ビ ッ ト/イ ンチの計算機用磁 気テープ リールの数百個に相 当す る。 またこのシステム

は,16ビ ッ ト語 を360,000/秒 以上 の入力速度 で連続 して受 け入れ るこ とが で きる;写 図

3

OL74H-12

カラー信号 伝送

輝度 色度 ライン時分割カラー信号伝送 〔a①〕(J)J

八木基,浜 口和男(東 京芝浦電気 ・総合研)

S740テ レ ビ ジ ョ ン会 伝 送 研 委 資3〔4〕16p('73)

コンデ ンサ メモ リを利用 した信号伝送方式 として,輝 度 色度 ライ ン時分割 カ ラー伝送(色

信号 時間軸圧縮伝送)方 式の実験結果 を報告 。IMHz方 式 カラーテ レビ電話 に おけ る輝

度色度 ライ ン時分割 カラー信 号伝 送方式は,解 像度の向上,ド ッ ト妨害 の除去 によ り画質

が向上 し,ま た伝送線路 の影響 が減 少す る効果 のあるこ とが確認 された;写 図11参8





OL74H-13

分光分析

顕微分光計写真記録の解析用 プログラム 〔a① 〕(Hol)E

Acomputeranalysisofmicrospectrophotometricdata.

MANNDMA

D724ComputerProgramsBiomed3〔4〕187-190('73)

顕微分 光計写真記録 を統計的 に処理す るためには,数 十 もの細胞につ いての測定 を必要 と

し,従 来の人手に頼 る方法 では時間的に も労 力の点か らも問題が あった。 ここでは,ミ ニ

コンを用 いて顕微分光計写真記録 を実時間的に統計処理す るプロ グラム を開発 した。分 光

計か らのデー タはASCIIコ ー ド化 してテー プか らPDP-8計 算機 に入力す るこ と

もできる し,カ ー ドに してICL1904A/CDC7600計 算機 に入力す るこ ともできる。

プロ グラムは,FOCALお よびFORTRANIVで 書かれている;写 図2参10

OL74H-14

CAD,会 話型 システム

電子計算機 を用いた誘導電動機の最適設計システム 〔c① 〕(J)J

酒井 寿

G474NationalTechR≧pt19〔5〕505-516('73)

電動機主要部分 の基本材料特性,寸 法,製 品の特性デー タ等を電子計算機 に登録 し,こ れ

らを活用 して最小 コス トで 目標特性 を満足す る最適 設計 を行 な う対 話形式 キ ャラクタデ ィ

スプレイ を入出力装 置 としたオンラインシステムである。設計精 度,設 計効率 の向上がは

かれ る.;写 図31参23
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OL74H-15

交通制御

車両検知出力によ るオンライン交通モデルの修正 〔c① 〕(A)E

On-linetrafficmodelcorrectionfromsensorcounts.

CHERRILLJG,HARRISRF

E2921BMTechDisclosureBull16〔5〕1660('73)

待行列 を発生する現示パターンに関し到着車両数が使用され,こ れにより各交差点におけ

る遅れを最小化する現示最適化 をはかる。モデルは上流交差点を出発する車両が下流交差

点への予想到着数 となるよう構成 される。オンラインモー ドで使用するときは,予 想到着

車両数 として動作の始めの間は車両検知器よりの出力を使用する。検知器の出力は正確で

あるが予想到着数は予想時間 とともに精度が減少する。長時間の精度を保つために検知入

力と予想到着数 との間に修正係数 を導入する。

OL74H-16

電力系制御

固体素子による無停電電力系統 とバ ックアップタービンをもった電子計算機の

オンライン操作 〔a① 〕(A)E

On-linecomputeroperationswithsolidstateuninterruptablepowersystemsandback.

upturbines

WOUDETV

K-73-0023(bnfRecIEEEEIectronSecurSystSeminarNYCity65-67('73)



↓
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OL74H-17

誘電体測定

液体誘電体特性測定 におけ る非定常問題の解法 と してのオ ンライン計算

〔a① 〕(B)E

On-linecomputingasasolutionofnon.stationarityproblemsinIiquiddielectric

meaSUrementS.

BRIGNELLJE,HEWISHTR,RHODESGM

B6651EEConfPubl〔103〕168-172('73)

液体 の電 気的性 質における非定常性,試 験法 にもとつ く非定常性,こ の二つの面か ら,こ

の非定常性 の問題 を考察 した。 この問題の解 を得 る手段 としてのオ ンライン計算 を論 じた

;写 図2参9

OL74H-18

生理学的情報処理

生理学的情報の統計処理 〔b〕(C)E

Statisticalprocessingofphysiologicalsignals.

GUPTAMM,GRAHAMB

K-73-0042ConfDigInternEectronConfFxpositionT()ronto42-43('73)

本文 では,い くつ かの基礎 的な生理学情報処理 について検討 し,脳 波,心 電図,心 音 図な

どの オンライン分析 によ り,初 期 の病状の うちに,標 準 の健康 な波形 との比較 を行 なわず

に検 出す る方法 につ いて議論 した。特 にフェー ズロック統計技術 につ いて詳述す る。純正

弦 と,そ れに視察 では確 認 で きない程の摂動 を加 えた波形 につ いて調べてみ たが明 らかに

区別 で きた。 また心電図異常者(早 期の段 階)で も行 なったが よ く検 出 し得 た;写 図2参

4





OL74H-19

生産管理,TSS
o

永久磁 石 お よび磁 石系 統 の製造,組 立,計 算 にお けるタイム シ ェア リングの導 入

〔a① 〕(G)G

FinsatzderEDV(Time.Sharing)beiderHerstellung ,KonstruktionundBerechnung

vonDauermagnetenundMagnetsystemen.

SEITZD

D577DEW-Tech昼r13〔3〕193-196('73)

AINiCoの じん速 な配合計算,消 磁 曲線の推定,コ ア磁石の組立,磁 石 系統の開発,製 品の検

査 を管 理へ の タイム シェア リングの導入について記述;写 図6参4

OL-74H-20

医 療 ス ク リー ニ ン グ ・シ ス テ ム

自動 的 な健康 ス ク リー ニ ングの ための シ ステムデザ イ ンに関 す る考察 〔a① 〕

(A)E

Systemdesignconsiderationsforautomatedhealthscreening.

HENDERSONC

D330MethodsInformMed13〔1〕23-29('74)

健康 管理 の現在の傾 向は将来 の健康管理 システムが,検 査する国民の労働 による負担,検

査 の正確 さ,主 にかか る病気 の問題 に適応す るため に,診 断決定の 自動化(機 械化)が 必

要 にな るだ ろうとい うこ とを示 す。そ こで,病 歴質問 シー トに よる患者 のオンライン類別

の方法 につ いて論ず る。 自動 的 なス ク リー ニ ングシステムの性格 は,訓 練 可能 なパ ター ン

分類者 の使用 と,自 動 的に適 応す るス ク リー ニン グいき値 の使 用に よ り改良 されるであろ う

っ;写 図5表2参10
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OL74H-21

臨床情報プログラム

自由 テキス ト合 成 シス テム(FTSS)〔a① 〕(A)E

廿eetextsynthesissystem(FTSS).

JACOBITZK,BOGENSTAETTERP

D330MethodsInformMed13〔1〕10-18('74)

種々のパ ラ メー タ,コ ン トロールデー タ,標 準 テ キス ト(ユ ーザ ・プ ログラム)の 決定 に

従 って 自由テキス ト合成 を可能にす るプ ログラ ミングシステムにつ いて述べ る。結 果は前

もって決定 した標準 テキス トの形 でOMR形 式か ら計算 した数値 として,オ ンラインイン

プ ッ トを経 て,デ ィズプレイ装置に よ り得 られ る。医学情報におけ る総合 プ ログラムの意

味 を示 して,臨 床的内容 を含 むユーザ ・プ ログラム と問題分析,シ ステム展開 を含む不定

の主要 プロ グラムの相 関関係 を考慮 しなが ら,シ ステムデザ インについて論ず る。FTS

SはPL/1でIBM-360/67の ために書かれ た;写 図10表2参22

OL74H-22

サイ クロ トロン制御

サ イ ク ロ トロン実験 室 に おけ る実時 間制 御 とデ ー タ処理 用 の計算機 系 〔a① 〕

(H。1)E

AcomputersystemfOrrealtimecontrolanddataprocessingatacyclotronlaboratory.

MERTENSB,KALTENBACHV

D208NlclInstrMethodsl13〔1〕125-130('73)

サ イクロ ト ロ ンの制御,オ ンラインのデー タ集積,オ フラインのデー タ処理 と大型計算機へ

の接続 の3つ の異 った主 な機 能 をもたせ た計算機 系 を用意 した。 これにはPDP-15を3

台使 用 して いる。 これのハー ドとソフ トウェアの機能 を議論 した。サ イクロ トロン との接

続はCAMAC系 を用 い,約100の アナ ログと100の デ ィジタルパ ラメー タの制御 を含 む。

ソフ トウェア としては,研 究者の要請が実 験の進 展に従 って変 ることを考 慮 し,そ の よ う

な変更がほ とん どの ソフ トウェアの書 き替 えを必要 としないで行 えるように した。大型計

算機 の代 りに小型計算機 を3台 採用す ることの特 徴 を示 した;写 図5参6





OL74H-23

生態系解析

生態系の動的解析のための相互図式方式の適用〔a①〕(1)1

ECOLO-Un'applicazionegraficainterattivaper1'analisidinamicadisistemiecologici.

BONOID,FARNEDIS,RICCIA

RT/EDP(73)639p('73)

相互 に作用 し合 う生態 系内核種 の時間的挙動 の シ ミュ レー ションに対 して,相 互図式方法

を適用 して解析 した。生態系 の構 成 とそのパ ラメー タの値 をオ ンライン計算 システムで計

算 した ものであ る;写 図22参9

OL74H-24

オクタン価分析

オクタン価分析計 とガソ リン混合設備(下)〔c② 〕(J)J

小机 栄一,小 村隆保

FO13石 油 と石 油 化 学18〔5〕89-97('74)

エチル社のオンラインオフタン価分析計 につ いて,そ の測定方法 お よび燃料処理 システム,

エ ンジン調節 システム,△ON演 算 システム,操 作 シー クエ ンスの各回路か らなる作動原理

を紹 介。 また,ガ ソ リンにオ クタン価 向上剤

ステムにつ いて も紹介;写 図8表6

アル キル鉛)を 注入す るオ クタン価制御 シ
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OL74H-25

石油分析

オ ンライ ン石 油硫 黄計の ア プ リケ ー シ ョンにつ いて 〔c① 〕(J)J

屋内史郎

S852計 測 技 術2〔5〕89-96('74)

石油硫黄計 の原理 につ いて簡単に説明,主 に応用 につ き,ま たそれに要す るサ ンプ リング

技術につ いて紹 介 した;写 図14
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